
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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これは、黒峰勇也ぼくが蒼宮藍葉かのじよに惚ほれるまでの物語。
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「おい、逃にげろ逃げろ逃げろ！　魔ま族ぞくに王城の正門まで進入されたぞ！」

「逃げるってどこにだよ!?　そんな場所ねぇよ！　もうこの国も、俺たちも終わりだ！」

　近衛このえ兵の怒ど号ごうが飛び交かい、悲鳴が水みず神がみ島じまの王城のあちこちから上がる。

　悲鳴は誤ご認にん識しきを生み出し、誤認識は偽情報デマを作りだし、偽情報は混乱を招く。近衛兵は統とう率そつを乱し、王城の廊ろう下かで前も後ろもわからないままに逃げ惑まどう。

　そんな人々と擦すれ違ちがいながら、黒くろ髪かみの少年──黒くろ峰みね勇ゆう也やは王城の廊下を駆かけて、初うい陣じんの緊きん張ちように身体からだを縮こませていた。

　前情報によると、魔族は最低レベルの〈小鬼ゴブリン級〉しかいないはずだった。

　だというのに、水神島に現れたのは最上級の魔族ばかりだったのだ。そのせいで、近衛兵たちは魔族に上陸を許すばかりか王城の正門付近まで攻せめ込まれ──ついには進入すらさせてしまったようだった。

　前方を行く教師役の女性へと、勇也は上うわ擦ずった声を投げつける。

「おい、夕ゆう日ひ！　聞いてた話と全然違うじゃねーか！　魔族は最低の小鬼級しかいないんじゃなかったのかよ!?」

「そ、そうですよ！　王城にまで進入されて、近衛兵たちの90％近くがもう戦えないんですよ！　こんなの、藍あい葉はたちだけでどうにかできるわけないじゃないですか!?」

　勇也の抗こう議ぎの声に合わせて、不満を発したのは隣となりを走る少女だった。

　透すき通るような蒼あお色いろの長ちよう髪はつ。髪には可愛かわいらしい赤いリボンが編み込まれている。赤い宝石のような瞳ひとみには視線を惹ひきつける力があり、同時に気の強さも感じさせる。普ふ段だんは勇也と喧けん嘩かばかりしている相棒の少女──蒼あお宮みや藍葉である。

　勇也と藍葉は全力で泣き言を口にするが、しかし、二人の教師役である女性・神かみ代しろ夕日はにこにこと微笑ほほえんだだけだった。

「あははっ、二人とも怖こわがらない怖がらない。ちょっと、国が滅めつ亡ぼうしそうになってるだけだよ。これぐらい何ともないって。ちょっぴりハードな訓練だと思えば大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いくら何でもハードすぎるだろ!?　どこの世界に絶体絶命の状じよう況きようが訓練って思える奴やつがいるんだよ！　僕たち初陣なんだぞ！　鋼はがねの心臓を持ってるお前とは違うんだよ！」

「そ、そうですよ！　隣りん国ごくからの応おう援えんも間に合わないって言われてますし！　このままじゃ、全ぜん滅めつしてこの国は終わり──」

「終わらせないよ」

　静かに。揺ゆるぎない光を瞳に宿して、夕日は簡潔に言った。

「わたしが、わたしたちが終わらせない。大丈夫、わたしたちが三人揃そろっていればできないことなんてないよ」

　廊下を抜ぬけて正面玄げん関かんに辿たどり着くと、夕日は緩ゆるやかに減速して足を止める。

　王城の正門には、大量の魔族が既すでに雪な崩だれ込んでいた。その先の市街地には黒い粒つぶが蠢うごめいていて、視界に映るあらゆる道を埋うめ尽つくしていた。

　あれが全すべて魔族だと──!?

　予想を遥はるかに上回る大群に、内心で絶句する。

　勇也が言葉にならない声を発して口をぱくぱくと動かしていると、夕日は魔導機装を起動しながら前を向いたまま口を開く。

「心配しないで。二人にはわたしがついている。わたしが前を走り続けて、二人を守ってあげる。わたしが二人のための道をつくってあげる。だから、落ち着いて。二人ともわたしの後ろをついてくればいいからさ」

　そう言って。

　夕焼けの長髪を靡なびかせながら、夕日は愛用している槍やり型の魔導機装を横に薙ないだ。

　そして、こちらを一いち瞥べつして穏おだやかな笑えみをつくると告げる。




「──じゃあ、二人とも行こうか。未来の英雄ヒーローの出陣だ」




　そうして、三人は本当に世界を救ってみせた。

　それから、二十五年に近い月日が流れ──







「……夕、日」

　勇也は目め尻じりに涙なみだを溜ためながら、喉のどを震ふるわせた。

　薬の匂においが染しみついた病院の一室。綺き麗れいなシーツが敷しかれたベッドの上に、神代夕日は腰こし掛かけていた。

　夕焼けの色の長髪。頰ほおは瘦やせこけ、腕うでは瘦せ細ってる。肌はだは不安になるほど白くなっており、淡あわい色の病院服ですら際きわ立だって見える。

　でも、それでも、彼女は生きていた。あの穏やかな笑みを浮うかべていた。

　勇也にとっては、それだけで十分だった。

「夕日、さんっ」

　隣では、藍葉がぐずっと鼻を鳴らしていた。

　藍葉と夕日はいつも仲が悪かった（というよりも、藍葉が何故なぜか一方的に喧嘩をふっかけていた）が、夕日が目を覚ましたことは素す直なおに喜んでいるようだった。ぽろぽろと涙を零こぼしながらも、藍葉は満面の笑みをつくっていた。

　そんな勇也と藍葉を見て、夕日は顔をくしゃくしゃにしながらも口元を綻ほころばせる。

「もう、二人ともなんて顔をしてるの。大きくなったのに、そういうところは全然変わってないんだから」

　しかし、その言葉に反して、どこか嬉うれしそうに目を細めて。

　夕日はとびっきりの笑顔をつくって言う。

「二人ともありがと。勇也くんと藍葉ちゃんのおかげで戻もどってこれたよ」




「──ただいま、二人とも」




　直後。

　藍葉がバッと駆け出して、夕日に勢いよく抱だきついた。彼女の胸むな元もとに顔を押し当てながら、声を上げて泣き始める。遅おくれて駆け寄ると、勇也も夕日をガラス細工を触さわるように抱きしめた。

　折れそうなほど華きや奢しやな身体。

　だけれど、夕日から伝わってくる熱は紛まぎれもなく彼女が実在する証あかしだった。




　それは、幾いくつもの奇き跡せきが重なった邂かい逅こうだった。

　過去で別べつ離りし、未来では最悪の敵として相対し──それでも、諦あきらめることなく戦ってきたからこそ摑つかめた奇跡。

　彼女たちは、三騎士トライデント。

　ちょうど増ぞう殖しよく期に入った魔族から、水神島を守り続けた過去最高の小隊。

　双騎士パラデインとは異なる〝もう一つの英雄たち〟。

　固い、決して千ち切ぎれることのない「絆きずな」で結ばれた最強の騎士たちだ。

　そして、一ヶ月後。

　……千切れぬはずのその「絆」とやらは木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ってしまっていた。
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　昨日の敵は今日の友になることがあるという。

　それぐらい人の心や運命は移ろいやすく、あてにはならないのだ。

　だとすれば、藍あい葉はが、入院している夕ゆう日ひを甲斐かい甲斐がいしく世話していたとしても何もおかしいことはないだろう。

　確かに、藍葉はかつて勇ゆう也やのことを独どく占せんする夕日を敵対視した。気に食わない、イケ好かない女だとも思っていた。だが、それは過去のこと。全て水に流した。思い返してみれば、今まで夕日には散々お世話になってきたのだ。その夕日が入院生活で困っている。ならば、藍葉が手を貸さない道理はなかった。

　看護師さんによると、二人は本当の姉し妹まいのようだったという。

　藍葉は夕日に付きっ切りで彼女を支えた。リハビリにも付き合った。時には病院にお泊とまりして、夕日と一いつ緒しよに楽しくお喋しやべりした。

　まるで、これまでのいがみ合いなんてなかったかのように。

　……まあ、藍葉が一方的に嫌きらっていただけなので、正確にはそもそもいがみ合いではないのだけれど。

　けれども、とにかく、藍葉は夕日に尽くした。

　一日でも早く復帰してほしい。それだけを願って。

　一ヶ月後。藍葉のお世話の甲斐もあってか、夕日は無事に退院することができた。

　それを見届けると、藍葉は不覚にももう一度泣いてしまった。

　もう二度と会えないと、元気な姿を見ることはないだろうと思っていたから。

　だから、藍葉はいっぱい泣いて。夕日もそれにつられて笑いながら泣いて。二人で固く抱き合ったまま、病院の前で号ごう泣きゆうした。

　そうして、夕日は日常生活に復帰した。

　それはどこか寂さびしかったけれど、喜ばしくもあった。これからは、夕日と一緒に過ごすことができるのだから。二人で一緒に遊園地に行ってもいいかもしれない。藍葉はガラにもなく、そんな感情を抱いていて。

　だが、藍葉は気づくべきだった。

　昨日の敵が今日の友になることがあるならば、昨日の友は今日の敵になり得るということに。

　何故、藍葉がこのような思考に囚とらわれているかというと──




「もぅ。勇也くん、ほっぺにご飯はん粒つぶついてるよ。取ってあげるね」

「だ、大丈夫だって、夕日。それぐらい自分でできるから──」

「はいはい、暴れないの。あー、こんなところにもついてる。ちゃんとお行ぎよう儀ぎよく食べないからそうなるんだよ？」




　……この女、恩を仇あだで返しやがった。




　澄すんだ空気が気持ちいい早朝。王城の男子寮りよう──勇也の部屋で。

　勇也と夕日がいちゃいちゃをしているのを見て、藍葉は扉とびらの横で呆ぼう然ぜんと立っていた。

　そこには二人だけの空間ができていて、藍葉が入り込む隙すき間まは全くない。

　何故、こんなことになっているのか。

　そもそも、藍葉が朝から勇也の部屋を訪おとずれていたのは、勇也を誘さそって朝食を食べに出かけようとしたからである。

　藍葉は自分で料理をすることができない……ま、まあ、ゆで卵ぐらいならつくることはできるので、敢あえてやらないだけで決してできないわけではないけれど──基本的には面めん倒どう臭くさいので作ったりしない。朝食なども外食で済ませることが多いのだ。

　そういうわけで、藍葉は勇也と朝の時間を一緒に過ごそうと画策していた。……はずなのだが、藍葉が部屋に辿り着いたときには既に遅おそかったのだ。

　なんと、夕日が勇也の部屋に上がり込んで朝食を食べていたのである。

　それも、藍葉への当てつけであるかのように美味おいしそうな手作りで。

　そして、現在、藍葉は部屋の外からそれを眺ながめていたわけだった。

　藍葉がぐぬぬぬっと悔くやしそうに唸うなっていると、夕日がこちらに気づいたのかゆっさゆっさと大きな胸を揺らしながら嬉しそうに駆かけ寄ってきて。

「あっ、藍葉ちゃんおはよう。こんなに朝早くからどうしたの？」

「い、いや、それ藍葉の台詞せりふなんですけど……夕日さんこそどうしたんですか？」

　藍葉は引きつった笑みで問い返す。

　一方で、夕日には悪びれた表情などは一いつ切さいなかった。勇也との朝食を見られたにもかかわらず、自分がそこにいるのはさも当然であるかのような顔をしている。

　藍葉の質問に、夕日は朗ほがらかに返答する。

「わたし？　わたしはね、勇也くんに朝ご飯をつくってあげてたところなのっ」
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「へ、へぇー、そうなんですか。い、良いんじゃないですか。……美味しいかどうかはわかりませんけど、量だけはいっぱいありますし」

　藍葉は食しよく卓たくを一いち瞥べつして嫌いや味み全開で言ってやるが、夕日には通じない。

　彼女は善意[image: 100]％のにこにこ笑顔で頷うなずく。

「そうなのっ。もうこんなこと二度とできないと思っていたから、ちょっと張り切って作りすぎちゃって。全部食べたら、お相撲すもうさんみたいに太っちゃうかも」

「いっそ太ってデブになればいいのに（ボソッ）」

「え？　藍葉ちゃん何か言った？　太れば……何とかって？」

「やだー、夕日さんー。藍葉がそんな酷ひどいこと言うわけないじゃないですかー」

「そ、そう？　それならいいけど……まあ、でも、わたし食べても食べても何故か全部胸にいっちゃうから全然太れないんだけどね」

「へぇー、そうなんですね（イラッ☆）」

　自分よりも大きな胸に視線を落としながら言う夕日。

　相も変わらず、彼女は気に食わなくてイケ好かない女だった。

　いったい、誰だれがこの女を助けようなどと言い出したのだろうか。そいつさえいなければ今も勇也の隣となりは藍葉のものだったというのに。早急に死んでくれないだろうか。

　藍葉は恨うらみをこめて、顔も知らない誰かを心の中で呪のろう。

　そんな漏もれ出る邪よこしまな気持ちにも気づくことなく、夕日は穏おだやかな笑えみを浮うかべて。

「……でも、これも全すべて藍葉ちゃんのおかげかな」

「？　何でですか？」

「だって、藍葉ちゃんなんでしょう？　魔ま王おうになったわたしを助けようって言ってくれたのは。だから、わたしが今こうやっていられるのは全部藍葉ちゃんのおかげだよ」

　早急に死んでくれ、二ヶ月前の藍葉じぶん。

　藍葉は二ヶ月前の自分を恨むが、当然その怨おん念ねんが届くことはない。

　……そ、そういえばそうだった。何を隠かくそう、夕日を助け出す方法を導き出したのは藍葉自身なのだ。つまり、今の状じよう況きようは藍葉がつくったといっても過言ではないのである。

　何故、そんなことを言ってしまったのだろうか。こんなことになるのならば、あのとき容よう赦しやなく見捨てていれば良かった。

　藍葉が過去の言動を後こう悔かいしていると、夕日は笑顔のまま続ける。

「藍葉ちゃんがいなかったら、今いま頃ごろ、勇也くんに朝ご飯をつくってあげることなんてできてなかっただろうし。だから本当にありがとね、藍葉ちゃん」

「いえいえ。お礼なんていいですよ、夕日さん。藍葉、そういうつもりでやってたんじゃないので」

　いや、本当にマジで。

　こんな仕打ちを受けると最初からわかってたら、藍葉は死んでもやっていない。

　内心でそう呟つぶやくが、されど、そんなことを言われているとは露つゆほども知らない彼女は柔にゆう和わな笑みをつくる。

「……藍葉ちゃんは優やさしいね。わたしに気を遣つかわせないためにそんなことを言うなんて」

「いや、割と本気で思ってるんですけど」

「それでも、今の状況があるのはやっぱり藍葉ちゃんのおかげだから」

　藍葉の言葉は届いていないのか、夕日は思い耽ふけるように遠くを見つめる。

「入院中に、わたしがどれだけ元気をもらったことか。最初は入院生活の手伝いなんて、申し訳ないから断ろうとしてたけど……藍葉ちゃんと仲良くなれるなら迷う必要なんてなかった。あの時に、素す直なおに助けてもらうって判断をした自分を褒ほめてあげたい気分よ」

「藍葉は絶賛あの時の自分を蹴けり飛ばしたい気分ですけどね」

「藍葉ちゃんのことは、もう本当の妹──家族みたいに思っているんだから。……あ、でも、その場合、勇也くんはどうなるんだろ？　お、夫かな──って、えへへ。わ、わたしってば何を言っちゃってんだろうねっ」

「本当に何を言ってんでしょうね」

「こんな素敵な藍葉ちゃんに出会わせてくれた運命の神様には感謝しなきゃ。わたし、運命とか神様とかあんまり好きじゃなかったんだけど好きになっちゃいそう」

「藍葉はたった今、嫌きらいになりましたけどね」

「もう、そんなこと言っちゃって。藍葉ちゃんは相変わらず意地悪なことを言うなぁ。このっこのっ」

　夕日が笑いながら藍葉の頭を乱暴に撫なでてくるが、藍葉は終始真顔だった。……何も面おも白しろくなんてない。

　これが、神かみ代しろ夕日という少女だった。

　ジャブどころか、右ストレートを打ち込んでもこの女性はビクともしない。藍葉のことなんて最初から恋こいのライバルだとは思っていないのだ。

　これで、まだ自分より能力的に劣おとっていたら気持ちを立て直すこともできるだろう。

　だが、藍葉の知る限りこの女性に弱点はなかった。

　性格が良くて、面めん倒どう見みが良くて、料理を始めとする様々なスキルを身につけていて、身体からだつきも完かん璧ぺきで、それでいて近衛兵隊長になるほど圧あつ倒とう的に強い。最初から勝負しようとする方が間ま違ちがっている。そう思わせるほどの完全無欠の女性。

　だから、藍葉はやっぱりこの女性が嫌いだ。

　この女性に張り合えば、自分の性格が悪くて、嫌なことばかり考えて、料理はできなくて、無能で、可愛かわいくなくて、それでいて圧倒的に弱いことを自覚させられるから。

　己おのれが欠点だらけの人間であることがわかってしまうから。

　──しかし、だからといって負けるつもりも毛頭なかった。

　逆境上等。どんな困難が立ちはだかっていようと、絶対に諦あきらめない。泥どろ臭くさくても醜みにくくても、地を這はっても血ち反吐へどを吐はいてでも、「壁かべ」なんてぶち破る。それこそが蒼あお宮みや藍葉なのだから。先月の一件から、その思いは強まる一方だった。

　だから、この女性にも負けない。

　勇也と結けつ婚こんしたり、子供でもデキたりしない限り、張り合い続けると決めているのだ。

　藍葉が密ひそかに心中で意を決していると、不意に勇也の部屋の中に置かれている見慣れない物が視界に入った。

　いや、見慣れない物というよりは不自然な物というべきだろうか。

　勇也の所有物としては相応ふさわしくない物──赤ちゃんの玩がん具ぐが。それどころか、赤ちゃんのための生活用品もある。まるで、これから誰かの赤ちゃんが生まれてくるかのように。

　藍葉の怪け訝げんな視線に気づいたのか、夕日が忙せわしなく視線を動かしながら。

「あ、ああ、それ。そ、それは何というか……これから必要になったの。藍葉ちゃんには後で言うつもりだったんだけどね。その、デキちゃったの……」

「お、おい、夕日！　ちょ、ちょっと待てって──」

　夕日の言葉に、勇也が部屋の奥から何故なぜか慌あわてたように声を上げる。

　しかし、その反応によって、藍葉の脳のう裏りを嫌いやな想像が過よぎった。

　だが、そんなことがあるだろうか。いや、そんなはずが……藍葉がだらだらと冷ひや汗あせを垂らしていると、夕日は愛いとおしげにお腹なかを摩さすりながら。

　告げる。

　その決定的な一言を。

「わたし、デキちゃったみたいなの──勇也くんとの子供が」







「ちくしょうおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」

　寮の共同食堂。

　男子寮と女子寮とを繫つなぐその空間で、藍葉は机に突つっ伏ぷして絶ぜつ叫きようしていた。

　ちょうど昼時だったためか、共同食堂は近衛このえ兵たちなどの王城職員で溢あふれていた。席もちゃんと詰つめないと、数が足りないだろう。

　しかし、そんな混雑の中でも、藍葉の周囲には一人を除いて誰もいなかった。

　まあ、それも当然だろう。今の藍葉に近づきたいと思う人間はいるはずもないのだから。

　藍葉は拳こぶしを机に叩たたきつけながら泣き喚わめく。

「いったい何なんですか、この仕打ちは！　いったい何段すっ飛ばしているんですか、あの女は！　前回まで藍葉と先せん輩ぱい、イイ感じだったじゃないですか！　なのに、復活した途と端たんこれってどうなってんですか！　もう子供までつくってるじゃないですか！」

「ちょっと、藍葉ちゃん落ち着きなさいよ」

「そんなの無理です！　だって、夕日さんに子供がデキちゃったんですよ！」

　近衛兵隊長である柊ひいらぎ華か恋れんが対面の席で嗜たしなめるように言ってくるが、藍葉は荒あらぶる感情を抑おさえることができなかった。

　激情に任せるままに、藍葉は言葉を吐き捨すてる。

「そりゃ、藍葉だって多少の困難なら撥はね除けるつもりでしたよ！　断固として戦うつもりでしたよ！　でも、こんなの勝てるわけないじゃないですか！　だって試合が始まる前に終わってるんですよ！　無人のゴールに大量にシュートが叩き込まれてたんですよ！」

「大量かわかんないわよ。もしかしたら、一発で子供がデキちゃったかも」

「うっさい！　そういうこと言ってんじゃないですよ！」

　反射的に嚙かみ付くが、華恋に八つ当たりしたって仕方がなかった。

　藍葉が叫さけび疲つかれて肩かたで息をしていると、華恋は呆あきれたように溜ため息いきをついて。

「あのね、藍葉ちゃん。こんなことで一々怒おこってたらキリないわよ。よくあることじゃない。好きな男がいつの間にか別の女の子の子供をつくってることぐらい」

「よくあって堪たまりますか！　こんなの人生に一回あったらいいほうですよ！　いや、全然良くはないですけど……」

「え、そうなの？　私、覚えてる範はん囲いだけでも十回以上はあるんだけど」

「華恋さんの人生、どうなってるんです？　実は、何回もループとかしてませんよね？」

　いつもながら、華恋の人生は波は瀾らん万ばん丈じようすぎる。

　これで、年ねん齢れいは二十代半ば。まだまだ先は長いというのが驚おどろきである。

　藍葉が可か哀わい想そうなものを見る目をしていると、華恋は考え込むように顎あごに手を当てる。

「……っていうか、冷静に考えると何かおかしくない？」

「おかしいのはわかってますよ。冷静に考えなくとも明らかに異常じゃないですか」

「いや、そういうことじゃなくてね。子供がデキたかどうかって、そんなに早くわかるもの？　だって、夕日ちゃんが退院してからまだ一週間も経たってないわよ？」

「なら、入院中に、その……や、ヤってたんじゃないですか」

「入院中は藍葉ちゃんがずっと一いつ緒しよだったじゃない」

　言われてみれば、確かにその通りだ。

　藍葉は夕日に付きっきりでお世話していた。そんなことをしていれば、藍葉が真っ先に気づいていたはずである。

　だとすれば、どういうことだろうか？

　藍葉と華恋が悩なやましげに眉み間けんに皺しわを寄せていると、話題の渦か中ちゆうの少年が藍葉の対面の席に腰こしを下ろしながら話に割り込んできた。

「だから、それは違ちげぇよ。子供なんてデキてない。そもそも、僕、子供は苦手だし」

「……デキてない？　でも、さっき夕日さんがそう言ってましたよ？　それとも、先輩はあの夕日さんが噓うそをついてるって言いたいんですか？」

　想像できず問い返すと、勇也はそれには首を横に振ふった。

「本人は噓をついてると思っていない。でも、子供がデキていないのも事実だ。……っていうか、それ以前にそういう行こう為いもやってねぇよ」

「……えーっと、よく話が摑つかめないんですけど？　つまり、どういうことですか？」

「あー、要するにな──」

　耳を貸せと、ちょいちょいと手招きする勇也。

　藍葉は訝いぶかしげに思いながらも、指示通りに肌はだが触ふれ合いそうなほど顔を近づけて。

　そのとき。




「ふ、二人とも駄だ目めだよ！　なんでそんなに顔を近づけてるの！」




　そんな声とともに、二人の顔を強ごう引いんに引き離はなしたのは果たして夕日だった。

　彼女の顔は真っ赤。耳の端はしまで朱しゆ色いろに染められ、夕日は信じられないという目でこちらを見てきている。その手には昼食が載のったプレート。どうやら、夕日も昼食を食べにこの共同食堂にやってきたらしい。

　……それにしても、夕日はちょっと顔を真っ赤にしすぎじゃないだろうか。

　藍葉が自分以上に初心うぶな夕日の反応に眉まゆをひそめていると、彼女はクラスの男子を咎とがめる委員長のようにピッと指を突きつけ。

　驚くべき言葉を口にする。

「万が一、二人の唇くちびるが触れちゃって、き、キスしちゃったら問題じゃない！」




「──わたしみたいに子供がデキちゃうでしょう！」




　………………はい？

　たっぷりと間を取って、されどそれでも理解することができず、藍葉は頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

　解答を訊たずねるつもりで隣となりの相棒に視線をやると、勇也はボソボソと囁ささやく。

「つまり、そういうことなんだよ」

「いや、全く説明になってないんですけど。え、えっ？　どういうことですか？　夕日さんどうしちゃったんですか？　頭でもバグったんですか？」

「バグったっていうか、元から知らないんだよ」

　夕日には聞こえないように、勇也は心底困ったように囁いてきた。

「幼い頃ころから、夕日はずっと自己研けん鑽さん一筋だったから。学校にもほとんど通わず近衛兵になってるし。同級生とも、そういう話もしてないみたいなんだ」

「……そんなこと有り得るんですか」

「有り得るも何も、目の前にいるだろうが」

　藍葉がそっと視線を上げると、夕日と目が合った。

　至って真しん剣けんな様子。確かに噓をついているようには見えない。

　というか、

「……先輩、夕日さんとキスしたんですか？」

　心の中に直接ナイフを差し込まれたような痛み。そんな感覚とともに目を半分にして低い声こわ音ねで訊ねると、勇也は千ち切ぎれそうなほど首を横に振る。

「ち、違ちがう！　んなわけないだろ！　キスなんてしてねぇよ！」

「じゃあ、なんで夕日さんはキスしたって言ってんですか？　まさか、夕日さんはキスすら勘かん違ちがいしてるって言いませんよね？」

「そ、それは……」

「せ・ん・ぱ・い？」

「……ふ、二日前に部屋で転んだときに、唇が少し触れ合いました」

　ゴスッ！　勇也がおずおずと告白した瞬しゆん間かん、藍葉の蹴けりが机の下で炸さく裂れつした。

　脛すねにクリティカルヒットしたのか、勇也はぬぉぉぉっと低い呻うめき声を発して身体をくの字に折り曲げる。

　机の下の暴行を知らない夕日は、不安げな表情で勇也へと駆かけ寄る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、勇也くん!?　急にどうしたの!?」

「あー、どうやら持病の発作が出たみたいですね。でも、大丈夫ですよ。すぐに治まりますから。ね、先輩？」

「……お前、よくいけしゃあしゃあとそんなことが言えるな」

「そりゃ、先輩のこと愛してますから」

「……わー、こんなに嬉うれしくない告白は初めてだなぁ」

　夕日には届かない声量で、勇也が机に顔を埋うずめたまま覇は気きのない声で呟つぶやく。

　もう一回蹴り上げてやろうかと思ったが、代わりに藍葉は小声で囁く。

「……というか、先輩、夕日さんこのままでいいんですか？　ここは恋れん愛あい至上都市なんですよ？　遅おそかれ早はやかれどこかで影えい響きようが出ますよ」

「それはわかってるけど、んなこと言われてもな……」

「取り敢あえず、取り返しがつかなくなる前に先輩が教えてあげたらどうですか？」

「はぁ、僕が？　無理無理無理。こんなの、なんて言えばいいんだよ？」

「そりゃ、ヤることヤったらデキるって」

「セクハラで訴うつたえられるわ！」

　藍葉が提案すると、勇也が僅わずかに顔を上げて鋭するどい声を発した。

「……もうお前が教えてやってくれよ。そっちの方が穏おん便びんに収まるだろ」

「嫌ですよ。女の子に何を言わせる気ですか」

「男が言う方がよっぽど問題だと思うんですが！」

「もぅ、仕方がないですね。そこまで言うなら、天あま音ね様に後で頼たのんでおきますよ」

　天音に任せておけば問題ないだろう。きっと、性教育をやってくれるはずである。

　そこでふとあることが気になって、藍葉は声を零こぼす。

「……というか、誰だれか夕日さんにこの時代がどうなっているか教えました？」

　その質問には、誰も手を挙げない。夕日も台詞せりふの意味を図はかりかねているのか、みんなの顔を不思議そうに窺うかがっているだけだ。

　つまりは、そういうことだった。

　病院では隔かく離りされた豪ごう勢せいな部屋でリハビリに集中していたため、夕日は奇き跡せき的にこの時代がどうなっているかの情報を知る機会がなかったのだろう。思えば、知っていたのならばもっと取り乱していてもおかしくないのだから。

　もし、夕日がこの時代のことを知ったらどんな反応をするのだろうか。

　そんな想像をしながら、藍葉は窓の外へと視線を移して見下ろした。

　都市全体が遊園地となったかのような、二十五年前とは全く異なる風景の水みず神がみ島じまを。

　ここは、恋愛至上都市・水神島。

　恋こいによって、恋愛磁場ラブパワーというエネルギーを生み出すことに特化した都市国家であり。

　いちゃいちゃすることが推すい奨しようされる世界だ。




　　　　◇




「はぁ？　まだ付き合っていないだと？」

　昼食を終えて数時間後。

　黒くろ峰みね勇也は、この水神島の王様である金こん剛ごう若わか竹たけと一緒に黒くろ塗ぬりの車両に乗って移動していた。ある場所に向かうためである。後部座席で顔を横に向けると、ちょうど遊園地のような光景が消えて人ひと気けの少ない田園風景へと切り替かわっているところだった。水神島を構成する五つの島の一つ──北島エリア。恋愛至上都市のような未来的な街並みとは遠く離れた、第一次産業が盛んなこの島の生命線でもある土地だ。

　勇也が視線を戻もどすと、若竹は呆あきれを通り越こして珍ちん獣じゆうでも見るかのような目をしていた。

　むっと唇を尖とがらせて、勇也は声を漏もらす。

「……なんだよ、その目」

「いや、何をしたら、未いまだ付き合っていない状じよう況きようになるのかと思ってな。お前、前回も藍葉から告白されなかったか？　それに舞ぶ踏とう会でも良い雰ふん囲い気きだったと聞いているが」

「……そんなの、僕にだってわかんねーよ」

　先月の恋愛祭における舞踏会。

　そこで、勇也は藍葉の手を取って一緒に踊おどった。その舞踏会で踊ったカップルは、永遠に添そい遂とげられる。そんな噂うわさが本当になっても構わないという気持ちもあって。

　だけれど、それ以降、二人の間には何も起きていないのだった。

　それどころか、舞踏会のときの話を持ち出すこともない。当然、二人きりでどこかに出かけたりなどという特別なイベントもあるわけがなかった。

　そもそも、勇也は藍葉と舞踏会で踊っただけなのだ。

　何も、告白などの儀ぎ式しきを明確に行ったわけではない。だとすれば、勇也と藍葉の関係が変化しなくても特におかしいことはなかった。

　それに、それ以前に藍葉が告白したことさえ非常に怪あやしい事実だった。いつかのように恋愛磁場を上げるためにわざと告白した可能性さえあるのだ。そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれた結果、勇也は藍葉との関係を全く変えられずにいるのだった。

　そして、もう一つ。勇也には藍葉との関係を変えられない理由があった。

「……夕日、か」

　表情で察したのか、若竹がポツリと口にする。

　勇也は頷うなずいて、再び外の風景へと視線を戻した。

　そう、それこそが最大の要因だった。

　先月、恋愛祭の終わりに、夕日が長い眠ねむりから覚めたのだ。それは、勇也と藍葉の関係をリセットするぐらいには大きなイベントだった。なにせ、勇也は昔から彼女に憧あこがれていて。魔ま王おうの夕日を見たときには、正気を失うぐらいには恋こい焦こがれていたのだから。

　だからこそ、勇也の気持ちは宙ぶらりんのままだった。

　藍葉との関係も、夕日への想おもいも、何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱで答えが出ないまま。

　そんな状況が、この一ヶ月ひたすらに続いて──今に至るというわけだった。

「……まあ、どちらにせよ、お前が納なつ得とくいく答えを出せよ」

　勇也の苦く悩のうを知ってか知らずか、若竹が前に向き直ってボソリと言う。

　それに対して、勇也は王様でありながらも親友である男の態度に感謝しつつ頷いた。

　若竹は様々な相談にのってくれるが、何が何でも答えを出すことを強要しない。自分の意見は口にするものの、長々と講こう釈しやく垂れることもない。どちらかと言えば、さっくりと終わってしまう。人によっては冷たいと判断されることもあるが、今は何よりもそんな親友の態度がありがたかった。







「ダーリン、会いたかったですうううううううううううううううぐげごっっ！」

　水神島・北島エリア。最さい奥おう。

　勇也が黒塗りの車両から降りて歩くこと十数分。若竹に案内されて辿たどり着いたのは、極ごく悪あくな犯罪者ばかりが閉じ込められている監かん獄ごくだった。幾いく重えにも有ゆう刺し鉄てつ線せんが張り巡めぐらされたフェンスに囲まれ、背後にも絶ぜつ壁ぺきと海が広がっている。

　若竹の特権で本来では有り得ない速度で監獄の建物に入り込み、勇也たちがその面会室に足を踏ふみ入れると、いきなり飛びかかってきた影かげがあった。反射的に身を反らして避よけると、その影は盛せい大だいに扉とびらに衝しよう突とつして蛙かえるが潰つぶれたような声とともにずるずると崩くずれ落ちる。

　その影は、自分と同じ年ねん齢れい程度の少女だった。

　艶つややかな漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。対照的に病弱そうな白い肌はだ。服は豊かな双そう丘きゆうによって押し上げられ、腰こし回まわりはきゅっと引き絞しぼられている。どこもかしこも男性の目を意識して計算し尽つくされたような身体からだつきだったが、扉にぶつかったせいで鼻先が赤く腫はれていた。が、不ふ屈くつの精神ですぐさま起き上がると、彼女は可愛かわいらしい怒おこり顔をつくって。

「もぅ、ダーリンってば何で避けるんですかっ。夜や宵よいがハグしてあげようと思ったのに」

「何が、ハグしてあげようと思っただ。やめろよ、その気色悪い演技。もういい加減、こっちはお前が演技してるって知ってんだよ」

「ちっ、これでも駄だ目めか」

　指し摘てきすると、彼女は一瞬で表情を切り替えて別人のように不ふ機き嫌げんさを露あらわにした。

　名前は、白しら石いし夜宵。通つう称しよう〈カップル殺し〉。

　先月の一件の首しゆ謀ぼう者しやであり、世界恋愛統制機構の幹部である白石家の娘むすめに成りすましていた少女である。元の苗みよう字じは捨てたということだったので、この少女は今は白石姓せいを取り去って『夜宵』とだけ名乗っていた。

　先月。恋愛祭において、この少女をリーダーとする集団にこの恋愛至上都市の根幹であるシステムを乗っ取られ、危あやうく世界が滅めつ亡ぼうに追い込まれるところだったのだ。

　幸い、勇也と藍葉を始めとする近衛このえ兵たちの活かつ躍やくによってそれはすんでのところで防がれ、夜宵は捕ほ虜りよとなってこの監獄に囚われていた。が、それ以来、夜宵は様々な手段で勇也にアプローチを仕し掛かけてくるようになったのだ。どうやら、恋愛祭の期間内に勇也を落とすことができなかったのが、よっぽど悔くやしかったらしい。

　夜宵は小さく舌打ちして、ぶつくさと言ってくる。

「あーあ、今度こそあんたを惚ほれさせられると思ったんだけどなぁ」

「お前、僕をどれだけチョロいやつだと思ってんだよ……」

「でも、こうやって迫せまられるのは悪い気はしないでしょ？」

「っ」

　夜宵が上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくるのに、勇也は息を吞のんで視線を逸らした。その……柔やわらかそうな胸の谷間が目に毒だった。

「おい、お前ら楽しそうにお喋しやべりするのはいいが、今日ここに集まってもらった目的を忘れているんじゃないだろうな」

　そこで口を挟はさんできたのは、面会室の椅い子すに腰こしをかけた若竹だった。

　勇也はその声で顔を動かすと同時に、辺りを見回す。

　面会室といっても、ここは至って普ふ通つうの部屋だった。犯罪者と面会者を隔へだてるような仕切りなどはない。元々は、警備員の休きゆう憩けい所じよとして使われていたらしい。そんな場所であるこの面会室には、若竹が事前に用意させた物品が机の上に無造作に置かれていた。

　若竹の言葉に、夜宵はぴくりと肩かたを跳はねさせる。

「……もちろん、忘れてないわよ。今日あんたの呼び出しに応じたのは、私があんたたちに組織の情報を教えてあげるため。だから、私とあんたと黒峰勇也がこの部屋にいる」

「……まあ、勇也にここに来てもらったのは、お前が勇也がいないと喋る気がしないと言ったせいなのだがな」

「別にそれぐらいいいじゃない。情報提供者の気分を乗せることはとっても大切なことよ。まあ、でも──それにしたってこの状況は無防備すぎると思うけど」

「へっ……？」

　不意に切り替わる空気。

　それを敏びん感かんに感じ取って眉まゆをひそめると、夜宵は淫いん靡びにペロリと舌した舐なめずりする。

「私が喋りやすい環かん境きようをつくるために、敢あえてダーリンだけしかこの部屋に呼ばなかったのかもしれないけど、いくら何でも手て薄うすすぎない？　あんたたち、私をいったい誰だと思っているの？　私は先月、あと少しでこの世界を滅ほろぼしかけたテロリストなのよ？」

　勇也と若竹の顔を見回して、夜宵が口角を僅わずかに上げた。

　確かにその通りである。この部屋には、夜宵を除けば勇也と若竹しかいない。夜宵が口にした通り、手薄であることは紛まぎれもない事実だった。

　夜宵は僅かに腰を落として戦せん闘とう態勢を取る。

「何か勘かん違ちがいしてるんじゃない？　私は決してあんたたちの仲間になったわけじゃないのよ。負けて捕虜となったから、仕方なく従っていただけ。逃げる機会があれば、私は逃さないわよ？」

　夜宵の纏まとう空気が、ピリピリとしたそれへと変へん貌ぼうする。

　口元には挑ちよう戦せん的な笑えみ。彼女の身体からだから魔力と殺気が僅かに漏れ出す。

　まさか──本気なのだろうか。反射的に戦闘態勢を取って警けい戒かいレベルを引き上げる。

　だけれど、夜宵が本気ならば既すでに手て遅おくれだ。

　先月、夜宵の能力は嫌いやというほど体験した。その恐おそろしさは身に沁しみて理解している。逃とう亡ぼうを許してしまえば、今度こそ水神島は陥かん落らくしてしまうだろう。そうなってしまえばもう誰だれにも止められない。先月以上の惨さん劇げきが世界に訪おとずれてもおかしくないのだ。

　勇也は声を荒あららげて彼女を睨にらみつける。

「夜宵、お前──」

「あはっ、やっと本気になったってわけ？　でも、もう遅おそいわよ。だって、あんたたち二人とも既に私の間合いにいるもの。二人とも、私の能力のことはもちろん覚えているわよね？　さあ、私を軽んじたことをあの世で後悔しなさい────ッッ！」

　そう叫さけぶや否いなや、夜宵が全身に魔力を纏うと地を蹴けって──

　そのタイミングで、ふと思い出す。

　このような事態に陥おちいらないために、夜宵に施ほどこされた処置のことを。




「──あれ、ちょっと待て。夜宵、お前って能力は使えないんじゃなかったっけ」




　ずるべたんんっっっ！

　全身から力が抜ぬけたのか、夜宵は顔から倒たおれて勢いよく床ゆかの上を転がった。

「…………」

「…………」

　勇也は無言で見下ろすが、無様に床と接せつ吻ぷんした夜宵はそのまま起き上がろうとしない。

　彼女の首には漆黒のチョーカーが嵌はめられていた。恋愛磁場を放出するようにつくられた対魔族用拘こう束そく器具である。夜宵からの魔力発生が認められた瞬しゆん間かん、それを打ち消すようにチョーカーから恋愛磁場が放たれるのだ。

　要するに、夜宵はこのチョーカーを付けている間はただの女の子と変わらない。

　それどころか、魔力を発生した瞬間の数秒間は生まれたての赤ちゃんとそう大して変わらなかった。

　夜宵がそれを知らないはずはないのだが。

　訝いぶかしげに思いながら、勇也は夜宵の首根っこを摑つかんで立たせる。

「……お前、何がしたいんだ？　〈魅み了りよう〉が使えないのはお前もわかってるだろ？」

「う、うっさい！　それよりも、私を猫ねこみたいに摑むの止やめなさいよ！」

　夜宵は手をぶんぶんと振ふり回すが、チョーカーの効力のせいか、力ない拳こぶしは勇也には絶ぜつ妙みように届かなかった。

　夜宵の行動の理由がわからず王様へと視線を向けると、若竹は補足を始める。

「まあ、夜宵の行動から察するに、彼女が言いたいのは『私を軽かろんじるな』ということだろうな」

「にゃっ!?　ちょ、ち、違うわよっ！」

　図星だったのだろうか。夜宵が顔を赤面させて若竹に摑みかかろうとするが、魔力が中和されたばかりの彼女には無理な話だった。勇也の手から逃れることもできず、四し肢しをバタバタとさせるだけに終わる。

「自分は敵であるはずなのに、その一方でお前と馴なれ合って楽しくお喋りしている。そんな姿が彼女のプライド的に許せなかったのだろう。だから、自分が敵であることを思い出させるために、逃げる気は全くないがその演技をしてみせたわけだ。まあ、結果は見ての通り、本人も予想していなかったであろうレベルで無様だったが」

「うわっ、お前面めん倒どう臭くさい奴やつだな……」

「ち、違うわよ！　そんなんじゃないから！　っていうか、金剛若竹！　そうやって、私の気持ちを解説するのやめなさいよ！　本当に違うんだから！　本当なんだからねっ！」

　勇也の白けた目に対して、夜宵は駄だ々だっ子このように絶ぜつ叫きようする。

　だが、その行動は逆に若竹の説に真実味を持たせるだけで。

　それは結局、夜宵が拗すねるまで続いた。







「では、そろそろ本題に入ろうか。いいな、夜宵？」

「勝手にしなさいよ、ふんっ……」

　部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえて拗ねる夜宵。まだ先さき程ほどのやり取りを引きずっているらしい。それを真正面から見ながら、若竹は何事もなかったかのように本題を口にする。

「夜宵、今回お前に聞きたいことは神しん前ぜん塾じゆくの拠きよ点てんについてだ」

　神前塾。

　忘れたくても忘れられないその名前に、勇也は一瞬だけ顔を歪ゆがめた。

　その組織こそが先月の一件において夜宵を支し援えんしていた黒幕であり、自分や夕日と切り離はなせない関係にある元孤こ児じ院いんだった。そして、夜宵が捕虜になったことでその組織がこの時代においても暗あん躍やくしていることが発覚したのだ。神前塾は魔ま王おうを復活させたあの水みず神がみ周防すおうとも関係のある可能性が高いのだから、見み逃のがせるはずもない。

　それ故ゆえに、若竹は神前塾の拠点についての情報を集めて直接調査したいと考えているようだった。ここまで、勇也たちは後手に回っている。これ以上やられっぱなしにならないためには、こちらから積極的に動いて先んじて敵の計画を潰す必要があった。

　若竹が真しん剣けんな表情をつくると、夜宵は僅かに顔を上げて応じる。

「……拠点ね。前にも話したけど、私がちゃんと知っていることはほとんどないわよ。それ程あの組織に在ざい籍せきしていたわけじゃないし。それに私が捕つかまったことは向こうも知ってるだろうから、きっと多くはもう撤てつ退たいしてるわよ」

「それでも、全すべてが撤退しているわけじゃないだろう。そんなことをすれば組織が立ち回らなくなってしまう」

「まあ、それはその通りだけど。そういう観点で言うならば、撤退していないと思われる拠点は一つあるわ。その拠点の情報は、私が組織の中で偶ぐう然ぜん手に入れたものだから」

　夜宵が立ち上がって、面会室に置かれている机へと近寄っていく。

　勇也も同様に近づいて覗き込むと、その机には世界地図が広げてあった。夜宵は机の上に無造作に置かれていたコインを一枚手に取ると、小さな島の上に乗っける。

「……ここ、は？　っていうか、こんなところに島なんかあったか？」

「この場所はここ十年で作られた島だ。勇也が知らなくても無理はない」

「なるほどな。で、結局、ここはいったい何なんだ？」

「恋愛学園都市よ」

　勇也の疑問に、簡潔に答えたのは夜宵だった。

「教師と生徒が住民の九割を超こえると言われる恋愛至上都市。それでいて、恋愛階級ラブランク・Ｓランク──〈先生君主〉の出身地でもある学園都市。そして、近衛兵などの恋れん愛あい戦せん闘とうを職業とする者たちを育てる民間の教育機関。ここは学園自治で成り立っていて、国家の干かん渉しようを極きよく端たんに嫌きらうから一ひと筋すじ縄なわではいかないと思うわよ？」

　言いながら、夜宵が世界地図にペンで書き込んでいく。

　勇也が地図を見下ろすと、海洋のど真ん中に綺き麗れいな字でこう書いてあった。

　恋れん戦せん学園、と。




　　　　◇




　蒼宮藍葉は占うらないなどの類たぐいが嫌いだ。

　星座などで一ひと括くくりにされた集団に対してラベルづけするのは正直ナンセンスと感じているし、根こん拠きよや論理があるならともかく、それもなさそうな占い結果に一いつ喜き一いち憂ゆうするのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思う。ラッキーアイテムでその日が変わると信じるなんて愚ぐの極きわみだ。

　己おのれの人生を変えるのは、己の行動のみ。

　その責任の所在は別の何かに押しつけていいわけじゃない。その日の己の行動が不出来だったのは何も運勢のせいではない。自分が不出来だったからだ。

　だから、藍葉の気分は占いの結果になんて左右されない。

　たとえ、それがどんな結果だったとしても。

　そして、携けい帯たい端たん末まつに表示された占いの結果は次のようなものだった。




　今日の運勢は最高！

　特に恋愛運は人生で最高レベル！

　いい子にしてると、意中の人から初めてのプレゼントが貰もらえるかもだぞ！




「藍葉、占い大好き！」

「さっきまでのモノローグは何だったのよ！」

　王城の空中庭園。

　純白の花弁を持つ機械花フラワーに囲まれ、視界いっぱいに花の海が広がっている。その先には遊園地が丸ごと都市になったかのような街並み。その更さらに向こうには、水神島を取り囲む海洋がキラキラと煌きらめいている。

　そんな光景を一望できる庭園の一角にあるベンチで。

　藍葉が携帯端末で見ることができる安っぽい占いの結果に狂きよう喜き乱らん舞ぶしていると、華恋が隣となりから突つっ込こんできた。

　藍葉はきょとんとした表情をつくって。

「え、モノローグ？　何言ってんですか、華恋さん？」

「いや、さっきまでブツブツ言ってたじゃない。占いは嫌いだとか、星座でラベルづけするのはナンセンスだとか」

「華恋さん、占いのこと悪く言うの良くないですよ」

「藍葉ちゃんが言ったのよ！」

　嚙かみ付いて、華恋は呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「……っていうか、そこまで喜ぶってことは、藍葉ちゃん、勇也くんといい感じなの？　プレゼントが貰えそうな望みがあるってことなんでしょ？」

「ふふん、華恋さんよくぞ聞いてくれました。これを見てください」

　藍葉は携帯端末を操作すると、ドヤ顔で華恋に待ち受け画面を向ける。

　その画面に映っていたのは、一枚の写真だった。恋愛祭の舞ぶ踏とう会の後に撮とったものであり、それには藍葉と勇也が一いつ緒しよに写っていた。勇也はどこか嫌いやそうな表情を浮うかべているようにも見えるが、きっと気のせいだろう。藍葉が強ごう引いんに腕うでを組んで自撮りしたことは関係ないはずだ。たぶん。

　自分でも写真を見返して、藍葉はえへらっと相そう好ごうを崩くずす。

「えへへ、華恋さんいいでしょー。先せん輩ぱいとのツーショットですよ、ツーショット。恋愛祭の舞踏会で撮ったんですよ、これ」

「……えーっと、それは良かったわね。……でも、それがどうしたの？」

　このタイミングでそれを告げる意図がわからない。

　そう言いたげな顔をする華恋を、藍葉はぱしぱしと叩たたく。

「もぅもぅ！　華恋さんわかりませんか？　あの先輩が藍葉とのツーショットを許してくれたんですよ？　あの押しても押しても駄だ目めだった先輩が！　これは進歩と言っても過言じゃありませんよね！」

「そ、そうね」

「先輩が藍葉にプレゼントをくれるまで、秒読みと言っても過言じゃありませんよね！」

「いや、それは流石さすがに過言だと思うわよ」

「しかも偶然にも、この間、先輩に『藍葉、夏服が欲ほしいなぁ』ってさりげなく言っておいたんですよ？　もう、これはいつ夏服をプレゼントしてくれてもおかしくない状じよう況きようじゃないですか！　占いが言ってるのはきっとこのことに決まってます！」

「私にはとてもそうは思えないんだけど……」

　腑ふに落ちていないのか微び妙みような顔をする華恋。

　そこで何かを思い出したのか、華恋はハッとして目を見開く。

「……っていうことは、藍葉ちゃんってばまだ勇也くんと付き合ってないの？」

「ツキ、アウ……？」

「なんで言葉を初めて知った宇宙人みたいな反応をするのよ。だって、先月の舞踏会でもいい感じだったじゃない。それに前にちょこっと聞いたけど、藍葉ちゃんってばまた告白したんでしょう？　あれから進展は全然ないの？」

「ああ、そのことですか……」

　全てを悟さとったように、藍葉は遠くを見つめた。

「華恋さん、よく考えてもみてください。その程度のことで、あの鈍どん感かん糞くそ野や郎ろうな先輩が藍葉の好意に気づくと思いますか？」

「あ、全部察したわ」

「どうせ、先輩は前回みたく恋愛磁場の発生量を上げるためにあんなこと言ったって勘かん違ちがいしてますよ。あれから、あのことについて喋しやべってませんし。どうせ、先輩ってば藍葉のことなんて意識すらしてませんよ。それどころか、最近はなんかよそよそしいぐらいなんですから」

　言いながら、藍葉は先日のいちゃいちゃ訓練のことを思い出す。

　あのときの訓練は、確か「手を繫つなぐ」という非常に基本的なものだった。もう、やり慣れた訓練。緊きん張ちようする要素なんてないはずなのに、勇也の反応は何故なぜか顔をほんのり赤くしてこちらを一いつ切さい見ないなど、とてもぎこちないものだった。

　だが、心当たりがないわけではない。最近、起こった変化なんて一つしかないのだから。

「でも、いいんです。先輩でも押していけば進歩があるってことがわかりましたから。藍葉は絶対に諦あきらめません。たとえ、あの夕日さんが相手でも。ガンガンいこうぜ、です」

「そうね、藍葉ちゃんならきっとできると思うわ」

「まあ、それでも、何か新しい攻こう撃げき方法が欲しいところなんですけどね……」

　藍葉が悩なやましげに両りよう腕うでを組むと、華恋が人差し指をたてて。

「あ、それなら、これなんかいいんじゃない？　私もよく使う手なんだけど」

「藍葉、裸はだかにはなりませんよ」

「そんなこと一回もやったことないわよ！　私のこといったい何だと思ってるのよ！　違うわよ！　ラブレターよ、ラブレター！」

「……ラブレター、ですか？」

「そう。男って何だかんだ、素す直なおに気持ちをぶつけてくれると嬉うれしいものなの。そういうのやってみたら？　愛の音声メッセージとかね」

「そ、そういうの恥はずかしくないですか……？」

「面と向かって告白してるくせに何を言ってるのよ。まあ、直接渡わたしにくかったら、私が渡してあげてもいいけど」

「け、検討してみます……」

　愛の音声メッセージを収録する自分の姿を想像して、藍葉は顔を真っ赤にして呟つぶやいた。

　確かに有効な攻撃方法かもしれないが、その分自分への威い力りよくも高そうだった。主に羞しゆう恥ち心しんという意味で。

　──と。

　不意に、藍葉の手の中で携帯端末が小さく震ふるえた。

　この感じだと、メッセージが送られてきたのだろう。藍葉はメールを開いて、その送信者を見てびくりと身体からだを震わせた。勇也先輩。件くだんの、藍葉の意中の少年だった。

　もしかして、早さつ速そく来たのだろうか。

　藍葉は期待しながら文面に視線をやる。すると、そこにはこう書いてあった。

《ちょっと渡したい物があるから、夜に僕の部屋に来てくれないか》







「落ち着け、落ち着くの、蒼宮藍葉……っ！」

　王城の女子寮りよう。自室のバスルーム。

　しゃあぁぁぁ──っと、藍葉は隅すみ々ずみまで丁てい寧ねいに身体を洗ってシャワーの水で全身を清めていた。もちろん、腋わきの下など、見えなかったり汗あせを搔かきやすい部分は、いつもの十倍ほど洗う。

　夜に、男の子の部屋に行く。

　その意味がわからないほど、藍葉は初心うぶではない。

　……いや、本当は何かあるわけがないということはわかってる。

　なにせ、相手はあの勇也なのだ。他の人ならいざ知らず、自分に対してそんなことをしてくるとは思っていない。思ってはいないのだけど……

（でも、でも、もしかしたら、万が一ってことはあるし……っ！）

　相手があの勇也とはいえ、夜にうら若き男女が一つ屋根の下で二人きりになるのだ。何か間違いが起こってしまう可能性がないとは言い切れない。むしろ、何か間違いを起こしたいレベルだった。

　だとすれば、藍葉が準備しておくのは何ら不自然なことではないと言えるだろう。

　バスルームから出ると、藍葉はいつか使うかもしれないとこっそりと買っておいたセクシーな下着──いわゆる勝負下着を着用して万ばん全ぜんの態勢を整える。それからお気に入りの部屋着を身に纏まとうなどの諸もろ々もろの準備を終えると、勇也の部屋へと向かって。

　トントン。

　早はや鐘がねを打つ心臓を服の上から押さえて、藍葉は勇也の部屋の扉とびらをノックする。

　勇也の部屋なんて何度も来ているはずなのに、ガチガチに緊張していた。それは時間の経過に合わせて酷ひどくなり、勇也が扉を開けたときには全身からベタベタとした汗が滲にじみ出ていた。

「おー、蒼宮来たか。まあ、取り敢あえず入れよ……って、どうしたんだ？　なんか表情が強こわ張ばってるけど。何かあったのか？」

「な、なんにも！　ぜ、全然、緊張してるとか、そういうのありませんから！　ほ、本当ですからね！」

「あ、ああ……よくわかんないけど、何もないならいいか。ほら、早く部屋入れよ」

「ら、了解らじやーです！　し、しし失礼します！」

「お前、本当にどうしたんだ……？」

　勇也の手招きに対して、何故か敬礼してどもってしまう藍葉。

　自分でもおかしいのはわかっていたが、己おのれの意思では止められない。勇也の怪け訝げんな眼まな差ざしを受け止めながらも、錆さびついた機械ポンコツのようにギギギと部屋に足を踏ふみ入れる。

　夜に入る勇也の部屋は、昼間のそれとはどこか雰ふん囲い気きが違った。

　就しゆう寝しん前だからだろうか。溜たまり場として使われる昼間より、彼専用の部屋として利用されているようで何故だか普ふ段だんと違って見える。

　藍葉が所在なくそわそわしていると、勇也はベッドを指差しながら。

「今からちょっと色々と準備するから、蒼宮は取り敢えずベッドにでも座っててくれ。ずっと立ってるのも辛つらいだろ？」

「す、座っててくれって……べ、ベッドにですか!?」

「あ、ああ……嫌なら、部屋の奥から椅い子すを引っ張ってくるけど──」

「嫌なんかじゃないです！　藍葉、ベッド大好きですから！　むしろベッド以外に座りたくないぐらいです！」

「そ、それはまた変な趣しゆ味みしてるな……」

　勇也が眉まゆをひそめるが、藍葉の意識は既すでにベッドに注がれていた。

　勇也が普段使っているベッド。それを見下ろして、藍葉はごくりと喉のどを鳴らす。手を触ふれさせると、勇也が先さき程ほどまで寝ね転ころがっていたのかまだ温ぬくもりが残っていた。恐おそる恐る腰こしを下ろすと、体重をかけた分だけ凹へこんで小さく軋きしむ。小さく呼吸をすると、勇也の匂においが肺はい腑ふに染み渡ってまるで背後から抱だき締しめられている気分になった。

　……し、幸せすぎる。

　はふーっと、藍葉は満足げに息を吐はき出した。

　この匂いはあれだ、きっと心をぽかぽかにする成分とか入っているに違いない。アロマとかそういう類たぐいの。ついでに中毒性とかも多分ある。名前は、ユーヤローズマリー。

　藍葉がそんな馬ば鹿かげたことを考えていると、勇也も腰を下ろした。

　──それも、藍葉の隣となりに。

「へっ……」

　ベッドの上で二人きり。肩かたが触れ合いそうなほど近い距きよ離りにいる勇也に、藍葉は心臓を大きく跳はねさせた。自然と呼吸が速くなる。そして、そのまま、勇也は吐と息いきを感じられそうなほど顔を寄せてくる。

　藍葉には経験はないが──これはもう、そういうことだろう。

　だが、主導権を握にぎるためには焦じらして身体を簡単に許さない方がいい。それがイイ女の鉄則であると、華恋が得意げに語っていた。だとすれば、藍葉もそう簡単に身体を許すわけにはいかない。そこまで安い女ではないのだ。

　焦らして、焦らして、勇也が土下座をしてきたところでようやく首を縦に振ふるのだ。

　藍葉が脳内でそんな妄想シミユレーシヨンを繰くり広げていると、勇也はそっと囁ささやいてくる。

「……なぁ、蒼宮いいか？」

「え、えーっと、どうしようかなぁ。あ、藍葉、そこまで安い女じゃないですし──」

「そっか、じゃあいいや」

「な、何言ってんですか、先せん輩ぱい！　冗じよう談だんに決まってるじゃないですか！　藍葉はいつでもいけますオールオッケーですよ！　先発から抑おさえまで中ゼロ日でいけますから！　先輩、野球チームを作れるぐらい一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうね！」

「野球チーム？　何言ってんだ、お前？」

「……えっ？」

　藍葉は我に返って向き直る。勇也は藍葉の背後にある紙かみ袋ぶくろを取りながら、眉まゆ根ねを寄せていた。どうやら、「なぁ、蒼宮（邪じや魔まだから退どいてもらって）いいか」ということだったらしい。だから、勇也はこちらに身を寄せていたらしい。

　全すべて自分の勘違いだったようだ。

　その事実にムッとするが、しかし、藍葉の意識はすぐに別の物へと向けられた。

　何故なら、勇也が手に取った紙袋は可愛かわいらしくラッピングされていたからだ。

　藍葉の視線に気づいたのか、勇也も紙袋に視線を落としながら。

「ああ、これだよ。お前に夜にわざわざ来てもらった理由。お前にそれを渡そうと思って来てもらったんだ。悪かったな」

「そ、それは、つ、つまり、ぷ、ぷぷぷプレゼントっていうことですか！」

　藍葉があまりの感激で声を震わせていると、勇也は小首をかしげて言う。

「プレゼント？　……ああ、まあ、確かにそう言えるかもな。とにかく、それをお前に受け取ってもらいたいんだ」

「もちろん受け取るに決まってるじゃないですか！　せ、先輩、これ開けてもいいですか！」

「ああ。きっと、お前も気に入ると思うぜ」

　藍葉がきっと気に入るプレゼント。いったい何だろうか。ワクワクしながら、藍葉は包装を丁寧に剝はがしていく。

　そうして袋から取り出して、藍葉は目の前に広げて。

　見る。




　──可愛らしい学校制服（女子用）を。




　………………………はい？

　意味が、わからない。な、なんで制服？　いや、そりゃ夏服は欲しいとは言ったけれども。というか、これの使い方がわからない。どうやって使えというのだろうか。

「……先輩、藍葉に制服を着させて何をさせるつもりですか？　言っときますけど、藍葉は最初から制服プレイなんてしませんからね」

「ち、違ちげぇよ！　なに想像してんだよ、お前！」

　慌あわてたように叫さけび返して、勇也は頰ほおを搔きながらボソボソと言う。

「……いや、そうじゃなくてな。ちょっと提案なんだけど……蒼宮、それを着て僕と一緒に旅行に行かないか？」

「こ、これを着てお出かけですか!?　い、一緒に旅行に行くのは嬉うれしいというか願ったり叶かなったりなんですけど……せ、制服を着なきゃなんですよね？」

「あ、もちろん、着るのはお前だけじゃないぞ？　僕も着るぞ？」

「女子用制服をですか!?」

「男子用制服をだよ！」

　勇也は突つっ込こむと、仕切り直すようにこほんと咳せき払ばらいをする。

「で、ど、どうだ？　いや、もちろん抵てい抗こうがあるなら断っても全然いいんだけど……」

　言いながら、チラチラとこちらの反応を窺うかがってくる勇也。

　そんな勇也の様子は、藍葉の乙おと女め心ごころを十分くすぐるものだった。

　ああ、もう！　超ちよう可愛い！　あの先輩が、好きな女の子をデートに誘さそってドキドキする中学生男子みたいな顔をするなんて！　流石さすが、恋れん愛あい運うん最高の一日！

　藍葉は内心で大喜びしていたが、しかし、勇也はその沈ちん黙もくの時間を拒きよ否ひと受け取ったらしい。勇也はぎこちない表情で、気にするなとでも言いたげに手を振る。

「あ、やっぱり難しいか。それなら大だい丈じよう夫ぶだから──」

「何言ってるんですかもちろん行くに決まってるじゃないですかというか行かないなんて選せん択たく肢しとか絶対にありませんから！」

「そ、そうか。それなら良いんだけど……」

「はい！　じゃあお願いしますね、先輩！」

　頭を下げて、藍葉はにこっと微笑ほほえむ。

　制服を着て出かける。よく考えれば、遊園地に制服を着て遊びに行くという文化が世の中にはあるらしいので、変なことではないだろう。そもそも、勇也と藍葉は年ねん齢れい的には高等部に所属していてもおかしくないのだ。制服デートをしていても全く不自然ではない。

　それから勇也が何かを言ってくるが、藍葉の頭にはほとんど入ってこなかった。

　脳内を占しめていたのは、勇也との旅行デートのことのみ。

　なにせ、勇也からの初めてのデートのお誘いなのだ。しかも、二人きりの旅行。一いつ泊ぱくするのであれば同じ部屋で一夜を明かすということもあるかもしれない。ドキドキが止まらなかった。

　藍葉は心の中でガッツポーズをして、夕日や夜宵に対して手を振る。

　すみません、皆みなさん！

　不ふ肖しよう、蒼宮藍葉！　一足先に女になりに行きます！







　一週間後。

　勇也からプレゼントされた制服に身を包み、藍葉は王城の正門前で待っていた。

　手には大きな旅行用のスーツケース。数週間分ほどの宿しゆく泊はくにも耐たえられるような荷物が入っているのだ。先日の夜、勇也から追加で言われた内容によると随ずい分ぶんの遠出になるらしい。

　先輩ってば、初めての旅行デートで数週間もの期間とは中々大だい胆たんである。

「ごめん、蒼宮待ったか？」

　待つこと数分。正門前に現れたのは、同じく大きなスーツケースを引きずってくる勇也だった。男子用の制服を着用しているその姿はかなり久々に見る。勇也と藍葉は星せい霊れい機装に選ばれてからほとんど学園には通えていないので当然だろう。

　勇也の声に、藍葉は笑顔で首を横に振る。

「いえ、全然待ってません。藍葉もついさっき来たところですから……ところで、先輩、今回の旅行先っていったいどこなんですか？」

「あれ？　それはこの間言わなかったか？」

「そうでしたっけ？　すみません、ちょっとこの間は浮うかれててっていうか、この間の夜のことはあんまり覚えてなくて……」

「そ、そうか。まあ、それは後で教えるよ。皆が揃そろってからの方が都合良いだろ。僕もよくわかってないし」

「へっ……？」

　今、何か不ふ穏おんな言葉が台詞せりふの中に混じっていた気がする。

　藍葉は嫌いやな予感を覚えていると、その危き惧ぐは現実となって目の前に出現した。

「あ、勇也くん遅おそくなってごめんねっ。待った？」

　大きな胸を揺ゆらしながら現れたのは、藍葉たちと同じように大きなスーツケースを持った神代夕日だった。何故なぜか、夕日は普段と違ちがって眼鏡をかけており黒スーツを着用している。その姿はどこか学校の教師のようにも思える。

　藍葉は頰を引きつらせて、夕日に訊たずねる。

「あ、あの、夕日さん何でこんなところに……？」

「え、なんでって……決まってるでしょう？　藍葉ちゃんと同じように旅行という体ていの任務に参加するためだけど」

　夕日は教師姿で不思議そうに言う。

「あれ、藍葉ちゃんも神前塾の拠きよ点てんがあるかもしれない都市──恋愛至上都市・〈恋れん戦せん学園〉に行くんでしょう？」
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「あそこのボートでいちゃいちゃしてるカップル、人食いサメに襲おそわれないかなぁ」

　ボソッ、と。

　勇ゆう也やの対面の席で、藍あい葉はが窓の外の海へと視線を向けたまま暗い瞳ひとみで呟つぶやいた。

　恋愛至上都市・恋れん戦せん学園に向かう旅客船の中だった。

　若わか竹たけが手配してくれた船の席は、豪ごう華かな個室だった。とても船の中とは思えない。自分の部屋よりも広いばかりか、ここだけで生活できるだけの調度品が揃っており、足あし下もとには紋もん様ようが刺し繡しゆうされた分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　そんな中で、勇也たちは窓まど際ぎわに置かれている二脚きやくのソファに座っていた。片方には勇也と夕ゆう日ひが、対面のもう片方には藍葉が一人でブスッとした表情で腰こしをかけている。

　王城から出発してから、藍葉はずっとこの調子だった。

　何か嫌なことでもあったのだろうか。船に乗るまで、特にこれといったイベントはなかったはずなのだが。勇也は不思議に思って、藍葉へと声をかける。

「なぁ、蒼あお宮みや。さっきからどうしたんだ？　ずっと不ふ機き嫌げんそうだけど」

「べっつにぃー、何でもありませんよ。ふんっ、先せん輩ぱいのばーか」

「なんで、僕がそんなこと言われなきゃいけないんだよ……」

　いつも通り、心の動向がよくわからない奴やつである。

　勇也が眉まゆ根ねを寄せていると、夕日が隣となりでこそこそと耳打ちしてくる。

「勇也くん、藍葉ちゃんに今回のこと何て説明したの？　どうも、その辺に原因があるとしか思えないんだけど」

「何てって言われても……普ふ通つうに説明しただけだぞ？　まあ、若竹から事前に説明を受けてるだろうから多少は省いたけど」

　今回、若竹から提示された作戦は二つあった。

　一つは、旅行という名の潜せん入にゆう任務である。恋戦学園は住民の九割近くが学生と教師で構成されているが、それは基本的には学生と教師以外の入国を拒否しているからだ。それ故ゆえに、この恋愛至上都市に入るためにはそもそも学生か教師になる必要があるのだ。

　それだけではない。恋戦学園は世界恋愛統制機構に所属する幹部の一人の管かん轄かつ下に置かれている。そのため、一国家の介かい入にゆうなど簡単に撥はねのけられてしまうのだ。

　そういうわけで、勇也たちは三人とも偶ぐう然ぜん「旅行」をしていた結果、何となく恋戦学園に入学したくなり、学生あるいは教師として学園に入る、ということになっている。それならば、世界恋愛統制機構も口を出すことはできない。それがこの任務の概がい要ようだった。

　そして、もう一つはいつも通りに水みず神がみ島じまの守護の任務だった。

　先月の一件で巫覡機巧スレーブシステムのセキュリティが見直しされ、以前よりも戦力をそこに当てるようになったのだ。そのために、勇也は少数精せい鋭えいで潜入調査をするか、あるいは水神島の守護をするか選ぶことを求められたのだ。

　そうして結局、勇也はとある理由から学園への調査を選んだ。

　しかし、藍葉が嫌と言えばこの話は破は綻たんする。そこで夜に呼び出して、彼女がどちらを選せん択たくするのか訊ねてみたのだった。──すなわち、旅行（任務）に行かないか、と。

「あの、そのことでちょっと補足があるんだけど……若竹様、藍葉ちゃんにはその事前説明をしてないみたいよ。何でも、ちょうど別件が入ったみたいで」

「え、そうなのか……？」

　だとしたら、藍葉の奴はよく了りよう承しようしたものである。

　勇也の雑な説明では、ただ数週間の旅行に誘ったようなものなのだが。

　首を傾かしげていると、隣から肩かたをちょんちょんと叩たたかれてフォークを突つき出される。

「はい、勇也くん、あーん」

「ゆ、夕日!?　急に口の中にフォーク入れるなって……っていうか、これ大学芋いも？」

「うん、今日のおやつのために作ってきたの。何だか疲つかれた顔をしてたから。そういう時は甘いものだよ。で、味はどうかな？」

「ど、どうって言われても……いつも通り美味おいしいけど」

　夕日に真まっ直すぐ瞳を見つめられたせいで、勇也は照れ臭くさくなってボソボソと感想を言う。

　しかし、それでもちゃんと届いたようで、夕日はパッと笑顔を輝かがやかせた。

「そう、良かったっ。あのね勇也くん、いっぱい作ってきたからまだまだあるの。全部食べさせてあげるねっ。はい、あーん」

「い、いや、全部は無理だって……」

「無理なの？」

「頑がん張ばります」

　パックいっぱいの大学芋にやや辟へき易えきするが、夕日に上うわ目め遣づかいで悲しそうに見られれば断ることなどできない。

　勇也は突き出されたフォークに顔を近づけて。

　ぱくっ。大学芋がフォークから消える。

　しかし、食べたのは勇也ではなかった。

「ふーん、まあまあですね。まあ、90……じゃなくて、60点ぐらいじゃないですか。あと、先輩は自分で食べられるので食べさせてあげる必要なんかないですよ。ねっ、先輩？」

　フォークから大学芋を奪うばったのは、藍葉だった。

　対面の席に座っていたはずなのに、藍葉は勇也と夕日の間に割り込んできてどかっと横おう柄へいな態度で座った。そのせいで、余よ裕ゆうのあったソファの間かん隔かくがなくなってしまう。

　藍葉は心なしかさっきよりも不機嫌そうだった。

　藍葉から無言の圧力を感じて、勇也はぎこちなく頷うなずく。

「そ、そうだな。僕は一人で食べられるから大だい丈じよう夫ぶだよ、夕日」

「だそうですよ、夕日さん」

「そ、そっか。ごめんね、勇也くん、昔の癖くせが抜ぬけなくて。前は毎日してたから……」

　たははっと笑う夕日。その隣で「む、昔は毎日してたんですか……」と、藍葉が何故かショックを受けていた。……いや、昔って言っても子供の頃ころの話だぞ？

「じゃあ、恋戦学園に着く前にいったんお復さ習らいをしておきましょうか」

　ぱんぱん、と。

　夕日が仕切り直すように手を打って、勇也と藍葉の顔を見回した。

　勇也たちの表情が切り替かわるのを確かく認にんすると、夕日は携けい帯たい端たん末まつを出して話を進める。

「まず、恋戦学園がある場所についてだけど、ここ十年でつくられた巨大人工浮島メガフロートみたいね。わたしたちの時代と違って巨大人工浮島が増えたのは、恋愛磁場ラブパワーの発生のためにいちゃいちゃした結果、人口爆ばく発はつが各国で社会問題規模で起こったせいみたい。端たん的てきに言えば地上に住む場所がなくなったから海上につくったっていうこと」

「く、詳くわしいな……」

「それはもちろん勉強しましたから」

　くいっと眼鏡を持ち上げる夕日。その姿はスーツ姿も相まって教師にしか見えない。いや、見た目の年ねん齢れい的に言えば教育実習生だろうか。

　それにしても、一週間でここまでよく勉強して暗記しているものである。天あま音ねの性教育講座もあったはずなのに。これは、夕日の化け物じみた超ちよう高こうスペックの賜たまものなのだろう。

　勇也に褒ほめられて、夕日先生は得意げに説明を続けていく。

「そして、肝かん心じんの恋戦学園はこれ」

　夕日が携帯端末の画面をタップして、恋戦学園の全ぜん貌ぼうを映し出す。

　それは形容するならば、ピラミッド型の都市だった。巨大人工浮島の上に積み木を重ねるように都市が設計されている。

「恋戦学園はこの都市そのもので、このピラミッドがそのままこの学園内での階級カーストに対応している。つまり、学園内での階級が上がるほど上層階に行けるということ。裏を返せば階級が低いと、何者であろうと上層階に行くことはできない」

「まあ、世界恋愛統制機構の幹部がこの学園の運営に関かかわっているそうですから。一国家の介入程度ならば簡単に撥ねのけられますし、有効な方法はそれしかないですよね」

　そこで口を挟はさんできたのは、藍葉だった。夕日はその言葉に同意する。

「そう。でも、残念ながら、わたしたちの目的はこの学園のトップ──生徒会長よ」

　夕日が次に画面に映し出したのは、赤あか髪がみの少年だった。

　年齢は自分たちと同じぐらいだろうか。抜き身のナイフのような危あやうさを感じさせる少年だった。間ま違ちがいなく美形な顔立ちだが、爛らん々らんと輝く瞳がどこか恐きよう怖ふを覚えさせる。

「名前は遠とお野の焰ほむら。この少年が神しん前ぜん塾じゆくとの繫つながりを疑われている子で、今回のわたしたちのターゲット。情報によると、近年各国で行われているテロ活動に関わっているらしいわ」

　夕日が携帯端末の上で指を動かすと、画面に動画が現れて再生される。

　それは、ある都市が崩ほう壊かいしていく様さまを映しているものだった。

　数多あまたの巨きよ人じんのための墓標のように摩ま天てん楼ろうが林立した都市。そこが炎ほのおと爆ばく煙えんに包まれていた。兵隊は地に突つっ伏ぷしており、周囲には蝿はえが集たかっている。街中に巡めぐる水路は真っ赤に染まり、建物の壁かべには黒い焦こげが染しみついている。映像に合わせて響ひびいてくる音声には、人々の悲鳴が混じり、断続的に建物の倒とう壊かい音や砲ほう撃げきの爆ばく裂れつ音が入り込んでくる。それは数分間ひたすらに続き、最後は都市のシンボルたる塔とうが真っ二つに裂さけたことで終わった。

　夕日はそれを確認して、説明を補足する。

「これは別の恋愛至上都市の映像なんだけど、半年前に神前塾が行ったと思われるテロによって壊かい滅めつしたらしいわ。それもほとんど一人の力によって」

「まさか、それが遠野焰の仕し業わざとでもいうのか……？」

「そのようね。この都市の戦力は水神島よりも整っていたはずなのに、歯が立たなかったらしいわ。数少ない生き残りの証言では、たった一人の少年が僅わずか数分で恋愛階級ラブランクＳランクのカップルを幾いくつも瞬しゆん殺さつしたそうよ。何でも、恋愛磁場の攻こう撃げきが全て弾はじかれたとか」

　恋愛階級Ｓランクといえば、先月の恋愛祭においても優勝候補に上がっていたクラスのカップルである。その恋愛磁場が弾かれたとなれば、考えられる理由は一つしかない。

　夜や宵よいと同じ〈魔ま王おうの因子〉だ。

　自分たち双騎士パラデイン以外では攻撃が半減してしまう強固な特質を持つ因子。水みず神がみ周防すおうが神前塾に提供したと思われる、全すべての魔族へと繫がる原初の因子。恋愛磁場が全く通らなかったことを考えると、遠野焰は夜宵以上のレベルでその因子と結合しているのだろう。

　勇也が渋しぶい顔をしていると、夕日も同様に厳しい表情をつくって。

「そんな会長くんから情報を引き出すために、学園に潜入する必要があるんだけど……」

「そもそもこいつに会うためには、この学園の頂点まで上がらなきゃいけないんだよな」

「そう。そこで問題となってくるのが、恋戦学園の階級ランクを決めるこの学園独自の指標である〈恋愛戦闘階級ラブバトルランク〉よ」

　恋愛戦闘階級。勇也は若竹から事前に受けた説明を思い出す。

　それは、この恋戦学園における階級指標。恋愛階級が一いつ般ぱん人も含ふくめて設定されているものだとすれば、これは恋愛戦闘に重きをおいた学園の生徒のみを対象としたものである。

　簡単に説明すると、どうやら学園の講義を受けて良い成績を獲かく得とくすることで上がっていくものらしい。そして、それにより、学園内での生活が変化していくのだ。

　恋戦学園は全ぜん寮りよう制せいの学校。恋愛戦闘階級がトップクラスになれば学園内で富ふ豪ごうレベルの裕ゆう福ふくな生活ができることは疎おろか、就職もかなり優ゆう遇ぐうされるらしい。

　恋愛戦闘が全てを支配する学園。それが、恋戦学園というわけだ。

「二人にはこの学園で、その……い、いちゃいちゃして恋愛戦闘階級を上げてもらうわ。わたしは教師としてそのサポートをする。そうして生徒会長に会って神前塾の情報を聞き出す。それでいいわね？」

「ああ」

　学園に潜せん入にゆうしていちゃいちゃする。よく考えれば何を言ってるかわからないが、もう慣れたものだった。勇也は真しん剣けんな顔で頷く。それは隣となりの藍葉も同様だった。

　しかし、どうやら、夕日は違ったらしい。

　顔を真っ赤にしたまま、人差し指をぴっと伸のばす。

「た、ただし、過激ないちゃいちゃは控ひかえること！　これはあくまで任務なんだから。そ、その辺は自重してねっ！　二人の元教官として、不純な行こう為いは許しませんから！」

　言い放って、夕日は両りよう腕うでを組んでふんすっと鼻を鳴らす。

　直後、恋戦学園に辿たどり着いたことを告げるアナウンスが旅客船の中に鳴り響いた。







「……ここが、恋戦学園か」

　旅客船と港を繫ぐ階段を下りながら、勇也は都市の全貌を視界に収めようと天を仰あおいだ。

　資料にあった通り、恋戦学園は巨大なピラミッド型の都市だった。

　大きく三層に分かれており、最下層のここからでは蒼そう穹きゆうのほとんどが都市で埋うめ尽つくされているように見えた。都市の中央には中間層から最上層にかけて、〈塔〉が天を穿うがたんとばかりに伸びている。まるで一条の超ちよう弩ど級きゆうの槍やりのようだ。街の至る所にある階段は傾けい斜しやが大きく、鋼索鉄道ケーブルカーが街中に走っているものの普ふ通つうのそれではなく折り返しスイツチバツク式だった。

　夕日とは少し前に別れたばかりだった。どうやら、教師として先にやっておかなければならない手続きがあるらしい。そのために別行動になったのだ。

「そういえば、港で待ち合わせしてるんでしたっけ？」

　藍葉が隣で首をかしげると、勇也は頷く。

「ああ、若竹によると、僕たちにこの都市を案内してくれる人が待っているらしいぜ」

「それって、もしかしてあれですかね？」

　藍葉が港から少し離はなれたベンチを指差す。

　勇也が視線を動かすと、そこでは二人の少女がぶんぶんと手を振ふっていた。身長は天音程度だろうか。正直、幼すぎて初等部の生徒にしか見えない。双ふた子ごなのか、二人の顔はそっくりだった。制服の袖そでは余っており、本来見えるはずの手が見えない。その代わりに、制服の袖には『風紀委員』と書かれた腕わん章しようがつけられていた。

「もしかして黒くろ峰みねくんかな!?」「それと蒼宮さん!?」

「えーっと、その通りですけど……あなたたちは？」

「私たちは二人の案内役！」「それと風紀委員！」「新しく転入してきた人たちには、風紀委員が案内することになってるの！」「何故なぜかそうなの！　何でだろうね!?」

「そ、そうなんですか……」

　交こう互ごに元気に喋しやべる双子の風紀委員に、藍葉がやや気け圧おされたように返答する。

　しかし、それを気にすることなく、双子の風紀委員は続ける。

「そろそろ学校を巡ろうか！」「二人には知って欲しいことが沢たく山さんあるからね！」「あ、でも、その前にあれやらなきゃ！」「そうだったね！　じゃ、スイッチオン！」

　鏡合わせに手を触ふれ合わせると、双子の一人がポケットから機械を取り出して押す。

　瞬間──パンパンパンッッ！　と、真っ昼間だというのに、花火が港のあちこちから派手に打ち上がった。

　勇也と藍葉が呆あつ気けに取られていると、双子は恋戦学園を紹しよう介かいするように手をひらひらと振った。双子の手の先の光景には、制服を身に纏まとった数多くのカップルが楽しそうに腕うでを組みながら街を歩いていた。自転車を二人乗りしているカップルや、ファストフードで勉強しながらいちゃついているカップルなどもいる。

「じゃあ、改めてようこそ恋戦学園へ！」「ここは学生たちによる恋愛至上都市！」「青春も恋愛も全部頑がん張ばる十代の戦場！」「悔くいのないように全力で楽しんでね！」







「じゃあ、気を取り直して都市に行ってみよう！」「みよう！」

　双子の風紀委員に案内されながら、勇也と藍葉は恋戦学園へと足を踏ふみ出そうとする。

　だが、その寸前。

　双子は同時に振り返ると、藍葉をピシッと指差した。

「あ、そうだった忘れた！」「そうだね、風紀委員の仕事をちゃんと果たさないと！」

「……風紀委員の仕事？」

「うん、そうだよ！」「だって、蒼宮さんスカート長すぎるんだもん！」「もっと短くしないと駄だ目めだよ！」「風紀はちゃんと乱れさせないと！」

「風紀委員なのにですか!?」

　藍葉が驚おどろいた声をあげると、双子は不思議そうに首をかしげる。

「当たり前だよ？」「風紀委員が風紀を守ってどうするの？」「乱れる方が、恋愛磁場は上がるし」「男の子は基本的にそっちの方が好きだよ」

「……そうなんですか？　さいてー」

「なんで、僕が悪いみたいになるんだよ！」

　藍葉から謂いわれのない中傷的な視線を向けられて、勇也は叫さけんだ。

　だが、藍葉のスカート丈たけは別段長いわけではない。むしろ、勇也からすればちょっと短いぐらいだ。しかし、勇也は双子のスカートを見やってすぐに考え直した。風など全く吹ふかなくても下着が見えてしまいそうな長さ。確かにこれと比べれば、藍葉のスカートは長いかもしれない。

　けれど、藍葉に双子と同じスカートの長さでいられたら落ち着かない。

　勇也は困ったように言う。

「……えーっと、僕は蒼宮は今の長さでいいと思うけどな」

「そうなんだ、意外！」「びっくりだね！」「もしかして、黒峰くんはスカートが長い方が興奮する変態さんなのかな？」「特とく殊しゆ性せい癖へきなんだね！」「それなら仕方ないね！」「それならスカートは地面につくぐらいにする？」

「いや、別にそういう意味でもないからな!?」

　勇也が思わず声を荒あららげるが、双子には届いていないようだった。

「不思議なこともあるんだね」「だね」と言い合いながら、双子は再び都市を案内する仕事に戻もどる。

　そうしているうちに、勇也たちは港とは少し違った街並みに足を踏み入れた。

　恋戦学園・最下層。そこは良くも悪くも煤すすけた下町の様相を醸かもし出していた。

　人々の行き来は非常に多く、地にはゴミが転がっていたり、無様に修しゆう繕ぜんされた建物などが目立っている。大通りから汚よごれた路地裏を覗のぞくと、小さな影かげが道の奥へと消えていくのが見えた。恐おそらくネズミだろう。

　双子に都市を説明されていると、勇也たちは時折、恋戦学園の生徒と擦すれ違う。

　彼らの制服の胸むな元もとには、ワンポイントで赤いハートマークが一つ付いていた。時々、マークが二つの生徒とも擦れ違う。怪け訝げんな顔をしていると、双子が解説をする。

「あれはね、恋愛戦闘階級だよ！」「それを表してるマークだよ！」

「恋愛戦闘階級、ですか？」

「うん、恋愛戦闘階級は大きく三つに分かれるの！」「最上位の恋愛超越者レツド・スリー。真ん中の恋愛強者レツド・ツー。そして、最下位の恋愛弱者レツド・ワンに！」「それぞれの階級にハートの数が対応しているの！　ちなみに私たちは恋愛超越者！」「そして、最初は誰だれでも恋愛弱者から始まって！」「講義で得点を稼かせぐとハートが増えるの！」

「もし、講義で得点が稼げなかったら？」

「その場合はハートを剝はく奪だつされるの！」「その後は直接見てもらった方が早いかな！」

「直接？」

　藍葉が首を傾かしげると、双子が不意に視線を横に動かした。

　それに釣つられるようにして、勇也と藍葉も首を動かし──それを目もく撃げきする。

　数十メートル先の大通りのど真ん中。そこでは黒服の男たちに一組のカップルが引きずられていた。カップルたちは必死に抵てい抗こうしながら喚わめき立てる。

「や、やめてくれ！　俺たちはこの学園に全財産を叩はたいて入学したんだ！」

「そ、そうなの！　このまま退学させられて故郷に帰ったら家族に合わす顔がないわ！　ねぇ、お願い！　ちょっとぐらい、いいでしょう!?」

　カップルたちは懇こん願がんするが、黒服の男たちは聞く耳を持たない。そのまま力ちから尽ずくで引きずって、港まで引っ張っていった。

「あれ、は……？」

「あれは恋愛剝奪者レツド・ゼロ！」「講義で成績が取れずにハートがなくなってしまったら、この学園では生徒を強制退学するの！」

「そ、それでこの学園がよく成り立ちますね……」

「この学園で、高位の成績を取れば今後の人生はかなり楽できるからね！」「年間で退学する人たちも沢山いるけど、転入試験を突とつ破ぱして転入してくる人も多いんだよ！」「二人みたいにね！」「まあ、退学になっちゃうと周囲の期待を背負っている分、故郷に帰りづらい子もいるみたいだけど！」「難しいね！」「じゃあ、そろそろ校内を案内するね！」「あっちだよ！　二人とも行こう！」

　双子がそう告げて、ウサギのようにぴょんぴょん跳はねながら先に歩いて行く。

　その背中を見ながら、二人はこれから待ち受ける苦難を想像して唾つばを飲み込んだ。







「ここが、二人に最初に講義を受けてもらう校舎だよ！」「だよ！」

　双子風紀委員に引いん率そつされて、勇也と藍葉が最後に辿り着いたのは恋戦学園の中でも最下層に位置する校舎だった。

　先さき程ほどの説明で言うならば、恋愛弱者たちが集められた校舎なのだろう。心なしか整備などが行き届いておらず、設備なども外から見えた上層階の華はなやかなそれと比べればランクが落ちているようにも思える。

　校舎の中は幾いくつもの教室に分かれており、各教師が恋愛戦せん闘とうから効率的ないちゃいちゃについて教えていた。近衛このえ兵の訓練にも取り入れられている、見覚えのあるものもある。

　そんな中──一ひと際きわ、盛り上がっている教室が一つあった。

　数十メートル向こうにあるというのに、廊ろう下かを歩く自分たちのもとまで笑い声が響ひびいてくる。よっぽど、フレンドリーでユーモア溢あふれる教師でもいるのだろうか。

　勇也が気になって視線を向けると、双子がそれに気づいて補足してくれる。

「ああ、あの教室？」「あの教室はね、最近この学園に赴ふ任にんしてきた教師が授業をしているの！」「赴任してきて僅わずか数日なのに、生徒から大人気なんだって！」「近々、上層の校舎に配属されることになるだろうね！」

「へぇー、そんな凄すご腕うでの先生がいるんですね」

「この学園では教師にも階級を設けて日々切せつ磋さ琢たく磨ましているからね！」「残るのはやっぱり凄腕の教師ばかりだよね！」「ちょっと覗いてみる？」「みる？　みる？」

　その提案には首しゆ肯こうすると、勇也たちはその教室の扉とびらの隙すき間まから恐る恐る授業を覗く。

　その教室では、ちょうど保健を教えているようだった。

　女性教師らしき人物が教きよう壇だんで声高らかに説明していく。

「はいはい、みんな静かにしてー。じゃあ、これから保健の実技の講義を始めるわよ。でも、その前に、ちょっとみんなの中から誰か協力してくれる人を募つのりたいと思います」

　その女性教師はどこぞの近衛兵隊長のような──柊華恋っぽい女性で。

　黒板にチョークで『こどものつくりかた』と書きながら、挙手をする。




「はい、じゃあ、誰か先生と一いつ緒しよに教きよう卓たくの上で、こどものつくりかたを実演してくれる男子はいるかな──？」




「何のプレイだ、それはあああああああああああああああああああああっっっ！」

　勇也は教室に飛び込むと、華か恋れんの頭に膝ひざ蹴げりを食らわした。

　華恋は教室の反対側まで飛んでいくと、壁かべに叩きつけられた。やがてむくりと起き上がると、わざとらしく口元に手を当てて驚く演技をする。

「あら、転入生くんが実演希望者かしら？」

「誰が実演希望者だ！　お前は授業で何をしようとしてんだよ！　わかってんのか、ここはお前の行きつけの女性用風ふう俗ぞくじゃねーんだよ！」

「そんなところ一度も行ったことないわよ！」

　勇也の声に、華恋は立ち上がって叫び返した。

　突とつ然ぜんの乱入で奇き異いの視線がこちらに注がれる。慌あわてて華恋の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せると、勇也は小声で囁ささやく。

「おい、お前こんなところで何をしてるんだよ？」

「何って……あなたたちと同じ潜せん入にゆう調査よ。若竹様に命じられて、あなたたちのサポートのために先に入ってたの。だから、ここでは私のことは華恋先生と呼びなさい。さもないと、私と二人きりの補習授業よ。もちろん、保健の実技を手取り足取りね」

「お前、いつか捕つかまるぞ……」

　お茶目に顔の横にピースをつくる華恋。

　その言葉を冗じよう談だんとは思えず、勇也は戦せん慄りつして声を漏もらした。

「あれ？　二人とも知り合いなのかな？」「なのかな？」

　廊下の外から、双ふた子ごが不思議そうに声をかけてくる。

　勇也は笑えみを貼はりつけて、教室の生徒たちに頭をぺこぺこと下げながら出て行く。

「いや、ちょっと外で会っただけの知り合いでした。お騒さわがせしてすみません」

「別にいいんだけどね！」「そんな偶ぐう然ぜんあるんだね！」

　目を丸くしながらも、されど、それ以上突つっ込こむことなく、双子は校舎の説明に舞まい戻った。

　勇也が制服のポケットに手を差し込むと、そこには覚えのない紙切れが入っていた。双子の目を逃のがれてそれを見ると、そこには華恋の手書きでこの恋戦学園の中での連れん絡らく先と住所が書かれていた。あの一いつ瞬しゆんで、華恋が忍しのばせていたのだろう。

　兎とにも角にも、これで役者が揃そろった。

　黒峰勇也、蒼宮藍葉、神かみ代しろ夕日、柊ひいらぎ華恋。──これが、若竹の選んだ敵地でも生き残って帰ってくることができる恋戦学園の攻こう略りやく組。

　敵地の中で、勇也が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置ける仲間たちだ。







「……はぁ、やっと終わった」

　校舎の説明から数時間後。

　双子からの恋戦学園の案内が終わったときには、陽ひはとっくに暮れていた。

　斜しや陽ようの光がピラミッド型の都市を橙だいだい色いろに染め上げる。

　勇也はスーツケースを引きずりながら、あまりの眩まぶしさに手の平で陽光を遮さえぎった。

　藍葉とは十数分前に別れたばかりで、勇也は一人で寮りように向かっているところだった。恋愛弱者であるために寮のランクは最低だが、寝ね床どこの心配をしなくていいのは良かった。

　双子から渡わたされた地図を片手に、勇也は寮に向かう。

　迷うことなく僅か十分ちょっとで寮の正門に辿たどり着くが、その門の前には見覚えのある少女が地図を片手に既すでにいた。

「あれ、蒼宮もここの寮なのか？」

「そうみたいです。この学園は男子寮と女子寮が一緒みたいですね。先せん輩ぱい、女子寮に入ってこないでくださいよ？」

「お前は僕をどんな人間だと思ってるんだよ。しねーよ、そんなこと」

　そんな軽口を叩き合いながら、勇也と藍葉は寮に入ってそれぞれに割り当てられた部屋に行こうとする──

　が、

「……おい。蒼宮、部屋間ま違ちがえてないか？」

「……何言ってんですか、先輩こそちゃんと紙を確かく認にんしましたか？」

　勇也と藍葉は同じ部屋の前に立っていた。

　何度、紙を確認しようとも部屋の番号は変わらない。紛まぎれもなく、勇也と藍葉に割り当てられた部屋は一いつ致ちしていた。

　嫌いやな予感が脳のう裏りを過よぎって、勇也は頰ほおを引きつらせる。

　隣となりでは、藍葉も同様に唇くちびるが歪ゆがんでいた。

「……いやいや、これは有り得ないだろ何かの冗談だろ」

「……そ、そうですよね。一緒の部屋とか有り得ませんよね。十代の男女が一緒の部屋とか何か間違いが起こったらどうするんですか」

　だけれど、ここは恋れん愛あい至上都市なのだ。それも恋愛戦闘について育成する学園。そんな教育機関が、カップルの仲を深めようと男女を一緒の部屋にしても全くおかしくない──

「いやいやいや！　それでも限度ってものがあるだろ！　水神島ですらその辺は節度を持っていたぞ！」

「そ、そうですよ！　男子高校生の性せい欲よくはヤバいんですよ！　お猿さるさんなんですよ！　そんな先輩と一緒にいたら、藍葉の身体からだが持たないじゃないですか！」

「お前は心配するところがおかしい！」

　何で真っ先に心配するところがそこなんだよ！

　そんなことを叫さけびながらも、二人は手続きミスであることを信じて部屋の中に入って。

　──しかし、その希望は呆あつ気けなく打ち砕くだかれることとなった。

　何故なら、部屋の机の上には『黒峰さんと蒼宮さんのお部屋』と書かれたカードが置かれてあったからだ。しかも、ベッドはダブルサイズのものが一つしか設置されていない。

「あの、先輩……」

　藍葉が寮の管理者への電話を終えると、恐おそる恐る声をかけてきた。

　その表情で、勇也は概おおむね電話の内容を悟さとった。

　藍葉は告げる。

　波は瀾らん万ばん丈じようの生活の始まりを。

「これから、藍葉たち恋戦学園にいる間はずっと一緒の部屋みたいです……」
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「…………」

　日差しが窓から差し込んで、ベッドへと降り注がれる。お日様の匂においをたっぷりと織り込んだ風が頰を撫なでて、爽さわやかな朝の訪おとずれを知らせてくれる。

　そんな清すが々すがしい空気に包まれる中。黒くろ峰みね勇ゆう也やは目元にクマをつくって、ベッドの上でただひたすらに天てん井じようの染しみを数えていた。

　昨晩。勇也と藍あい葉はは一つしかないダブルサイズのベッドの所有権を押しつけ合って喧けん嘩かしていたのだ。勇也は藍葉がベッドで寝ることを推すい奨しようしていた。だが、藍葉はそれを受け入れなかったのだ。そうして一晩中、不毛な争いを繰くり広げた結果──

「……えへへ……だーいすき……ぎゅー」

　何故なぜか、こうなったのである。

　隣では、藍葉が幸せそうな寝顔で時々寝言を囁きながら眠ねむっていた。しかも、抱だき枕まくらと勘かん違ちがいしているのか、藍葉の両りよう腕うでは勇也にべったりとくっついている。随ずい分ぶんと楽しい夢を見ているのか、藍葉は柔やわっこい肢し体たいを押しつけてきて甘ったるい言葉を囁いていた。

　こんなの、眠れるわけがない。

「……っ」

　勇也が視線を落とすと、パジャマの隙すき間まから無防備にも谷間が見えていた。染み一つない白い肌はだ。慌てて視線を上げて、再び天井の染みを数える作業に戻もどる。

　くそっ、何かがおかしい。

　以前までなら、こんな感情を抱くことなんてなかったはずなのに。

　いや、そうじゃないか。原因ならとうにわかっている。問題はその相手が二人もいて、応こたえる決心がついていないだけ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんのヘタレな自分のせいだ。

　勇也は気持ちを落ち着けると、改めて藍葉の顔を見やる。

　それにしても、藍葉はやっぱり可愛かわいいな。

　顔も、身体も、性格も何もかもキュートでパーフェクトだ。世界で一番の美少女。もしかしたら、千年に一人の美人さんかもしれない。やっぱり──

「──やっぱり僕の相手はこいつしかいないな。藍葉に比べたら他の女どもなんてゴミくず同然だ。そうだ、結けつ婚こんしよう」

「おい、お前いつから起きてた。っていうか、何してんだ？」

　耳元で物ぶつ騒そうな言葉を囁ささやき思考を塗ぬり替かえてくる藍葉。その顔を、勇也は鷲わし摑づかみにした。

　藍葉は勇也に頰を潰つぶされながらも、器用に言葉を紡つむぐ。

「先輩の心の声を代弁してみました」

「代弁してみました、じゃねぇよ。なに、勝手に人の思考をジャックしてくれてんだ」

「冗談に決まってるじゃないですか。それとも本気にしちゃったんですか、先輩？」

　くすりと口元に手を当てて笑う藍葉。

　その姿に反射的に意地を張って、勇也は否定の言葉を口にする。

「そんなわけないだろうが」

　言ってから、勇也はそっぽを向いてしまう。

　視界の端はしで藍葉がどこか悲しげな表情をしているのを捉とらえるが、瞬まばたきしている間にそれは消えてしまった。……見間違いだろうか？

　と、そこで。

　勇也が何気なく時計を見ると、もう登校の二時間前だった。今日は初日。今から準備しないと間に合わないだろう。

　勇也は疲つかれたように息を吐はき出して、内心で呟つぶやく。

　……結局、全然眠れなかった。







「先輩、緊きん張ちようしてるんですか？　英えい雄ゆうとして大きなパーティにも出たことあるのに？」

「うっせぇよ、こういうのはいつまで経たっても慣れないんだよ」

　静せい寂じやくが満ちた恋れん戦せん学園の廊ろう下かで、勇也と藍葉は制服に身を包んで立っていた。

　ちょうど、今は朝のホームルーム前の時間だった。

　教室の中では、華か恋れんが教師として生徒たちに転入生がいるということを伝えているはずである。勇也と藍葉はそれを待っているところだった。

　ほどなくして、教室の中から華恋の声が聞こえてくる。

「では、皆みなさんに転入生を紹しよう介かいしたいと思います。二人とも入ってきて」

　そんな言葉とともに、教室の扉とびらが開かれて中から手招きされる。

　その合図を視認すると、勇也と藍葉は恐る恐る教室へと入っていって。

「っ」

　教室の中には、華恋の他に夕ゆう日ひが教師の佇たたずまいで立っていた。多分、夕日は新米の先生として華恋のサポート役になっているのだろう。もっとも、華恋も新米なはずなのだが。

　夕日は勇也と目が合うと、胸むな元もとで小さく手を振ふってくる。

　勇也はそれに手を振り返しながらも、教室を見回した。

　教室の生徒たちは、男女で一組となって机を合わせて座っていた。もしかして、その男女の組み合わせがカップルなのだろうか。

　勇也と藍葉は教きよう卓たくの横に並ぶと、挨あい拶さつをしようと口を開いて。

　──次の瞬しゆん間かん、うおおおおおっと廊下まで響ひびき渡わたる声で、生徒たちが熱ねつ狂きよう的な雄お叫たけびをあげた。それだけではなく、次々と生徒たちが熱のこもった瞳ひとみとともに声をかけてくる。

「ね、ねぇ、二人とも前回の恋愛祭の優勝カップルだよね！」

「舞ぶ踏とう会での姿、とっても素す敵てきでした！　ファンなんです！　サインください！」

「うおおおおっ、藍葉ちゃん間近で見ると超ちよう可愛い！」

　教室中で、多種多様な叫び声が乱らん舞ぶする。生徒の中には写真を撮とって、他のクラスに知らせている者もいるようだった。ちなみに、藍葉を可愛いと叫んでいた男子生徒は彼女と思われる女子生徒に頰を抓つねられていた。

　予想してもみなかった生徒たちの対応に呆ぼう然ぜんとしていると、華恋が自分たちに聞こえるくらいの声量で囁いてくる。

「知らなかった？　二人とも王城から出ないから知らないだろうけど、あなたたちはちょっとした有名人なのよ？　二人が本物の双騎士パラデインって気づく子はいないだろうけど」

「それはそれで何だか複雑だけどな……」

　しかし、勇也が思った以上に、恋愛祭の影えい響きようは大きかったらしい。

　そこであることが気になって、勇也は華恋へとこそこそと訊たずねる。

「というか、それなら僕たちが潜せん入にゆう調査に来ても良かったのか？　こんなに有名なら、僕たちがこの学園にいるって相手にもすぐにバレるんじゃないのか？」

「バレてもいいのよ。それも、若わか竹たけ様の作戦だから」

「どういう意味だ？」

「これで、生徒会長が何かアクションを起こすならクロの可能性が高いってこと。夜や宵よいちゃんの言葉も完全に信じられるとは限らないからね。正しいかどうかの基準にさせてもらうわ。それに、もし生徒会長がこの学園から逃にげるなら、むしろそっちの方が有り難がたい。この恋戦学園は外部からの手出しがしにくいけど、ここ以外なら生徒会長に手出しできるから。でも、それは生徒会長も当然わかっているだろうから──」

「結局、生徒会長はこの学園で僕たちに接せつ触しよくしないように振る舞まうしかないってことか」

　囁き返して、勇也は一人納なつ得とくした。

　なるほど。そういうことなら、勇也たちが学園に行くことを許可されたのも頷うなずける。

　教室では、生徒たちの熱狂的な雄叫びが一通り終わったところだった。

　華恋が手を叩たたきながら生徒たちの注目を集めて、声をかける。

「じゃあ、転入生への質問タイムにしましょうか。皆の中で質問したい子はいる？」

　華恋がそう呼びかけた瞬間、教室中で手が挙がった。むしろ挙げていない生徒がいないのではないだろうか。皆、勇也と藍葉に興きよう味み津しん々しんなのか瞳を爛らん々らんと輝かがやかせている。

　提案者である華恋もここまでだとは思っていなかったらしい。

　やや引き気味で頰ほおを引きつらせて、華恋はひらひらと手を振る。

「そ、それじゃあ、あなたたちの好きにやってちょうだい」

「お、おい、ちょっと待てよ！」

　勇也が止めようとするが、もう遅おそかった。

　華恋先生からの許可が出た生徒たちは極きわめて迅じん速そくに動く。あっという間に、勇也と藍葉は椅い子すに座らされて生徒たちに取り囲まれてしまう。

　まるで、記者会見のような光景。

　二人が啞あ然ぜんとしていると、女子生徒の一人が猛もう禽きん類るいの如ごとき目をつくりながら挙手をする。

「では、ここからは新聞部の小お山さ内ないが進行させていただきます！　黒峰さんと蒼あお宮みやさんに質問がある方は挙手をお願いします！」

　パシャ！　パシャパシャ！

　携けい帯たい端たん末まつのカメラのフラッシュが焚たかれて、目の前が眩まぶしくなる。

　女子生徒の一人が手を挙げるのを確かく認にんすると、新聞部の少女は彼女を指名する。

「はい、では、御み手た洗らいさんお願いします！」

「お、お二人の馴なれ初そめはいったいどのようなものだったのでしょうか！」

　なるほど、そうくるか。

　質問の方向性がだいたい予想できて、勇也は密ひそかに頷いた。

　しかし、この質問は答えやすい。特に何も考えることなく馬ば鹿か正直に答える。

「あー、それは、僕たちが〈星せい霊れい機装〉に選ばれたときに──」

「あ、ああ！　その話は藍葉がしますね！」

　勇也に最後まで言わせることなく、藍葉が突とつ如じよ大声をあげた。

　次いで、こそこそと耳打ちしてくる。

「先せん輩ぱい、馬鹿なんですか？　若竹様から未来にきたことは伏ふせろと言われているじゃないですか！　藍葉たちがあの双騎士ってバレちゃ不味まずいんですよ？」

「そ、そういえばそうだったな……」

「ここは、藍葉が適当に誤ご魔ま化かします。ちょっと事実を脚きやく色しよくしますけど、先輩も話を合わせてくださいね」

「ああ、わかった」

　勇也が了りよう承しようの声を返すと、藍葉は生徒たちに向き直ってこほんと咳せき払ばらいをする。

「あ、えーっと、藍葉たちの馴れ初めの話でしたよね。それなら、藍葉の方が覚えているので藍葉が答えますね」

　そうして、藍葉は言う。

　演技とは思えない様子で、かぁぁぁと頰を赤らめて。

「そう、あれは三年前のこと……学校で先輩に突とつ然ぜん告白されたんです。『藍葉、お前のことが大好きだ！　一生放さないッ！　もうお前しか見えないんだ！』と」

「そんな事実、全く身に覚えがないんですが！」

　予想の斜ななめ上をぶち破った返答に、勇也は思わず突つっ込こんだ。

　慌あわてて藍葉の顔を引き寄せて、小声で抗こう議ぎする。

「お、おい、お前何言ってんだよ！」

「何って……藍葉たちの馴れ初めじゃないですか？　ああ、事実と少し違ちがうのは仕方がありません。事前にちょっとは脚色するって言ったじゃないですか」

「ちょっとどころじゃないだろ！　一から十まで全部噓うそじゃねーか！　事実の『事』も入ってねーぞ！」

「仕方がありません。藍葉たちは恋れん愛あい祭の優勝カップルなんですよ？　馴れ初めもそれっぽくないと。世間はそんな劇的なドラマを求めてるんです。悲しい運命さだめですね」

「なんで人のせいみたいに言ってんだ！　全部、お前が勝手にやったことだろうが！　どうすんだよ、みんな本気で信じるぞ！」

　案の定、藍葉の言葉に、生徒たちから黄色い歓かん声せいがあがった。

　どうやら、完全に信じてしまったらしい。

　勇也が頭を抱かかえていると、夕日が二人の背後でボソッと呟く。

「……へぇー、そうなんだ……ふーん、三年前からねぇ……じゃあ、近衛兵になったときにはもう付き合っていたんだ。わたしにはずっと噓をついてたんだ」

　……ゆ、夕日の視線が怖こわくて後ろを振り向けない。

　だが、言ってしまった以上、この場はこれで切り抜ぬけるしかない。

　勇也が決意を新たにしていると、次の質問者が立ち上がる。

「はい！　では、次の質問をさせていただきます！　お二人はお互たがいのどこが好きになったのでしょうか！」

　こ、これはなんて重い質問を……っ！

　ボディブローの如き質問に呻うめいていると、藍葉は顔を熟うれたリンゴ色に染めて。

「そ、そうですね……敢あえて包み隠かくさずに言うならば、この先輩はどうしようもない馬鹿で、胸が大好きな変態で、救いようもないほど鈍どん感かんな糞くそ野や郎ろうなんですが」

「お、お前、言いたい放題だな……」

「でも、その分、優やさしくて、いつも守ってくれて、藍葉みたいな面めん倒どう臭くさい性格の女の子でも受け止めて甘えさせてくれて。藍葉は先輩のそんなところが大好きなんです」

　演技であるのはわかっている。しかし、その前提を忘れさせるぐらい、藍葉は頰を紅潮させてはにかんで微笑ほほえむという乙女おとめな表情をしていた。

　クラス中から歓声があがって、男性も女性も藍葉に見み惚とれてしまう。それは、勇也も例外ではなかった。何だか照れ臭くさくなって、そっぽを向いて頰を搔かいてしまう。

「あ、ありがとうございます、蒼宮さん！　で、では、次は黒峰さん！　黒峰さんは蒼宮さんのどんなところが好きなんですか？」

「ぼ、僕？　あ、いや、それは……」

「それ、藍葉も気になります。先輩は藍葉のどんなところが好きなんですか？」

　藍葉が小悪魔な笑みをつくって、上うわ目め遣づかいで訊ねてくる。

　ここぞとばかりに、からかうつもりでいるらしい。全すべて茶番だとわかった上で、勇也を辱はずかしめようとしているのだろう。

　教室中の視線が自分に集められる。その圧力に負けて、勇也は躊躇ためらいがちに口を開き。

　──しかし、そのタイミングで、校舎に一限目の始まりを知らせるチャイムが響いた。

　一気に、周囲の空気が弛し緩かんする。

　華恋は息を吐はき出すと、教師としての役目を全まつとうする。

「はい、みんな一限目の講義を始めるわよ。もし聞きたいなら、後で個別に聞きなさい」

　華恋のその掛かけ声で、生徒たちは自分の鞄かばんの中からノートなどを出し始める。

　助かった……と、勇也が胸むねを撫なで下ろしていると、藍葉は耳元に顔を近づけてきて。

「先輩、後でたっぷりと聞かせてくださいね」

「……ほんと、勘かん弁べんしてくれ」

　藍葉のからかうような笑顔に、勇也は疲つかれた顔で溜ため息いきをついた。







「はい、では一限目の講義を始めるわよ」

　先さき程ほどと同じ教室。

　華恋が教きよう壇だんの上を歩き回りながら、絵になる姿で説明していく。

　夕日はこの教室にはいなかった。早さつ速そく、別の教室で講義をしなければいけないらしい。一限目のチャイムが鳴ると同時に、そそくさとどこかに出て行っていた。
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「今日の講義のテーマは、〈恋愛共鳴現象〉についてよ。既すでに知っている人は多いだろうけど、改めて説明するわね」

　華恋は教室の生徒たちの顔を見回しながら、黒板に図形を書き込んでいく。

「みんなが知っての通り、恋愛磁場ラブパワーとは二人の人間から発せられる恋愛感情の交こう錯さくによって生成された疑ぎ似じ磁場を利用することで発生するものよ。そのエネルギー発生量は、人間の固有の恋愛感情の強さに依い存そんするわ。でも、それだけじゃない。もう一つ大事な要素があるの。それが共鳴レベルよ」

　言いながら、華恋は黒板の二人の人間から矢印を書き出してそれを交錯させる。

「どれだけ、二人が擦すれ違うことなく想おもい合うことができるか。それが共鳴レベルよ。恋愛磁場を生み出す馬力があったとしても、想いが擦れ違ってばかりでは空回りする一方。それじゃ、ロスが大きすぎて効率的に恋愛磁場を生み出すことはできない。歯車をイメージしてもらえば理解しやすいと思うわ。もちろん、世の中にはほとんど嚙かみ合ってなくても、馬力の強さだけで大量の恋愛磁場を発生させる特とく殊しゆ体質の人はいるけど──」

　そこで、華恋は何故か勇也と藍葉を一いち瞥べつした。

　いったい何だろうか。勇也が不思議そうにしていると、華恋は続けていく。

「──いるけど、やっぱり共鳴レベルを高めることは大事なことよ。当然、人間だから理論最大値である共鳴レベル10──俗ぞくに言う〈恋愛共鳴現象〉は簡単に起こすことはできないわ。過去に一組もそんなカップルが現れていないことも、それを証明してる。何故なぜなら、それは世界中からたった一人の運命の相手を見つけるようなものだから。だから、その運命の相手に一生かけても出会えるか怪あやしい私たち人間には、〈恋愛共鳴現象〉は不可能な領域だと言われてるわ。だけれど、それに近づくことは全く不可能じゃない」

　華恋は真しん剣けんな顔つきで生徒たちに向き直った。

「だから、今日の講義では共鳴レベルを上げることを目的とするわ。みんなにはお互いに息を合わせて一つのことをやり遂とげられるようになってもらうから。先に言っておくけど、これは大学の応用恋愛磁場工学で研究されている最さい先せん端たんのいちゃいちゃよ。きっと、これを行うことであなたたちは数段もレベルアップできるはずだわ。ただし、危険ないちゃいちゃでもあるから生なま半はん可かな気持ちではやらないように」

　大学で研究されている最先端のいちゃいちゃ。何だかよくわからないが、きっと凄すごいいちゃいちゃに違いない。勇也はその言葉が放つ重じゆう厚こうさにごくりと喉のどを鳴らす。

　それを確認すると、華恋は教きよう卓たくの下からビニール袋ぶくろを取り出してごそごそと漁あさる。

「では、実際に皆みんなにやってもらうことを説明するわよ。皆にはカップル同士で、この細棒型チョコポツスナック菓子キーの両りよう端たんを咥くわえて食べ進めてもらうわ。先に口を離したり、唇くちびるが触ふれ合ったりしたら負け。いい、わかった？」

「ちょっと待てええええええええええええええええええええええええええっ！」

　華恋が説明したゲーム内容に、勇也は我が慢まんできずに全力で叫さけんだ。

　華恋は不思議そうに首を捻ひねる。

「え、どうしたのかしら？　何かおかしいところがあった、黒峰くん？」

「ありまくりだ！　お前、これからやるのは大学で研究されている最先端のいちゃいちゃって言ったよな!?　あれだけ御ご託たくを並べておきながら、結局やるのこれかよ!?　要するにこれって、ただのポッキーゲームじゃねーか！」

「そうとも言うわね」

「そうとしか言わねぇよ！」

　尚なおも真面目まじめな顔を続ける華恋に、勇也は声を荒あららげて突っ込んだ。

　隣となりで、藍葉も疑わしそうに眉まゆをひそめる。

「でも、実際胡う散さん臭くさいですよね。本当に大学で研究されているんですか？」

「ええ、それは本当のことよ。研究室では日夜、研究員のおじさんたちがポッキーゲームをして効率的ないちゃいちゃを研究しているって専もつぱらの噂うわさなんだから」

「死ぬほど嫌いやな絵え面づらですね、それ」

「あの総合学術雑誌『ネ〇チャー』にも載のったのよ？」

「ネ〇チャーに載ったんですか!?　ポッキーゲームが!?　査読通ったんですか!?」

「それぐらい凄い研究ってことよ」

　華恋はそう締しめ括くくると、生徒たちから感かん嘆たんの声があがった。

　よくわからないが、凄いのだろう。生徒たちの間にそんな共通認にん識しきができ上がる。

　華恋は満足に生徒たちを見回すと、口を開く。

「じゃあ、一通り説明したところで、皆には実際にやってもらうわよ。カップルのどちらかは教卓まで細棒型チョコスナック菓子を取りに来なさい」

「ちっ、やってられるかよ」

　と。華恋が呼びかけたところで、盛せい大だいに舌打ちしたのは短たん髪ぱつの男子生徒だった。隣で恋こい人びとであろう女子生徒がおろおろするが構わず、男子生徒は机の上に足を乗っけて言う。

「俺たちは恋愛弱者レツド・ワンなんだぜ？　こんな訓練したところで意味なんて全くねぇよ。それとも、お前らは今いま更さら訓練を変えれば上層階に行けると思ってんのか？　華恋先生が用意した訓練は確かに超ちよう凄すげぇかもしれねーが、俺たち恋愛弱者には無む駄だに決まってんだろ」

「ちょっと待て、前提が間違ってる。柊ひいらぎが用意した訓練は別に凄くないぞ」

　勇也が指し摘てきするが、生徒たちには届かなかった。

　代わりに、聞こえてくるのは同意の声。「確かに……」や「どうせ、俺たちはどうあがいたって恋愛弱者だもんな……」などという囁ささやき声が響ひびいてくる。

　思った以上に、階級制度は生徒たちの心の中に根付いているらしい。

　しかし、その男子生徒は頰ほおを少し赤くしながら、先さき程ほどまで夕日が立っていた辺りを見ながらボソボソと続ける。

「……ま、まあ、それでも、なんかご褒ほう美びでもあればやるんだけどな。たとえば、夕日先生とポッキーゲームできるとか」

「た、確かにそうだな」

「あんたたち最低……」

　他の男子生徒たちがご褒美に口々に同意すると、女子生徒たちは冷え切った視線を向けた。中には、無言で彼氏に制裁を加えている女子生徒もいる。

　どうやら、夕日は僅わずか数時間で男子生徒の心を摑つかんだようだった。まあ、あの容姿ならば一ひと目め惚ぼれしても何もおかしくない。だが、勇也の心には夕日が生徒たちに認められて嬉うれしい反面、何だかモヤモヤとする気分が残っていた。

　勇也が複雑な表情をつくっていると、華恋は腑ふに落ちたように小さく頷うなずく。

「わかったわ。じゃあ、みんなの要望通りご褒美を用意してあげる」

「え、本当か？」

「ええ」

　華恋はにっこりと微笑んで、告げる。

「でも、神かみ代しろ先生からのご褒美は流石さすがに無理よ？　だから、代わりに私がご褒美をあげるわ。さあ、やる気が出ない子は私のところに来なさい！　仕方がないから、先生が手取り足取り情熱的にポッキーゲームをして、あ・げ・る──」

「よし、皆！　普ふ通つうに講義をやろうぜっ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

「なんで私じゃ駄だ目めなのよ！」

「結局、柊お前はここでもそういう扱あつかいなんかい！」

　華恋は教室の端はしで泣いていた。「いいもん、悲しくなんてないもん」と呟つぶやいている。その間に、生徒たちは勝手にポッキーの菓か子し箱を取っていく。何とも悲ひ愴そう感漂ただよう絵面だった。

「……っていうか、柊は生徒から大人気の先生じゃなかったのかよ」

　勇也がボソッと呟くと、隣の男子生徒がそれに反応して囁くように言ってくる。

「ああ、それか？　いや、実際大人気だぜ。だって、柊先生の講義って他と比べて楽でポイント効率高いしな。まあ、当然、他の先生には内ない緒しよにしてくれって言われてるけど。黒峰もこの人の講義は取っておいた方がいいぜ」

「大人気ってそういう意味かよ！　ほとんど買収じゃねーか！」

　ポイントあげる代わりに、大人気ということにしておけ。そういうことなのだろう。

　勇也が呆あきれていると、藍葉がちょいちょいと服を引っ張ってくる。

「別に、買収だろうが何だろうがいいじゃないですか。藍葉たちの目的はまともに生徒と教師の生活を送ることじゃないんですから。とにかく、先せん輩ぱい早くやりますよ」

　いつの間にか、藍葉は菓子箱を取ってきていたらしい。

　菓子箱から細棒型のチョコ菓子を取り出すと、藍葉は桜色の唇でそれを咥える。そうして、んっと小さく声を漏もらして突つき出してくる。

　周りでは、早さつ速そくゲームを行っているカップルが多数だった。そんなに華恋のご褒美を貰もらうのが嫌なのだろうか。向き直ると、藍葉が視線で語ってくる。

　──先輩、何をしてるんですか。は、早く咥えてくださいよ。

　──そ、それは、わかってるけど……

　──ちゃんとやらないと、藍葉たちはいつまで経たっても恋愛弱者ですよ？　藍葉たちの目的を忘れたんですか？　恋愛超越者レツド・スリーになって生徒会長に会わなきゃいけないんですよ？

　そう言われれば、勇也もいつまでも渋しぶっているわけにはいかない。

　意を決して、勇也は反対側を咥える。

　すると、藍葉の端たん正せいな相そう貌ぼうが一気に目の前に迫せまってきた。長い睫まつ毛げ。ぱっちりとした双そう眸ぼう。否いやが応でも意識をしてしまい、小さい唇に視線が行ってしまう。

　勇也と藍葉は目で互たがいにタイミングを図はかると、ちょっとずつチョコを食べ進める。

　カリ、カリ、カリ……お菓子を食べる音だけが妙みように鮮せん明めいに響き渡わたり、勇也と藍葉の顔が徐じよ々じよに近づいていく。

　だが、勇也と藍葉もそれなりに負けず嫌ぎらいだ。

　たかがゲーム、されどゲーム。以前にプリクラを撮とったときのように歯止めが利きかなくなり、相手が離り脱だつするのを互いに待ちわびている。

　気がつけば、藍葉は耳の端まで真っ赤になっていた。多分、自分もそうなっているだろう。しかし、ここまで来れば引くこともできない。勇也は目を瞑つぶって齧かじっていって。

　ちゅっ──

　何か柔やわらかいものに触れた感かん触しよく。その瞬しゆん間かん、勇也は全身の毛穴から汗あせを噴ふき出して顔を遠ざけた。それは藍葉も同様だった。身体からだを仰のけ反ぞらせて、口をパクパクとさせている。

　藍葉のその反応だけで、自分の唇が何に触れたのか察することができた。

　ピピッ。腕うでに嵌はめられた銀色の腕輪が反応して、恋愛磁場の発生を感知する。

　──恋愛磁場装そう塡てん率：75％

　ここ最近では、圧あつ倒とう的なまでの発生量。

　しかし、勇也がその数値に驚おどろく前に、華恋が教卓の横でボソッと呟く。

「くそっ、皆、思う存分いちゃいちゃして……ほとんどがキスしてるじゃない。だから、生半可な気持ちでやるなって言ったのに。私が死にたくなるから」

　危険って、お前にとってかよ。

　華恋にそう突っ込む気力は、勇也には残っていなかった。




【黒峰勇也・蒼宮藍葉カップル：五十ポイント獲かく得とく】

【恋愛強者レツド・ツー昇しよう格かくまで残り二千ポイント】




　　　　◇




「そんなに緊きん張ちようなさらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、神代先生」

「は、はいっ」

　一方、その頃ころ。勇也や藍葉が授業を受けている教室とは別の場所。

　神代夕日が教室前で緊張していると、年配の女性教師に優やさしい声こわ音ねで声をかけられた。

　だが、そうは言われても教師なんて初めてなのだ。自分は大たい抵てい何でもこなせると自負しているが、それでも初めてのことに緊張しないわけではない。

　女性教師はにこにこと笑いながら、喋しやべってくる。

「それにしても、神代先生のような素す晴ばらしい経歴をお持ちの方にこの学園に来ていただけるなんて。水みず神がみ島じまで近衛このえ兵隊長を経験後、世界各国を旅して回って勉強し、恋愛経験も千を超こえるほどお持ちだとか。先生の講義、楽しみにしてますよ」

「は、ははっ、ありがとうございます」

　盛りに盛られた虚きよ飾しよくだらけの経歴に、夕日は引きつった表情で苦く笑しようを漏らした。

　特に恋愛経験のところなんて噓うそも良いところだ。この年まで、勇也と若竹以外の異性とろくに話したことさえないというのに。

　それでも、夕日が教師役に任命されたのは水神島の近衛兵から絶大な支持を得ていたからだ。魔ま王おうとして水神島に危機を振ふりまいたものの、神代夕日という名前は近衛兵たちの間ではちょっとした伝説だったらしい。双騎士の前にいた〝もう一人の英えい雄ゆう〟。その名声により、夕日はあっという間に祭り上げられて──今回の教師役に選ばれたのだ。

　それどころか、近衛兵の間で、夕日は何故なぜか恋愛マスターということになっている。

　天あま音ねの説明によると、この時代の戦せん闘とうはいちゃいちゃできるか否いなかが鍵かぎとなるそうだ。

　つまり、近衛兵たちの中では、『かつて戦闘で名を馳はせた夕日＝恋愛マスター』の図式ができ上がっているのだ。時代の変化を考こう慮りよすればそんな図式ができ上がるはずもないのだが、勇也と藍葉がちゃんと結果を残しているだけにそう思われているらしい。

　夕日はここ一週間はこの世界の勉強で忙いそがしかった。

　だから、他の近衛兵たちに偽にせの経歴作りを任せていたのだが──それが裏目に出てしまった結果だった。夕日は恋愛マスターとして、この講義を乗り切らなければならない。

「では、神代先生お願いしますね」

　年配の女性教師にそう言われると、夕日は教きよう壇だんの真ん中に立った。

　生徒たちの視線が自分に集められる。だけれど、その程度のことには慣れている。夕日は心を落ち着かせてしっかりと挨あい拶さつをすると、講義を始める。

　──結果から言えば、講義は完かん璧ぺきだった。

　内容は恋れん愛あい戦闘について。いちゃいちゃはよくわからないが、戦闘については心得がある。そして、事前に準備ができる講義ならばさして問題を起こすことはない。

　問題は、その後の生徒たちの質問タイムだった。

　年配の女性教師から、必ず設けるように指示されたこの時間の内容だけは予測することができない。夕日は不安を表に出さないようにしながら、生徒たちの顔を見み渡わたす。

「じゃあ、講義は終わりだけど何か質問ある人いるかな？　いるなら、挙手をお願いね」

　夕日がそう声をかけるや否や、教室中の手が挙がった。

　予想以上に多い。不安を覚えながらも、一番前の席に座っていた女子生徒を指名する。

「じゃあ、あなた。講義で何かわかりにくいところがあったかな？」

「え、えーっと……講義に関係なくてもいいですか？」

「え、ええ……大丈夫よ」

　年配の女性教師の顔をチラッと窺うかがうと、彼女は小さく首しゆ肯こうした。「できる限り答えてあげて」と視線が語っている。それを受けて、夕日は女子生徒へと了りよう承しようの意を伝えた。

　すると、早速、その女子生徒は訊たずねてくる。

「じゃあ、夕日先生に質問です！　──男を一発で落とすキスの方法を教えていただけないでしょうか！」




「先生、無理です。わたしには荷が重いです」

「またまた、神代先生ってば謙けん遜そんされなくてもいいのよ」

　明らかに返答が無理難題な質問。夕日が年配の女性教師のもとに駆かけ寄って助けを求めると、彼女は軽い調子で言ってきた。

「確かに、男を一発で落とすと言ったら難度が高いかもしれませんけど……そこは、神代先生のとっておきを教えていただければいいんですよ？」

「い、いや、そうじゃなくて、そもそも、わたし、き、キスなんて……」

「さあ、生徒が待ってるわ。お願いしますね、先生」

　そう強ごう引いんに背中を押されれば、断ることもできない。

　夕日は再び教きよう卓たくの前に立ち、生徒たちに視線を向ける。キスの経験なんて皆かい無むに等しいのに、男を一発で落とすテクなんてあるわけがない。それでも、生徒の質問には真しん摯しに答えたいと思っていた。頭をフル回転して考えると、夕日は何とか答えを捻ひねり出して。

「わ、わかったわ。それじゃ、今から教えてあげるね。男を一発で落とすキスを」

　そう言うや否や、夕日は自分の指を唇くちびるに当てて。

　ちゅっ──生徒たちに向かって、キスを放った。

　俗ぞくに言う『投げキッス』である。しかも慣れなさすぎて両目を瞑ってしまっていた。

　これが、夕日の精せい一いつ杯ぱいだった。

　むしろ、これ以上誘ゆう惑わく的なキスなんて思いつかない。

　いったいどんな反応をされるだろうか。夕日は生徒たちの様子を窺おうと、瞼まぶたを開いて。

「っ」

　し────ん。

　そんな効果音が浮うかんでいそうなほど、生徒たちは意味がわからないと言いたげに呆ぼう然ぜんとしていた。

　夕日はこほんと咳せき払ばらいをして。




「──というようなキスさえしなければ大丈夫よ」

「あ、ああ、なるほど！　夕日先生は絶対にしちゃいけないキスを教えてくれたんだ！」

「確かに投げキッスだけは絶対にないよなー。なんつーか、古いっていうか」

「正直、センスが有り得ないよねー」

「へ、へぇー、そうなんだ。ふ、古いんだ。あ、有り得ないんだ……は、ははっ……」

　生徒たちの悪意なき暴言に、夕日は胸を押さえてその場で踞うずくまった。

　……仕方ないじゃない、経験ないんだから。あれでも頑がん張ばったんだよ？

　心の中でそう言い訳するが、誰だれにも届くわけがない。

　しかし、教室では質問タイムが容よう赦しやなく続いていく。

「はい、次は私が質問いいですか？　先生はどうやって今の彼氏を落としたんですか！」

　……わたし、この学園でやっていけるのかな？

　今まで感じたこともないほどの不安とともに、夕日は生徒たちの質問に臨のぞんだ。




　　　　◇




「……午後の授業は水中訓練か」

　学園指定の水着姿に着き替がえると、勇也はプールの側そばを歩きながら辺りを見回した。

　校舎外にあるプールは、百メートルのレーンを幾いくつも有する巨きよ大だいなものだった。端はしから端まで計測すると、五百メートル程度ありそうである。頭上からギラギラと照らしてくる太陽は眩まぶしく、肌はだがひりつくようだった。恋愛弱者だからプールは外にあるが、恋愛強者や恋愛超越者になると室内の温水プールになるらしい。何とも羨うらやましい限りである。

　──と、勇也たちの周りにいる男子生徒たちが俄にわかに活気づき始めた。

　何事だろうか。勇也は首を動かし、察する。女子生徒たちがプール場に現れたのだ。

　女子生徒たちの中でも特に注目を集めていたのは、藍葉だった。

　藍葉は他の生徒たちと同じように学園指定の女子用の水着を着用していたが、その綺き麗れいな身体からだつきが別物に見せていた。運動に励はげんでいる者特有のしなやかな肉体。されど、それでも女の子らしさは失わずに身体は魅み惑わく的な曲線美を描えがいている。

　勇也の前までとてとてと歩いてくると、藍葉はにまにまとした笑え顔がおで。

「先せん輩ぱいどうですか、藍葉の水着？」

「ど、どうって言われても……」

「ムラムラっとします？」

「しねぇよ！」

　勇也が反射的に返すと、藍葉は「冗じよう談だんですよー」とひらひらと手を振ってきた。

　……最近、こいつ妙におかしくないか？

　前よりも、からかわれる頻ひん度どが多くなった気がする。心境の変化でもあったのだろうか。

　勇也をからかって一ひと頻しきり満足したのか、隣となりでうーんと背せ伸のびをする藍葉。

　そんな彼女に、勇也は顔を見ることなく遅おくれながらも感想を口にする。

「……ま、まあ、普ふ通つうに可愛かわいいんじゃねーの」

「……そ、そうですか。あ、ありがとうございます」

　お互たがいに顔を合わせることはない。

　それでも、藍葉が隣で喜んでいるのは何となく伝わってきた。そんな彼女の反応に心が自然と弾はずんでしまう。どうやら、これで間ま違ちがっていなかったらしい。

　──と。

　再び、男子生徒の歓かん声せいがあがる。

　視線を動かすと、今度は夕日が更こう衣い室から競泳水着姿で入場してくるところだった。

　だが、思わず歓声を上げてしまうのは無理ないだろう。この空間にいる女子生徒を寄せ付けない圧あつ倒とう的なまでのたわわなおっぱいが歩くたびに揺ゆれていたからだ。サイズが合うものがなかったのか、おっぱいが水着の中に押し込められている様子が嫌いやでもわかる。それがおっぱいを余計に強調し、夕日は恥はじらうように「あ、あんまり見ないでね……」と呟つぶやく姿がこれまた可愛らしく、その度たびにおっぱいが形を変えて──

「先輩、見すぎ！」

　ガスッ！　藍葉の蹴けりが脛すねにクリティカルヒットした。

　ぬぉぉぉと足を押さえて、勇也は悶もん絶ぜつする。顔を上げると、藍葉がゴミを見るような目でこちらを睥へい睨げいしていた。

「……先輩、何でそんなにじっくり見てるんですか？　最低なんですけど」

「ち、違う！　これはあれだ！　学術的観点から女性を観察していただけだ！」

「要するに、見ていたんですよね？」

「…………そ、そうとも言うかもしれない」

　ガスッ！　藍葉の無言の蹴りがヒットして、勇也は地に崩くずれ落ちた。

　藍葉は侮ぶ蔑べつの視線とともに言葉を吐はき捨てる。

「服の上から見えないところを蹴っただけ、感謝してくださいね」

　それは、いじめっ子の論理だ。だいたい今は、水着姿でほとんど裸はだかだ。

　勇也は内心で呟いて、よろよろと立ち上がる。

　──と。

　またもや更衣室の扉とびらが開いて、美人女性教師が水着姿で現れた。

　もちろん、柊華恋である。モデルのような体型であり、藍葉や夕日とは全く違った意味で別格だった。完成された美とでも言うのだろうか。長身の華恋が歩くだけで、このプールが撮さつ影えいのセットのように思えた。

　華恋は蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる。

「さあ、男子諸君、私をじっくり見てもいいのよ？　今ならたっぷり見ても、華恋先生が許してあ・げ・る。さあ、男子の皆みんなは夜のオカズ用に目に焼きつけて──」

「さあ、皆、プールに入ろうぜっ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」

「なんで私だけそんな扱あつかい!?　おかしくない!?　他の皆と同じように歓声をあげてよ！　私もちやほやされたいの！　お願い、お金をあげるから────────────ッ！」

　華恋の絶ぜつ叫きようがプール場に木霊こだまする。

　だが、彼女を相手にする男子生徒は一人も現れなかった。







「……えぐっ……うぐっ……じゃ、じゃあ、水中訓練を始めたいと……お、思います」

　華恋が零こぼれ落ちる涙なみだを腕うでで拭ふきながら、生徒たちの前で宣言する。

　だが、生徒たちは慣れた様子でそれでも慰なぐさめたりなどはしない。……この一週間で、華恋はいったい何をやらかしたのだろうか。

　代わりに、夕日が慌あわててフォローを入れる。

「え、えっと、柊先生が落ち着くまで、わたしが授業を進めるね。いいかな、みんな？」

「誰が情じよう緒ちよ不安定よ！　私、心はいつも安定してるし、全然重くないもん！　そうやってすぐに、男どもは私がモテない理由を勝手に推測したりするんだから！」

「あの、柊先生。わたし、そんなこと言ってないです。取り敢あえず黙だまっててください」

　ついに、華恋の扱い方を覚えたらしい。

　夕日らしからぬぞんざいな態度で言ってのけて、生徒たちににっこりと笑顔を向ける。

「じゃあ、改めて説明するね。皆にやってもらうのは水中訓練──つまり、水中でもいちゃいちゃしながら戦えるようになってもらいます。といっても、基本中の基本、水中でハグしてもらって殺傷能力がない学生用恋愛銃ラブ・ガンを撃うつだけなんだけどね」

　そう言いながら、夕日はプール場の奥に設置された漆しつ黒こくのケースを指差す。

「でも、学生用だからといって雑に扱っちゃ駄だ目めだよ。下手したら、怪け我がするぐらいの力はあるんだから。じゃあ、カップルで一つずつ取っていって各自練習を始めていって」

　その声で、勇也たちも含ふくめた生徒たちが一つのレーンに一組のカップルの要領でプールにそれぞれ入っていく。周りを窺うかがっていると、プール内でいちゃいちゃして、百メートル先の反対側の岸に設置された小さな〈的〉に向かって学生用恋愛銃を撃つようだった。

　しかし、何というのだろうか。学生たちの実技は、敢えて酷ひどく言うのならばお粗そ末まつであるような気がした。恋愛磁場以前に、恋愛銃を扱えていない。

　勇也の思考を表情で察したのか、藍葉が呆あきれたように言ってくる。

「なに、先輩驚おどろいてるんですか？　近衛このえ兵を基準にしたら、別におかしいところなんて一つもないですよ。学生なら、こんなものです」

「え、そ、そうなのか……？」

「当然です。特にここにいる生徒は、その……恋愛弱者なんですよ？　藍葉たちはどちらかといえば異質側です。中等部の頃ころから銃じゆうを扱ってる生徒なんて普通はいないんですよ」

　それを証明するかのように、夕日は恋愛銃の使い方を教えるために走り回っていた。そのほとんどが基本的な内容だ。だから、夕日が手て際ぎわ良く教えていられるのだろう。

　しかし、それも限界が来たらしい。

　夕日はプールの中で生徒全員に聞こえるように声を張り上げる。

「はーい、皆！　取り敢えず、わたしがお手本を見せるからそれを参考にして！　えーっと、じゃあ、勇也く……じゃなくて、黒峰くん来てくれないかな？」

「ぼ、僕？」

「うん、ちょっとデモンストレーションを手伝って欲しいの」

　夕日にちょいちょいと手招きされれば、断るわけにもいかない。勇也は軽く泳ぎながら彼女のもとまで向かっていく。

　勇也が自分のところまで来ると、夕日は生徒の顔を見回して。

「じゃ、じゃあ、これから実演するから、皆、よく見ててね」

　そう伝えた直後、夕日は顔を赤らめて勇也の身体に腕を回してきた。そのまま、ぎゅっと胸を押しつけてくる。本当は身体を押しつけているつもりなのだろうが、胸が大きすぎて先にそっちが触ふれてしまうのだ。

　ふにゃふにゃっと形を変える柔やわっこい双そう丘きゆう。プールの水は冷たいというのに、夕日と肌を触れ合わせた箇か所しよは火傷やけどしたかのように熱かった。

　夕日が小声で囁ささやいてくる。

「ご、ごめんね、勇也くん。ちょ、ちょっとだけ付き合って……」

「そ、それは別に問題ないけど……」

「あ、あと、あんまり見ないでくれると嬉うれしいかも……ちょっと恥ずかしいから」

　何かに耐たえるように、ぎゅっと目を瞑つぶる夕日。

　その顔がキスを待っているようでドキドキしていると、夕日は教師の表情へと戻もどして恋愛銃を構える。

　夕日のハグで恋愛磁場は十分に溜たまっていた。恋愛磁場装そう塡てん率は45％。銃口は一いつ切さいブレることなく、お手本のような構えで引き金を引く。

　ゴウッ！　放たれた恋愛磁場の弾だん丸がんは水みな面もに小さな波をつくって、空間を突つき進んでいった。〈的〉を見事貫かん通つうし、盛せい大だいな音を響ひびかせる。殺傷能力はないと言っていたが、下手をすれば人を殺せそうな威い力りよくすらあった。

「──だいたいこんな感じね。皆、参考になったかな？」

　夕日が良い笑顔で振ふり返るが、生徒の感情は見なくとも察することができた。

　無理だ。これを見ても、学べる者なんてほとんどいないだろう。

　夕日の悪い癖くせが存分に出ていた。夕日は説明などなくとも、おおよそのことは一回見れば模も倣ほうできると思い込んでいる。そのせいで夕日に稽けい古こをつけてもらっていた時は、随ずい分ぶんと苦労させられたものだった。

　というか、

「……夕日、お前恋愛銃使ったことあったのか？」

「え、ないけど？　なんで？」

　無む邪じや気きに問い返してくる夕日に、勇也は口を噤つぐんだ。

　ということは、夕日は初めて使う恋愛銃で見事〈的〉に当てたということになる。その銃の癖などを一切把は握あくすることなしに。なんかもう嫌になる。

　その後、夕日の掛かけ声によって生徒たちは練習に戻るが先さき程ほどと変わらなかった。

　まあ、練習あるのみといったところだろうか。

「先輩、デレデレしてましたね。こーんな感じで、鼻の下を伸のばして」

「そ、そんなことはしてねーよ！」

　藍葉のもとに戻ると、彼女は不ふ機き嫌げんそうに軽いパンチを放ってきた。

　勇也の言葉に呆れたように息を吐き出すと、藍葉は両りよう腕うでを広げて言ってくる。

「……まあ、いいです。取り敢えず、先せん輩ぱい、藍葉たちもやりますよ。先輩は藍葉を抱だきしめてください」

「お、おお、任せろ」

　勇也は藍葉の細い身体を折れないように優やさしく抱きしめる。

　水着だからか、いつもより藍葉の柔やわらかさが伝わってくる。藍葉も自分から肌はだを触れ合わせてくる。それだけではなく、藍葉は勇也の首に腕を回して力強く抱きしめてきた。

　水中だから重くはないが、普ふ段だんよりも密着具合が増していた。

　そんな体勢で恋愛銃に手を添そえながら、藍葉は耳元で甘い声こわ音ねで囁いてくる。

「藍葉、夕日さんだけには負けたくありませんから。だから──先輩。いっぱい恋愛磁場を発生できたら、藍葉がとってもいいご褒ほう美びをあげますよ」

「なっ──」

　とってもいいご褒美が何を指しているかわからない。

　だけれど、水着姿で密着されながら甘い声で囁かれれば、男としてはそっちの方面を想像してしまうのは仕方がないとも言えた。

　ピピッ。恋愛磁場の発生に合わせて、電子音が響く。

　──恋愛磁場装塡率：60％

　ゴウッッッッッ！　夕日のときとは桁けた違ちがいの威力を誇ほこる弾丸が放たれ、〈的〉をまたもや貫通させた。それに加えて、水面を真っ二つに分けるほどの暴風が吹ふき荒あれ、弾丸はプール場を囲むフェンスに穴を開けてどこかに消え去ってしまう。

　殺傷能力がないはずなのにこの威力。生徒たちが啞あ然ぜんとして、勇也と藍葉を見る。

　だけれど、勇也の関心事はそちらにはなかった。

「な、何言ってんだ、お前は！　突とつ然ぜん変なこと言うなよ！」

「えー、藍葉は別に変なことなんて言ってませんけどー？　先輩こそ、なにエッチな妄もう想そうをしてるんですか？　やらしぃー」

「う、うっせぇ！」

　藍葉に口元に手を当ててそう言われれば、勇也は分が悪くともそう返すしかない。

　そのとき。

　勇也と藍葉が放った弾丸のせいで、プールに小さな津つ波なみができ上がっていた。気づいたときにはもう遅おそい。高波は一人の女子生徒を攫さらって水面の下に消してしまう。しかも、女子生徒はパニックになっているのか暴れて浮ふ上じようできる気配がない。

「ま、不味まずいッ！」

　勇也は咄とつ嗟さに助けに行こうとするが、それよりも早く飛び込んだ影かげがあった。

　夕日だ。見み惚とれるほど綺き麗れいなフォームで泳ぐと、夕日はその女子生徒を引っ張り上げようとする。けれども、そこに揺ゆり返しの高波が再度襲おそってきた。夕日は女子生徒ごと波に攫われて、水面の向こうに姿を消してしまう。

「──ッ」

　背筋が、凍こおった。

　冷静なんて脳のう裏りから消え去っていた。もう嫌だ。夕日がいなくなるなんてもう耐えられない。理性を置き去りにした本能が脳内で喚わめく。気がつけば、形なり振ふり構わず勇也は泳いでいた。一刻も早く、早く助けないと──ッ！

　と、その瞬しゆん間かん。

　勇也は水中で夕日の姿を捉とらえた。夕日は溺おぼれかけた生徒と一いつ緒しよにいるにもかかわらず、一切慌てていなかった。冷静そのものの表情で、夕日は水中で足を軽く振り上げて。

　轟ごうッッッッッ！　夕日が足を振り下ろすと、たったそれだけでプールの水が真っ二つに割れた。まるで聖書に出てくる預言者の奇き跡せきのように。勇也と藍葉が恋愛銃を使ってやった現象を、夕日は肉体一つでそれ以上にやってみせたのだ。

　その間に、夕日は女子生徒を抱かかえたまま跳ちよう躍やくしてプールから脱だつ出しゆつ。

　最も早はや、人間業わざではなかった。

　しかし、そうなると、今度は勇也の方が問題だった。なにせ、自分から夕日に近づいて行っていたのだ。夕日の一いち撃げきによって荒れ狂くるうプールの水に、勇也は巻き込まれて対応できずに溺れてしまう。

　朦もう朧ろうとする思考。夕日の慌あわてた声が聞こえてきたような気がしたが、意識を維い持じしておくことはできなかった。

　視界が暗転する寸前、勇也は内心で静かに呟つぶやく。

　……いや、お前それは反則だろ。




【黒峰勇也・蒼宮藍葉カップル：百ポイント獲かく得とく】

【恋愛強者昇しよう格かくまで残り千九百ポイント】




　　　　◇




「……っ」

　瞼まぶたの隙すき間まから明るい光が差し込んでくる。

　勇也がゆったりと瞼を開くと、そこは見慣れない部屋だった。

　清潔感を覚えさせる白い壁かべ。ツンと鼻につく薬の匂におい。重い頭を動かして、ここがどこであるか察する。恋戦学園の保健室だ。

　勇也が身体からだを起こそうとすると、それを押し止とどめる手があった。夕日の手だ。見上げると、夕日の顔が近くにあった。どうやら、膝ひざ枕まくらをされているらしい。

　夕日は優やさしく微笑ほほえむ。

「駄だ目めだよ、安静にしてないと。勇也くん溺れかけたんだから。プールから引っ張り上げた後は、すぐに意識を取り戻して水を噴ふいてたから問題はないと思うけど……その後、すぐにまた意識を失ったから心配になっちゃって保健室まで連れてきたの。覚えてない？」

「あんまり……」

　そう言われればそうだった気もするし、そうでなかった気もする。

　曖あい昧まいな記き憶おくに首を捻ひねっていると、夕日は勇也の黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけていく。

「一応、水は拭ふいておいたから……その、下の方以外はだけど。寒くない？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。ありがとう、夕日」

「子供の頃みたいに、夕ゆう姉ねえって呼んでくれてもいいんだよ？」

「それはちょっと遠えん慮りよしておく」

　この歳としになって、その呼び方は個人的にちょっと辛つらい。

　夕日もそれは同じだったのか、口元を小さく緩ゆるめる。

「まあ、わたしも呼ばれたらちょっと嫌だけど……姉って枠わくに括くくられたくないから」

「まあ、本当のお姉ちゃんってわけでもないしな」

「言ってること、そういうことじゃないんだけどなぁ」

　不満げに言って、夕日はジト目をこちらに向けてくる。

「それはそうと、勇也くん。何か慣れてるよね」

「えっ？」

「膝枕だよ、膝枕。もうちょっと慌ててもいいと思うんだけど。それに、ハグもなんか慣れてる感じだった」

「それは……」

　それは、藍葉に以前にやってもらったことがあったから。けれど、何故なぜだか夕日にそうとは言えなかった。

　勇也が返答に窮きゆうしていると、夕日は空気を誤ご魔ま化かすように冗じよう談だんめいた口調で言う。

「あー、なんか嫌だなー、勇也くんがそうやってプレイボーイになっていくなんて」

「僕は別にプレイボーイなんかじゃ……」

「それでも、昔より段々可愛かわいい子が集まってきてない？」

「うっ」

　それはその通りだった。藍葉も、天音も、夜宵も、華恋も、顔だけを見れば全員顔が整っている部類に入る。もっとも、ほとんどが性格があれな奴やつらばかりだが。

「ごめんね、意地悪言っちゃった。別に、勇也くんのせいってわけでもないのにね」

　夕日は微笑んで、赤子をあやすように勇也の頭を撫でる。

　安心感を与あたえる、とろけるような甘さ。また溺れてしまいそうだ。

　勇也は首を振って何とか理性を保つと、気になっていたあることを訊たずねる。

「なあ、夕日──お前、まだ完全に治っていないだろ？　いや、そうじゃないな。もしかして、前からそうだったのか？」

　大事な言葉が抜ぬけ出た台詞せりふ。

　だが、夕日はそれで何が言いたいかわかってくれたようだった。

　悪戯いたずらがバレた子供のような顔で、舌をぺろりと出す。

「あ、あはは、バレちゃったかー。うん、そうだよ。勇也くんが思っている通り。わたしの魔ま族ぞく化はまだ完全に治っているわけじゃない。ううん、正確には治っていないこの状態が正常なの。水みず神がみ周防すおうの手に落ちる前から、わたしはこうだったから」

　先さき程ほどのプールでは、夕日は超ちよう人じん的な力で生徒を助けてみせた。

　しかし、冷静に考えればあれはやはり人間業ではない。何か別の力を使っていると考えるのが自然だった。人間でありながら、魔族の力を持っていた夜宵のように。夜宵は人間の見た目を保ちながらも、膂りよ力りよくなどあらゆる面で人間を超こえていた。

　でも、夕日の超人さは何年も前からだった。

　だから、勇也は疑ったのだ。夕日の力が水神周防のもとに行く前からのものであり、近衛このえ兵隊長をやっていたときに既すでに得ていたのではないかと。いや、恐おそらくはそれ以上前、勇也と夕日が神しん前ぜん塾じゆくで魔族化実験に参加させられていた頃ころからだろうか。

　夕日は微笑んで告白する。

「子供の頃に、わたしが魔族化しちゃったことがあったでしょう？　あのときの後こう遺い症しようっていうのかな……あれ以来、わたしは身体的には人間を超えちゃったの。でも、わたしはそれを利用することを選んだ。近衛兵になってね」

「だから、夕日は十代半ばで隊長にまでなれたのか……」

　勇也や藍葉は星霊機装に選ばれたからこそ、十代前半で近衛兵の一員になった。

　けれど、夕日は己おのれの力のみで入隊して数年で隊長まで登のぼり詰つめた。その尋じん常じようじゃない力は天才的な夕日だからで納なつ得とくしていたが、そういうことだったのだ。

　しかし、だからこそ、思うこともあった。

「……なん、で……僕に言ってくれなかったんだ？」

　ずっと一緒に歩んできたのに。どうして相談してくれなかったんだ。

　そんな感情が心中で渦うず巻まくが──言ってから気づいた。自分が頼たよりなかったからだ。いつだって、勇也は夕日に『姉』を演じさせていた。子供の頃から、星霊機装に選ばれてからも。夕日はいつだって自分のことを気にかけてくれていた。そうして、勇也は夕日を気にかけるほど余よ裕ゆうがなくて強くなかった。

　夕日の膝枕から起き上がると、勇也は真正面から彼女の顔を見つめた。

　窓から西日が差し込んでくる。夕日の夕焼け色の髪かみがキラキラと輝かがやく。そんな彼女の肩かたに手を添そえて、勇也は一言一句嚙かみしめるように宣言する。

「今度こそ大丈夫だから。今度こそ絶対に夕日を守る。だから、僕を信じてくれ。もう一人になんてさせない。もう不安になんてさせないから」

　今なら、数年前よりも成長した今なら、きっとできる。

　それが、夕日にできる唯ゆい一いつの恩返しだと思った。

　勇也の言葉に、夕日は泣きそうな顔で首を縦に振ふり下ろす。

「──うん、信じてるよ」




　　　　◇




「…………」

　保健室の前。

　扉とびらに体重を預けながら、藍葉は二人のやり取りの一部始終を聞いていた。

　夕日が目覚めたことに、藍葉は危機感を覚えていた。だから、いつも積極的に攻せめていった。添い寝ねしながら甘い言葉を囁ささやいたし、プールでもいつも以上に大だい胆たんに密着した。

　それでも、あの二人の思い出を塗ぬり返すには至らない。

　藍葉が干かん渉しようできない、二人だけの思い出。そこでは藍葉は仲間外れだ。だから、想おもいはいつだって一方通行のままで。その想いが交こう錯さくすることはない。

　果たして、藍葉はあの人の視界に映っているのだろうか。

　もしかして何も届いていないんじゃないか。本当は何も前進していないんじゃないか。ふとした瞬間にそう考えてしまって、不安で堪たまらなくなってしまう。

　先月の一件で、藍葉は躊躇ためらわないことを決めた。

　それでも怖こわいものは怖い。本当はウザいと思われているんじゃないか。やり過ぎてるんじゃないか。そして、今でも尚なお、あの人の心の中があの女でいっぱいで、自分が入る隙間が一寸ちよつともないんじゃないかと想像してしまって怖かった。

　そんな複雑に混じり合った感情を吐はき出すように、藍葉は呟く。

　いつかこの想いが届きますように。

　そんな願いも一いつ緒しよにこめて。

「……先せん輩ぱいの、ばか」
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「先輩、このベッドふかふかですよ！　ふかふか！」

　あれから一週間が経過していた。

　その間に講義を幾いくつも受けて、勇ゆう也やと藍あい葉はは〈恋愛弱者レツド・ワン〉から〈恋愛強者レツド・ツー〉へと昇しよう格かくしていた。それに伴ともなって、部屋のランクも上がったのだ。

　以前は二人で暮らすのがギリギリできるか否いなかの広さだったが、今回割り当てられた部屋は四人家族が住んでも窮きゆう屈くつさを感じないほどの広さだった。部屋に合わせるように、調度品などの設備のレベルも上がっている気がする。

　窓から外へと顔を向けると、真っ青な海が一望できた。

　次いで視線を下ろしていくと、恋愛弱者の生徒たちが住む煤すすけた学生街が視界に入ってきた。勇也が昨日まで宿しゆく泊はくしていた寮りようの屋上も、ここからなら見ることができる。

　この恋れん戦せん学園では〈恋愛戦闘階級ラブバトルランク〉が上がると、生活レベルも向上する。

　その言葉がその通りの意味であったことを、勇也は初めて体感していた。

　一度、生活レベルを上げれば落とすことは難しい。

　だから、生徒たちは階級が落ちないように必死で努力する。何故、このような制度が成り立っているかの理由を、勇也は目まの当たりにしたような気がした。

　しかし、良いことばかりでもない。

　勇也はそれを〈恋愛強者〉の生徒たちから既に感じていた。

「先輩、難しいことは考えてなくてもいいんですよ？」

　勇也の表情から何を考えているか察したのか、藍葉はふかふかのベッドを堪たん能のうするように寝っ転ころがりながら言ってきた。

「藍葉たちの目的は、生徒会長に会うこと。そのために恋愛戦闘階級を上げること。それ以外のことを考えて、心配する余裕なんてないんですから」

「わかってるよ」

　頷うなずいて、勇也は今度は反対側の窓から見えるピラミッドの頂点側の街を見る。

　あそこが〈恋愛超越者レツド・スリー〉たちが住む城であり、次の目標だ。







「……はぁ、ようやく午後の授業が終わったか」

　恋愛強者としての初日の講義が終しゆう了りようして、学園での一日が終わる。

　勇也は自室へと戻もどる帰路を辿たどりながら、一人で校舎内を歩いていた。藍葉は隣となりにいなかった。何でも寄りたいお店があるらしく、先に帰ったのだ。

　陽ひが徐じよ々じよに沈しずんでいき、長い廊ろう下かの端はしに色いろ濃こい影かげをつくる。

　勇也が西日に目を細めながら歩いていると、同級生である〈恋愛強者〉の生徒たちと擦すれ違ちがった。その際に、彼らの会話がふと聞こえてくる。

「おい、お前その金どうしたんだ？」

「恋愛弱者どもから貰もらったんだよ。ほら、あのテスト教材を売って」

「ああ、あれか。でも、お前酷ひどい奴だな。あれって噓うそっぱちだろ？　あれを受けても、ここの講義が楽々突とつ破ぱできるわけなんてないのに」

「別に酷くないだろ？　ちゃんと向こうも了りよう承しようしてんだから。強しいて言うなら、あいつらの目が節穴なのが悪いんだよ」

「それもそうだな」

　そんなことを言い合いながら、生徒たちは下げ卑びた笑い声を響ひびかせる。

　全員がそういうわけではないが、このように恋愛強者の生徒たちは恋愛弱者を下に見ている風潮があるように思えた。悪質な教材を売りさばくなどは日常茶さ飯はん事じ。それが悪いとすら思っていない。それほど、階級社会がこの恋戦学園には染しみついているのだ。

　だが、藍葉の言うように、それは勇也が考えるべきことではなかった。

　どれだけ胸むな糞くそ悪いと思っても、手を出すのは悪手だ。何故なぜなら、勇也たちの目的は生徒会長に会うことなのだから。余計な騒さわぎを起こすべきではない。

　それはわかっている。わかっているけども、勇也自身が納得できるかどうかとはまた別の話だった。

「もっと割り切れればいいんだろうけどな……」

　勇也はやりきれない思いとともに独り言を口にして廊下を歩いていると、ある場所に辿り着いて顔を上げた。

　そこは、〈螺ら旋せん階段〉と呼ばれる場所だった。

　半径数百メートルもの円を描えがくように螺旋構造になっている階段。

　恋愛弱者の階層から、恋愛強者の階層、恋愛超越者の階層まで繫つながっており、それぞれの階層に行くためには恋愛戦闘階級という許可証が必要だったが、それさえあればここからどの階層でも行けた。

　ゆるりと、勇也は上層階と繫がる階段を見上げる。

　あともう一つ恋愛階級ラブランクが上がれば、この螺旋階段から生徒会長のもとへと行ける。

　そうすれば確かく認にんすることができる。あの忌いまわしき組織と関係あるのかどうか──

　カツッ。

　不意に靴くつ音おとが頭上の階段から響いてきて、勇也は思わず視線を持ち上げて。

「っ」

　階段を下りてくる人物を視界に収めて、息を吞のんだ。

　背筋が凍こおる。脳内で本能が危険であるとうるさく喚わめく。

　なんで、お前がここにいる。内心でそう問いかけながら、勇也はそいつを睨にらみつけた。

　その靴音を鳴らしているのは、一人の少年だった。

　赤色の短たん髪ぱつ。年ねん齢れいはちょうど自分と同程度。美形だが、その爛らん々らんと輝く瞳ひとみは不気味さを感じさせる。そして、その顔は写真で見たことがあった。

　何故なら、その少年こそこの学園の生徒会長であり、今回のターゲット──

「……遠とお野の、焰ほむら」

　勇也がそっと囁くようにその名を紡つむぐと、赤髪の少年──遠野焰は階段の踊おどり場の上からこちらを見下ろしてきた。

　何の前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつにその少年は現れた。

　互たがいの視線が交錯する。
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　そうして、焰はあどけない笑え顔がおで言う。

「初めまして、黒くろ峰みね勇也先せん輩ぱい。やっと会えましたね」







「……僕のことを知っているのか？」

　勇也は全身で警けい戒かいしながら、焰に恐おそる恐る訊たずねた。

　焰は一歩ずつ階段を下りてきながら、答える。

「ええ、黒峰先輩。先輩のことはよく知ってますよ。先月の恋愛祭においては白しら石いし夜や宵よいを止め、二ヶ月前には魔ま王おうを倒たおした。だけれど、俺にとってこんな情報はどうでもいいんです。俺が興味あるのは、世界を救った英雄である双騎士の一人であり、神前塾で実験を受けていた黒峰勇也なんですから」

「なんで、それを──」

　双騎士パラデインのことどころか、神しん前ぜん塾じゆくとの過去まで知られている。

　その事実に、ハッと息を吞んで──考え直した。

　つい最近まで藍葉にまで秘ひ匿とくしていた、神前塾のことまで知っている。

　だとすれば、それが指す意味は一つしかない。

　べったりと粘ねばつく汗あせを額に浮うかばせながら、勇也は喉のどを震ふるわせる。

「お前は……神前塾の一員なんだな」

「ええ、その通りです。でも、それだけじゃない。俺は先輩の後輩なんです。これが意味することはわかりますよね？」

「まさか──」

「はい、先輩が考えている通りです。俺は神前塾の魔族化実験を受けています。幼い頃ころのあなたのようにね」

　勇也の表情で思考を読み取ったのか、焰はにやりと笑った。

　徐々に近づいてくる焰を視線で追いながら、勇也は警告する。

「……悪いことは言わない。今すぐ神前塾から抜ぬけろ。少しでも、あの組織にいたなら理解しているはずだ。神前塾は子供に非道な実験を行うような組織なんだぞ？　このまま、あの組織にいれば──お前、死ぬぞ」

「それが、どうしたんですか？」

　勇也は真しん剣けんな口調で告げるが、しかし、焰は本気で不思議そうに疑問を口にした。

「人間はいずれ死にますよ、先輩？」

「そういうことを言ってるんじゃない」

「ええ、わかってますよ。でも、俺からしたらあの組織はそう悪いところじゃないんですよ。実験に付き合ったり、命令に従ってさえいれば衣食住は保障してくれる。無価値な俺に価値を与あたえてくれた。それどころか、生きる意味と夢までも」

「その結果、多くの人が犠ぎ牲せいになってもか？」

「それは俺が知ったことではありませんよ。俺のことを排はい斥せきする世界を、どうして俺が気にかけなきゃいけないんですか？」

　そう語る焰の目は紛まぎれもなく本気だった。

　この世界に対して何も期待していない目。幾度もの絶望を見てきた目。だからこそ、遠野焰はこの世界の〈敵〉になることを躊躇ためらわないのだろう。

　焰が階段を下りきって、勇也と対等な目線に立った。

　身長も自分と変わらない。焰が嗤わらいながら、ゆったりとした歩調で近づいてくる。

「……お前たちの目的はなんだ？　どうして、世界を滅ほろぼそうとする？」

「ああ、先月のことですか？　目的は至って単純ですよ。この恋愛至上主義の世界のことが気に食わないから、です」

「気に食わないから？　たったそれだけで──ッ！」

「先輩にはたったそれだけなのかもしれませんが、俺たちにとっては違う。白石夜宵が何故あのようになったか聞きましたか？　二次元作品を追い求めるテロリストが何故あんな行動をするかは？　この学園の闇やみに、先輩は気づいているんじゃないですか？」

「それ、は……」

「今の世界になってから、エネルギー不足になることは減りました。けれど、世界中の重じゆう鎮ちんは今でもエネルギーが枯こ渇かつした〈空白の一ヶ月〉の惨さん劇げきを忘れていない。たった一ひと月つき、エネルギーがないだけで、人間がどれだけ暴力的で醜しゆう悪あくになるか、世界は忘れていない」

　焰から語られたのは、勇也の知らない歴史だった。

　敢あえて話されなかったのか、それとも偶たま々たま話す機会がなかったのか。

　どちらにせよ、勇也に衝しよう撃げきを与えるには十分だった。

「その結果、求められたのは効率化だった。人間自身が資源となり、効率良く生み出すためのシステムを求めた。そのせいで、少数派に属する人間が犠牲となった。ある者は効率が悪いからという理由で、自身の恋れん愛あいを否定された。ある者は効率が悪くなるからという理由で、愛している趣しゆ味みを否定された。そして、ある者は恋愛磁場を生み出すには優秀な個体ではないからという理由で親に否定されて捨てられた」

　焰は淡たん々たんと語る。

　その言葉にどんな背景があるか、勇也は知ることはできない。

　しかし、だからといって、彼らの目的を許容できるわけではなかった。

「……お前が、お前たちが、どんな人生を歩んできたかなんてわからない。でも、お前たちがやろうとしていることは認められるものじゃない」

「ええ、そう言うと思ってました。結局、どちらが正しいかなんて俺たちが決めることはできない。お互いに自分が正しいと思っていますから。だから、どれだけ話し合っても俺たちは相あい容いれない。それなら闘とう争そうを求めるしかないでしょう。この恋愛至上主義の世界が終末を迎むかえるまで。そこから、俺たちは新しい時代を始める」

「させると思うか？　それでどれだけの人々が苦しむと思ってる」

「なら、どうしますか？　ここで俺を捕つかまえますか、先輩？」

　焰が数メートル離はなれたところで、足を止めた。

　ギリギリ間合いの外。勇也は制服姿で武器を所持していない。対して、向こうは勇也を待っていたような口くち振ぶりだった。武器を持っていてもおかしくない。

　焰は心底楽しそうに口角を上げる。

「言い忘れていましたけど。俺、先輩のファンなんですよ。魔族化実験の生き残り。水みず神がみ島じまの英雄。先輩が今の時代にいるって知ってから、手合わせする機会をずっと夢見てました」

「……それは光栄だな」

「組織では神かみ代しろ夕ゆう日ひを評価する声の方が大きいですけど、俺はそうは思わない。確かに過去の実験でも神代夕日には勝つことはなかった。それでも、先輩は彼女と違って暴走することはなかった。あの実験を受けていれば、それがどれだけ困難か理解することができる。それどころか、世界最高の武器・星せい霊れい機装にまで適合してみせた。生まれながら〈力〉に愛された存在。俺はそれを超こえることで、自分の有用性を証明したいんです」

　焰が間合いから僅わずかに外れたところで、勇也を中心にした円を描えがきながら歩いていく。

「組織からはなるべく接せつ触しよくするなって言われているんですけど……偶ぐう然ぜん会っちゃって、戦わないと逃にがしてもらえないなら仕方ないですよね？」

　言いながら、焰の肉にく食しよく獣じゆうの如ごとき視線が勇也を捉とらえる。全身から爆ばく発はつ的な殺気が放たれる。

　不味まずい。本能が逃げろとけたたましく喚く。同時に逃げ切れないことも悟さとっていた。

　勇也はほとんど反射的に戦せん闘とう態勢を取って。

　されど、勇也と焰が実際に交こう錯さくすることはなかった。

　何故なら、二人の前に新たな女子生徒たちが現れたからだ。その女子生徒たちは単に談笑をしながら歩いてきただけらしい。生徒会長である焰の姿を視認すると途と端たんに色めき立つが、そのおかげで先程までの緊きん張ちよう感溢あふれる空気は弛し緩かんしていた。

「……まあ、今日は挨あい拶さつだけにしておきますよ。楽しみは後に取っておいた方が良いでしょうし」

　戦闘する気力が削そがれたのか、焰が勇也に背を向ける。

　勇也は聞きたいことは山ほどあったが、自分一人だけで焰をどうにかできる気もしなかった。引き留めようとしたところで、返り討うちに遭あうのがオチだ。

　勇也が悔くやしげに唇くちびるを嚙かんでいると、焰は螺ら旋せん階段を上りながらヒラヒラと手を振ふる。

「それじゃあまた会いましょう、黒峰先輩」

　焰が視界から消えるのを、勇也は黙だまって見ている以外のことはできなかった。







「それは運が良かったね、勇也くん」

　華か恋れんの部屋。

　焰と邂かい逅こうした後、勇也は他の皆みんなに何が起こったか話すためにそこを訪おとずれていた。この部屋には、夕日と藍葉が集まっている。肝かん心じんの部屋の主は、若わか竹たけと連れん絡らくを取るために外に出ており今はいなかった。

　説明を聞き終えた夕日の感想に、勇也は不満げに眉まゆをひそめる。

「運が良かったって……どういう意味だよ、夕日？」

「そのままの意味。もし、直接戦ってたら五体満足じゃいられなかったよ。船で見た動画から判断するに、多分、遠野焰の強さは魔王だったわたしと互ご角かく程度だから。それにまだ底を見せてないとしたら、それ以上かも」

「そんなまさか……」

　勇也は笑い飛ばそうとするが、夕日はくすりとも笑わなかった。

　どうやら、冗じよう談だんではなく本気で言っているらしい。

　未いまだ信じることはできないが、夕日の目は本物だ。だとしたら、遠野焰にそれだけの潜せん在ざい能力があってもおかしくなかった。

「……そっか。それなら、僕は本当に運が良かったんだな」

「うん、そうだよ。もし、真正面から戦うなら、こっちも相応の準備をしないと。少なくとも、わたしたち以外にも水神島の戦力は欲ほしいかな」

「わかった、肝きもに銘めいじておくよ」

　勇也が頷うなずくと、そのタイミングでちょうど華恋が扉とびらを開いて部屋に戻もどってきた。

　ソファへとどかっと座る華恋に、勇也は訊ねる。

「どうだった？」

「若竹様へ取り敢えず現状報告はしておいたわ。でも、若竹様がこの学園に干かん渉しようするのは難しそうね。この学園の持ち主である世界恋愛統制機構の幹部がかなりごねてるみたい。若竹様が言うには、恐らく〈魅み了りよう〉されているらしいわよ」

「夜宵のあれか……？」

「ええ、夜宵ちゃんが神前塾にいたときに結構な人数を魅了していたみたいだし。その幹部もその一人でしょう。でも、何故あの生徒会長がこの学園にいられるのかわかったわね。〈魅了〉を使ったのよ」

「……というか、ちょっと思ったんだけど、神前塾はこの学園で何をしたいのかしら？」

　夕日が口にした疑問に、華恋が首を傾かしげる。

「どういうこと、夕日ちゃん？」

「えーっと、だってここに神前塾がいるってことは何か用があるってことでしょう？　でも、恋れん愛あい戦せん闘とうを教育する機関で何をしたいのか思いつかなくて」

　その疑問には、誰だれもが答えられなかった。

　言われてみれば確かにその通りである。あの遠野焰はこの恋愛至上主義の世界を嫌きらっていた。だというのに、その象しよう徴ちようの一つと言えるこの学園にわざわざ潜入している。ということは、何かしらの目的があると考えるのが当然だった。

　一ひと頻しきり考えたような仕草を見せた後、華恋がポツリと声を漏もらす。

「……取り敢えず、それは保留。考えてもわからないし、捕まえた後に聞く方が早いわ」

「でも、若竹は介かい入にゆうできないんだろ？　どうするんだ？」

　当初では、生徒会長の遠野焰がクロとわかれば世界恋愛統制機構の力を借りて水神島の戦力が介入してくる手はずだった。だけれど、それは困難になりつつある。

　華恋は息を吐はき出して応える。

「……そう、ね。取り敢えず今はこれまで通り動くしかないわ。若竹様も何とかしてみるって言ってたし。その間に、私たちは私たちで頑がん張ばるしかないわ」

「つまり、恋愛超越者を目指すってことですね。それなら、明日から絶好のイベントが始まるみたいですよ」

　藍葉が制服のポケットから折り畳たたんだ紙を取り出した。

　それを広げて見ると、そこには藍葉の言うイベントの内容が記き載さいされていた。

「恋れん、戦せん……？」

「はい。この恋戦学園を象徴づけるイベント・〈恋戦〉です。大まかなルールを説明すると、この学園のカップルによるバトルロイヤル。武装は授業で使った学生用恋愛武装を使って、一定以上の恋愛磁場ラブパワーを受ければ恋愛戦闘階級が一段階下がって脱だつ落らくになります」

「時間は、平日は講義終わりの十七時から日付を越えるまでか。休日は一日中。場所はこの恋戦学園の敷しき地ち内のあらゆる場所。期間は明日から四日間……って、ちょっと待て。明日って休日じゃないか。っていうことは、つまり──」

「──つまり、始まりは明日になった瞬しゆん間かんからってことね」

　勇也の言葉を引き取って、夕日が結論づけた。

　藍葉は紙を見ながら、

「恋戦ではポイント効率がとても良いらしいので、参加しない手はありません。ここで一気に稼かせげば、恋愛超越者になることだってできると思います」

「問題は、どうやって明日の始まりの瞬間を過ごすかってことか。まあ、でも、僕と藍葉が交こう互ごに見張りしとけば大だい丈じよう夫ぶか。こういうときは、一いつ緒しよの部屋で良かったと思えるな」

「そうですね、先せん輩ぱい」

「……え、ちょっと待って。二人とも同じ部屋なの？」

　そこで反応したのは、夕日だった。

　勇也は驚おどろきつつも、ぎこちなく頷く。

「ああ、そうだけど……知らなかったのか？」

「し、知らなかったよ！　だって、予習復習とか色々勉強しててそっちに気を取られてたから！　っていうか、駄だ目めじゃない！　と、年とし頃ごろの男女が一緒の部屋とか！」

「夕日、お前そういう知識をついに身につけたんだな……」

「なんでそこで感動するの!?」

　夕日が可愛かわいらしく怒おこるが、勇也にとっては当然の反応だった。少し前まで子供のつくりかたすら誤解していたのだ。その進歩に、勇也は涙なみだする。

　夕日はムッとした表情のまま、両りよう腕うでを組む。

「わ、わたしだって成長するんだからね、子供じゃないんだから！　秘密兵器も手に入れたし、そういう知識はちゃんと持っている良識的な大人なんだからね！」

「……秘密兵器？」

「そ、それについては、こ、答えられないというか秘密！　秘密にしておかないと秘密兵器じゃないでしょ！」

「……まあ、それはそうだな。よくわからないけど」

「と、とにかく！　話を戻すけど、年頃の男女が一緒の部屋とか絶対駄目だから！」

「じゃあ、どうすればいいんだよ？」

　そう言われても、勇也と藍葉に割り当てられた部屋は一つなのだ。

　勇也が言うと、夕日は名案を思いついたような顔で提案する。

「それなら、こうすればいいじゃない？　勇也くんと藍葉ちゃんは私の部屋で寝ね泊とまりするの。私が監かん視ししてれば問題ないでしょう？　恋戦でも教師の部屋にいてはいけないと書いてないし、問題ないんじゃない？」







　……どうして、こうなった。

　夕日の部屋。

　実用性だけを追求した簡素な部屋の中で、勇也は所在が見当たらず一人でそわそわしながら内装を眺ながめていた。

　部屋の主はここにはいない。バスルームで、藍葉と一緒に洗いっこをしているからだった。耳を澄すませなくとも、可愛らしい声が聞こえてくる。その声からバスルームの中を想像しないようにしながら、勇也はこうなった経けい緯いを思い出そうとこめかみを揉もんだ。

　結局、勇也たちは夕日の提案を受けることにした。

　元々、同室というのも良くないと思っていたからだ。

　だから、勇也と藍葉は進んで夕日の部屋を訪おとずれた──のだが、夕食後に、夕日が藍葉をお風ふ呂ろに誘さそったのだ。どうやら、久しぶりに洗いっこがしたかったらしい。藍葉は何度か断っていたが最終的には強ごう引いんに押し切られて、バスルームに引きずられていった。おかげで、勇也は藍葉と夕日の声を聞きながら悶もん々もんとする羽目になっていた。

　まさか、勇也のところまで声が聞こえてくると思っていないのだろう。

　女性陣じんの楽しそうな声がバスルームから響ひびいてくる。

「きゃっ！　あ、藍葉ちゃん、む、胸を揉まないでよっ！」

「……やっぱり、この胸はいつ見てもおかしいですよね。いったい何を食べたらここまで大きくなるんですか？　というか、前よりも大きくなってません？」

「この間、測ったときは確かに大きくなってたけど……や、やんっ！　あ、藍葉ちゃんそこ駄目だってば！　も、もう！　そういうつもりなら、わたしだってやり返すからね！」

「ん、んっ！　ゆ、夕日さんやめてくださいっ！　泡あわでヌルヌルってなってて……や、やっ、そ、そこ駄目ですってば！」

　……聞こえない。自分は何も聞こえてない。

　頭の中で念仏を唱えながら、勇也は何とか煩ぼん悩のうを振り払はらおうとする。

　だが、それでも耳には鮮せん明めいに声が聞こえてしまって念仏を唱えるのを止やめた。

　無理だ、これなら本でも読んでいた方がマシである。幸い、夕日の部屋の本ほん棚だなにはずらりと本が詰つまっていた。これだけあれば、自分にも読める本が一つはあるだろう。

　勇也はバスルームの方を向くことなく、声を張り上げる。

「おーい、夕日！　お前の本棚の本、読んでてもいいかー？」

「うん、いいよー。好きに読んでてー…………って、ちょっと待って、本棚？」

　夕日が何かに気づいたように声を漏らすが、勇也はさして気にしなかった。

　許可を貰もらったために、勇也は本棚へと手を伸のばして一冊取り出す。

　と、そこで。勇也は本棚の奥に隠かくすように何かが置かれていることに気づいた。

　いったい何だろうか。ほとんど無意識に手を伸ばす──が、勇也がそれを手にすることはできなかった。

「だ、駄目──ッ！　それだけは駄目！　本棚の奥のだけは見ちゃ駄目なのっ！」

「えっ？」

　ドタタッ！　足音を盛大に響かせながら、夕日が勇也のいる部屋に飛び込んで──勇也を押し倒たおしてきた。夕日の予想外の行動に、呆あつ気けなく組み伏ふせられる。床ゆかに打ち付けた頭を押さえながら、勇也は顔を上げて。

「っ」

　見る。

　視界の全面に湯気を纏まとう肌はだが広がっていた。特大メロンサイズほどもありそうな柔やわらかい二つの膨ふくらみが、勇也の胸むな板いたに押し潰つぶされて面積を広げる。肉付きのよい太ふと股ももが勇也の股またの付け根に押しつけられる。夕焼け色の髪かみが頰ほおに触ふれて、滴しずくがポタリと垂れ落ちる。
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　それが、夕日の裸ら体たいと気づいたときには、勇也は慌あわてて顔を逸そらしていた。

「ちょ、ちょっと、夕日どうしたんだよ！　急に押し倒してきて──」

　しかし、勇也はそれ以上の言葉を紡つむぐことができなかった。

　単純な理由。夕日の突とつ貫かんの衝しよう撃げきで、先程の本棚の奥に隠されていた物が目の前に転がり落ちてきたからだ。それは、パソコン用のゲームソフトだった。だが、何故か箱がやたら大きい割に中身はディスク一枚だけである。

　そして、そのゲームのタイトルとは──




《こどものつくりかた　～教師と生徒の禁断の関係～》




「…………なんだ、これ？」

　……意味がわからない。いったい何なのだろうか、これは。

　ゲームのディスクが入っていた箱には、美人の女教師と幼い少年が教室を背景として描えがかれていた。しかも、一目でそういう内容であるとわかるような構図になっている。具体的に言えば、女教師が少年の後ろから抱だきついてズボンの中に手を入れていた。

　勇也が怪け訝げんな表情をしていると、夕日が全ぜん裸らのままわたわたと手を動かす。

「ち、違ちがうの！　ゆ、勇也くん見ないで！」

「お、おい、夕日！　み、見えてる見えてる！　前を隠せって！」

　なんで、ゲームの方を隠そうとするんだよ！　大事なところ、丸見えだぞ！

　そのとき。

　勇也が夕日の全裸を指し摘てきしていると、藍葉が割り込んできた。

　藍葉はバスタオルをしっかりと身体からだに巻き付けたまま、跳ちよう躍やくして。

「──なに、全裸でいちゃコラしてるんですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「──僕のせいじゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　ゲシッ。藍葉の蹴けりが見事に勇也に炸さく裂れつし。

　勇也は吹ふっ飛とばされながら、内心で理り不ふ尽じんさを呪のろった。







「……で。なんで、夕日はこんなゲームを持ってるんだよ？」

　一通り騒さわいだ後。

　勇也は椅い子すに座って両腕を組んだ状態で、正座した夕日を見下ろしていた。

　勇也の問いかけに、夕日はもにょもにょと唇くちびるを動かす。

「……こ、子供のつくりかたとか恋れん愛あいについて勉強しようと思って」

「できるわけないだろ！　これ、所謂いわゆるエロゲーってやつじゃないのか!?」

　っていうか、お前が言ってた秘密兵器ってこれかよ！

　勇也が叫さけぶと、夕日は唇を尖とがらせて反論する。

「だ、だって、こんなゲームだと思わなかったんだもん！　水神島で管理サーバを漁あさっていたときにはただの教材用のゲームだと思っていたから……」

　なるほど。夕日は自主的に子供の作り方や恋愛を勉強しようと思って、水神島が管理するサーバの中で教材を探していたのだろう。だが、それは現在では禁止されている二次元作品を管理していたサーバで。選よりにも選って、タイトルだけでその中の一つを取り寄せてしまったのだろう。

　でも、それならさっさと処分すれば良かったのに。

　そんな目で見ていると、夕日はその思考を読み取ったのかボソボソと言う。

「わ、わたしだって、早く処分しようと思ったけど……どうやって、処分していいかわからなくて。下手なところに捨てると、誰だれかに見つかるかもしれないし」

「だから、本棚の奥に隠していたんですね……」

　夕日の行動が腑ふに落ちたのか、藍葉が呆あきれたように声を漏もらした。

　だが、それなら、このゲームはもういらないはずだ。捨ててもいいだろう。

　勇也はゲームへと手を伸ばしながら言う。

「じゃあ、このゲームは僕が処分しておくから……って、おい、夕日さん？　なんでゲームから手を離はなそうとしないんだ？」

「そ、それは、も、もう、ちょっとだけ勉強しようかなぁと思って……」

「夕日さん!?」

「ち、違うのよ？　断じて、え、エッチなことにちょっと興味があるとかそういうわけじゃなくてね？　ほ、ほら、ここは恋愛至上都市だから何が起こるかわからないし。教師と生徒の恋こいの参考になるかもしれないじゃない？」

「なるわけないだろ！　これ、ただのエロゲーだぞ！」

「エロゲーは人生の教科書だよ！　偉えらい人が言ってたもん！」

「とんでもないこと言い出したぞ、こいつ！」

　危ない宗教に嵌はまったかのような発言をする夕日に、勇也は思わず叫んだ。

　だが、ゲームを渡わたすつもりはないらしい。ひしっと抱だき締しめて、夕日はこちらの視線から隠そうとする。完全にこのゲームにど嵌まりしていた。

　けれど、この時代ではこういったゲームは所持しているだけで逮たい捕ほされるかもしれないのだ。夕日のそんな姿なんて見たくない。何とか説得するために、勇也は夕日の目線に合わせるように腰こしを落とす。

「な、なあ、夕日。そうは言っても、お前も駄だ目めなのはわかってるだろ？　だからさ、ほら、そのゲームを渡してくれよ。代わりにできることならするからさ」

「代わりにできること……？」

「ああ。別のゲームで一いつ緒しよに遊んだり、買い物に付き合ったりとかならできるからさ」

「……じゃ、じゃあ、添そい寝ねは？」

　ゲームをやっていた時間の埋うめ合わせで。そういう意味で言ったつもりだったが、夕日が恐おそる恐る口にしたのはまさかの添い寝だった。

　勇也は躊躇ためらうが、夕日の瞳ひとみには強い不安の色がチラついていた。これを断ると、もっと泥どろ沼ぬまに囚とらわれることになってもおかしくない。

　覚かく悟ごを決めると、勇也はぎこちなく頷うなずく。

「あ、ああ、それでいいならやるぞ」

「え、本当!?」

「はぁ!?　先せん輩ぱい何言ってんですか!?」

　予想外の返答だったのか藍葉が叫ぶが、勇也は言い訳するように彼女の耳元で囁ささやく。

「し、仕方ないだろ。エロゲーやってて捕つかまる夕日なんて見たくないだろうが」

「そ、それはそうですけど……な、なら、藍葉にもやってくださいっ。先輩と夕日さんがいちゃいちゃしている間、藍葉気まずいですし。それに一緒にやったら、恋愛戦闘階級の昇しよう格かくにも貢こう献けんできるじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……でも、なんでお前も一緒に」

「嫌いやなんですか？」

　上うわ目め遣づかいにそう言われれば、断ることなんてできるわけもない。

　面めん倒どう臭くさくなって、勇也は考えることを放ほう棄きする。

「あー、もうわかったよ！　やればいいんだろ！　一人だろうが、二人だろうが、僕が添い寝してやるよ！　何が嬉うれしいんだかさっぱりわかんねーけどな！」




　そうして。

「ふふふ、勇也くんの匂においがする。こういうことするの久しぶりだね。大きくなってからは、勇也くん恥はずかしがってあんまりさせてくれなかったから……」

「ちょ、ちょっと、夕日さん近づきすぎですよ！　一応、先輩の相方は藍葉ってことになってるんですから。教師の夕日さんは出しゃばりすぎないでくださいっ」

　夕日の部屋にあったベッドの上。

　そこで勇也を真ん中にして、三人は川の字で寝ていた。元々、ベッドがセミダブルであったために三人が横になる幅はばはほとんどなかった。無理矢理詰めて寝ているせいで、勇也の身体のあちこちが藍葉と夕日に触れていた。勇也の両手は彼女たちの太股に挟はさまれているし、足は絡からみ合っている。髪が頰をくすぐり、お風ふ呂ろ上がりの良い匂いが漂ただよってくる。

　夕日はこちらを上目遣いに見てきて、小声で囁いてくる。

「ね、ねぇ、勇也くん頭も撫なでてくれないかな？　げ、ゲームの中であったからちょっと興味があって……」

「はいはい、わかったよ」

　勇也はもう考えることを止やめていた。そうでもしないと、この甘くて魅み惑わく的な状じよう況きようにどうにかなりそうだったからだ。彼女たちのお願いをひたすらに叶かなえる機械になったかのように、勇也は実行し続ける。

　勇也が夕日の頭を優やさしい手つきで撫でると、くすぐったそうに身体を捩よじらせた。夕日は口元を綻ほころばせて頰をすりすりと擦こすってくる。その姿を見て、藍葉はむぅーと唸うなって強ごう引いんに勇也の手を引っ張って頭に誘ゆう導どうする。

「ほら、先輩も藍葉の頭を撫でてくださいっ。……えへへ、先輩なかなか上手ですね」

「はいはい、ありがとよ」

　二人に手を止めることを許されずに、勇也は彼女たちに尽つくす。

　だが、視界に映る藍葉と夕日の表情はとても幸せそうなもので。

　こんなことが彼女たちのためになるならば、それはそれでいいかと思い直して、日ひ頃ごろの感謝も伝えるつもりで、勇也は口元を緩ゆるめながら彼女たちの要望を聞き続けたのだった。







　……いつの間にか、寝てしまっていた。

　欠伸あくびをすると、勇也はむくりと起き上がった。隣となりでは藍葉が腕うでにしがみついていた。けれど、夕日がいない。ベッドの上から首を動かして見回すと、夕日はすぐに見つかった。

　窓沿いに設置にされたソファ。

　夕日はそこに座って静かに夜空を眺ながめていた。

　勇也の視線に気づくと、夕日は手招きして自分の隣を指差す。勇也は素直にそれに従って彼女の隣に腰を下ろした。

　夜空では満月が皓こう々こうと輝かがやいていた。だが、勇也には何故なぜかその月が綺き麗れいに思えなかった。

　夕日が隣で囁くように言う。

「何だか久しぶりだね、こうやって二人きりでゆったりするの」

「そうか？　保健室のときがあっただろ？」

「あのときは、勇也くんのことが心配でそれどころじゃなかったから」

　言って、夕日が身体を傾かたむけて頭を勇也の肩かたにのせてきた。

　夕焼けの色の髪かみの毛先がふわりと広がって、首筋を撫でる。

　夕日は月を眺めながら目を細める。

「噓うそみたい、勇也くんとまたこうやって過ごせるなんて。水みず神がみ周防すおうのところにいるときは想像もできなかった。全部、勇也くんのおかげだよ」

「……いや、それは違うよ」

　それには素す直なおに頷けずに、勇也はゆったりと首を横に振ふった。

「僕だけの力じゃない。蒼あお宮みやが隣にいたからだ。あいつがいなきゃ絶対に無理だった。夕日を魔ま族ぞく化から解放することも、夜宵を倒たおすことも。それだけは断言できる」

「……勇也くんは変わったね」

「え、そうか？」

「うん、変わったよ。前は、藍葉ちゃんのおかげだなんて絶対に認めなかったし」

　微笑ほほえんで言って、夕日はうーんと背せ伸のびをする。

「……あーあ、やっぱり嫉しつ妬としちゃうな。お互たがいそうやって信しん頼らいし合って」

「今も昔も、夕日のことは信頼してるよ」

「うん、知ってる。でも、信頼だけってことも知ってる」

「それはどういう……」

　勇也は首を傾かしげるが、夕日がその台詞せりふについて解説することはなかった。

　代わりに、こちらを優しい眼まな差ざしで見やってきて。

「ねぇ、勇也くん。──全部終わったら、わたしと一緒に数年間旅行に行かない？」

「え……？」

「旅行だよ、旅行。勇也くんと一緒ならどこでもいいけど、最初は南の島とかに行ってみたいかも。で、そこでいっぱい遊んで、お金は現地で働きながら稼かせいで。そうやって、数年かけて世界各地を旅行して回るの。どうかな？」

「それは……楽しそうだな」

　夕日との旅行を想像して、勇也は声を漏らした。

　ああ、そうだ。きっと楽しいに違ちがいない。神前塾から解放されて、夕日と一緒に穏おだやかに過ごしていたかつての生活。あの日々が手に入るなら何を差し出したって惜おしくない。

　そのはずだった。だが、そうとは答えられなかった。

「……でも、ごめん。それにはついていけない」

　視界の端はしに藍葉が映る。彼女はベッドの上で寝ね息いきをたてていた。

　勇也は困ったように笑う。

「凄すごく行きたいんだけど、でも、無理だ。叶えたい夢があるから」

「夢……？」

「ああ、凄く馬ば鹿か馬ば鹿かしくて──だけど、大事な夢。僕がここまで何とか頑がん張ばってこれた理由。それを、ある奴やつと約束しちゃってさ。そいつはもう忘れちゃってるかもしれないけど──でも、どうしても叶えたいんだ。そのおかげで今の僕があるから」

　それが、彼女への唯ゆい一いつの恩返しだと考えていた。ここまで引っ張り続けてくれた彼女への。諦あきらめるなと𠮟しつ咤たしてくれた彼女への。

　曖あい昧まいな言葉だらけだったが、夕日はそれである程度察しをつけたようだった。

　どこか悲しそうに微笑んで、夕日は言う。

「……そっか、それなら仕方がないね」

　相も変わらず、夜空には満月が浮うかんでいた。

　完かん璧ぺきで、芸術品のような美しさを持つ月。

　だが、勇也は最後までそれが美しいと思えど綺麗だとは思えなかった。




　　　　◇




《なるほど、もう水神島の戦力が〈恋愛強者〉まで昇格してきたか》

「ええ、なので計画を早めます。後は手はず通りに」

《承知した。では、生徒たちの優先回収リストを送信しておく》

　その言葉と同時に、遠野焰の携けい帯たい端たん末まつにドキュメントファイルが送られてくる。その受信を確かく認にんすると、焰は携帯端末をスリープ状態にして辺りを見回した。

　生徒会室。

　そこに、生徒会の役員たちがずらりと集まっていた。

　間もなく日付を越こえるというのに、緊きん急きゆう招集に役員の生徒たちは応こたえてくれていた。

　この学園の生徒たちは誰だれ一人として──もちろん、黒峰勇也たちを除けばだが──焰が神前塾の一員であることを知らない。そもそも、神前塾という組織すら認知していないだろう。とにかく、その例に漏もれず、生徒会のメンバーも焰が一回たりともいちゃいちゃせずにこの生徒会長の席に座っていることは知らなかった。

　書記の男子生徒が手を挙げる。

「遠野様、どこへご連れん絡らくされていたのですか？」

「なに、ただの知人ですよ。気にしないでください──それで、状況は？」

「極きわめて順調です」

　焰が訊たずねると、副会長の女子生徒が眼鏡を持ち上げて答えた。

「目標──黒峰・蒼宮カップルは既すでに捕ほ捉そく済みです。教師の部屋に隠かくれるという姑こ息そくな手を使ってきましたが、問題ありません。恋れん戦せん開始と同時に仕留めることができます」

「配置人数は？」

「恋愛超越者の中でも最高ランクのカップル、十五組です」

「全然足りません。その十倍は用意してください」

「えっ？」

　焰がそう指示すると、副会長の女子生徒は大きく目を見開いた。

　次いで、勇也と藍葉の名めい簿ぼを馬鹿にしたように見やって、その女子生徒は言う。

「お言葉ですが、遠野様。こいつらは恋愛強者ですよ？　この間の恋愛祭で偶たま々たま一位になれたようですが、一いつ般ぱん的な指標である恋愛階級はＡランクにすら達していません。恋愛超越者のカップル十五組でさえ、本来は不要だと思いますが」

「あの二人をそこら辺のカップルと一いつ緒しよにしないでください。百五十組のカップルを用意しても、倒せれば運が良い方です」

「ははっ、いくら何でもそんな馬鹿な──」

「とにかく、よろしくお願いしますね。では、解散。各自〈恋戦〉に備えてください」

　焰は一方的に告げて、生徒会室にいる生徒たちに背を向けて部屋から出る。

　廊ろう下かの窓からは、皓々と闇やみ夜よを照らす月が見えた。だが、ゆっくりと雲の向こうに隠れていって都市の闇が深まっていく。

　それを一いち瞥べつすると、焰は凶きよう暴ぼうな笑みとともに独り言を口にする。

「さあ、俺たちもそろそろ計画を始めましょうか」




　　　　◇




「遠野様はあのように言っていましたが、問題ないでしょう。事前の打ち合わせ通り、恋愛超越者のカップル十五組で黒峰勇也・蒼宮藍葉カップルを仕留めます」

「「「了りよう解かい！」」」

　生徒会室。

　副会長の女子生徒がそう指示すると、生徒たちは異論がないと言いたげに頷うなずいた。

　同様の内容を待機させている恋愛超越者のカップルたちにも連絡する。恋戦開始まで残り十分。配置は事前の打ち合わせ通りに完璧。蟻ありの這はい出る隙すきもない。黒峰勇也と蒼宮藍葉がこの布ふ陣じんを前にして、どうにかできる可能性なんて皆かい無むに等しいと信じていた。

　そうして、ついに日付が変わり──恋戦が開始する。

　刹せつ那な、副会長の女子生徒は通信機に向かって鋭するどい声を発していた。

「行きなさい！　遠野様はそいつらの敗北をお望みよ！」

《《《了解ッ！》》》

　最高のいちゃいちゃで頂点に登ったと言われる生徒会長・遠野焰。

　全生徒の憧あこがれの対象であるその名前に歓かん喜きして、生徒たちは神代夕日の部屋を一いつ斉せいに襲おそう。その一部始終を、副会長はその場にいる生徒の携帯端末を通して見ていた。学生用恋愛銃ラブ・ガンから弾だん丸がんが次々と放たれ、窓ガラスを割って部屋の中を滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あらした。トドメを刺さすように、恋愛超越者のカップルが五組ほど部屋に飛び込んで。

　──次の瞬間、その五組のカップルが部屋から吹き飛ばされた。

　戦せん闘とう不能。恋愛戦闘階級が一段階下がってしまう。たった数秒で、学園最さい高こう峰ほうのカップルが五組も脱だつ落らくしてしまった。

「…………はっ？」

　意味が、わからない。何が起きたかさえ理解することができなかった。だが、その間にも画面では次々と用意したカップルが敗退してしまう。そうして、画面に現れたのは件くだんの黒峰勇也と蒼宮藍葉だった。

　傷を負っている様子はない。つまり、無傷で先さき程ほどの襲しゆう撃げきをやり過ごして反撃したのだ。

「……そんな馬鹿な」

　震ふるえる声で紡つむぎながら、副会長は脳のう裏りでは先程の焰の台詞せりふを思い出していた。

　──あの二人をそこら辺のカップルと一緒にしないでください。百五十組のカップルを用意しても、倒せれば運が良い方です。

　まさか、まさか、でも──本当にそうなのか？

　副会長は背筋にかつてないほどの寒気を感じて、通信機に半はん狂きよう乱らんで命令する。

「生徒会派は閥ばつの全生徒に命じます！　目標は黒峰勇也・蒼宮藍葉！　全員でこの二人を叩たたきなさい！」

　その直後。カメラに恋愛磁場の弾丸らしき影かげが直撃し、二人を映した画面は真っ暗になったのだった。







[image: 第五章　恋戦開始]




　恋れん戦せん開始、五時間経過。大型ショッピングモール内部。

　勇ゆう也やと藍あい葉はは迷めい路ろのような建物内を駆かけ巡めぐりながら、襲いかかる生徒たちを次々と退けていた。まるでこの学園の生徒が全員敵に回ったかのような光景。それだけではない。何者かが裏で指揮を執とっているのか、適当に走り回っても必ず補ほ捉そくされている。

　アパレルショップのマネキンの陰から飛び出してきた生徒を、勇也は学生用恋愛剣ラブ・ソードで切り伏ふせながら叫さけぶ。

「おい、どうなってんだよ！　僕たち大人気すぎないか!?」

「どうやら派は閥ばつなどで徒党を組んでいるようです！　まだ日が浅い藍葉たちにとっては縁えん遠どおい世界ですけど！　取り敢あえず、隣となりの校舎の中に行きましょう！」

「了解！」

　藍葉の言葉に賛同すると、勇也は吹き抜ぬけになっている空間を利用して二階から一階へと飛び降りた。真下にはインテリアショップ。ソファをクッション代わりにして転がりながら着地すると、勇也はこの建物と内部で繫つながっている校舎へと駆け込んだ。

　校舎の廊下を走っていると、狙そ撃げきされて近くの窓ガラスが立て続けに割れていく。勇也と藍葉は廊下の上をスライディングして、教室の中に滑すべり込んだ。

　そこは、家庭科室だった。

　進入するや否いなや敵がいないことを確認して、勇也は扉とびらの側そばの壁かべに背中を押しつけた。

　次いで、恐おそる恐る扉から顔を出して廊下の左右を窺うかがうと、続々と校舎に生徒が流れ込んでいるようだった。その数、カップル二十組。戦力的には問題ないが、この校舎に立てこもるのも勘かん弁べんして欲しかった。

　反対側の扉で同一の格好をしながら、藍葉が作戦を提案する。

「次の拠きよ点てんに移りましょう。この校舎の屋上からなら、建物の屋上をジャンプして渡わたっていけるはずです。そうすれば、地上の敵は無視できます」

「屋上まではどうやって？」

「それは強きよう行こう突とつ破ぱですね。まあ、でもいつも通りですよ。先せん輩ぱいが前衛で、藍葉が後衛。大だい丈じよう夫ぶです、魔ま王おうを倒たおした藍葉たちが学生四十名程度に負けるわけもありません」

「それもそうだな」

「じゃあ、それで。恋愛磁場ラブパワー、補給してもいいですか？」

　藍葉の視線に、勇也は頷いて両りよう腕うでを広げる。

　すると、藍葉が勢い良く勇也に抱だきついてきた。背せ伸のびして頰ほおをすりすりと擦こすり合わせてくる。時間にして僅わずか一分。だけれど、恋愛磁場はそれで満タンになっていた。

　藍葉が最後にチュッと唇くちびるで頰を啄ついばんで名残なごり惜おしそうに離はなれる。それを見ながら、勇也は真っ赤にした顔を逸そらした。最近、藍葉は容よう赦しやがない。正直、反応に困っていた。

「では、行きましょうか」

「ああ、そうだな──行くぞ！」

　鋭く声を発すると、勇也は廊下へと躍おどり出た。

　廊下の反対側で待機していた生徒たち三人が恋愛剣で一気に襲いかかってくる。勇也は落ち着いた所作で躱かわすと、スピードを緩ゆるめることなく一呼吸で三人を斬きった。他の生徒たちが恋愛銃ラブ・ガンを廊下の奥で構える。しかし、それが発はつ砲ぽうされるよりも前に、藍葉が勇也の背後から銃じゆう弾だんを叩き込んだ。絶ぜつ妙みように加減された三発の弾丸は、生徒たちを戦闘不能へと追いやる。その間、勇也も藍葉も足を止めていない。

　二人は屋上へと繫がる階段を駆け上がりながら、出会う敵を間かん髪はつ入れずに撃破する。

　そうして、屋上の鉄てつ扉ぴを蹴け破やぶって──

「っ」

　気持ちよい朝の陽光をたっぷり織り込んだ風が、勇也の頰を撫なでる。

　屋上からは、恋れん戦せん学園の景色が一望できた。

　港の向こうの海からは太陽が半分顔を出している。そして、港に停とめられた船の近くでは、見慣れない黒服の男たちが何故なぜか大勢出で揃そろっていた。

「…………？」

　遠くからでも黒服の男たちから感じる不気味さに、勇也は眉まゆをひそめる。

　恋戦学園は基本的には教師と生徒たちしか立ち入ることが許されていない楽園。果たして、あのような男たちが恋戦学園に乗り込むことができるのだろうか──

　しかしながら、勇也がそちらに脳内のリソースを割さけたのはそこまでだった。

　屋上に生徒が雪な崩だれ込んでくる。その光景に、勇也は屋上のフェンスを越えて隣の建物に飛び移った。藍葉も同様に後をついてくる。

　それから、勇也と藍葉は再び都市の中を駆け巡り始めた。




　　　　◇




　何かがおかしい。

　夕ゆう日ひが異変に気づき始めたのは、恋戦が開始されて五時間後──奇くしくも、勇也が黒服の男たちを屋上でちょうど見かけた頃だった。

　恋戦における教師の役割は至って単純。戦闘不能となった生徒たちを安全地帯に連れて行くことだ。そのための人員が増やされているということも聞かされていた。だから、黒服の男たちもその増員された人々なのだろうと勝手に思っていた。

　戦闘不能の恋愛弱者レツド・ワン──つまりは、恋愛剝奪者レツド・ゼロの生徒たちを見かけるまでは。

　この学園では恋愛剝奪者となった生徒たちは問答無用で退学になり、強制的にこの島から追い出される。それは知っていたが、黒服の男たちは恋愛剝奪者の生徒たちをまるで連行するかのように無理矢理引きずっていたのだ。

　明らかに、生徒相手にする行こう為いではない。

　そこで黒服の男たちに違い和わ感を覚えて、夕日は単独で尾び行こうしているところだった。

　男たちは夕日の尾行に気づいていないのか、昏こん倒とうさせた生徒を肩かたに担かついで歩いて行く。

　やがて、彼らが辿たどり着いたのは恋戦学園の中でも人ひと気けのない寂さびれた港だった。

　そこに停てい泊はくしている船に、黒服の男たちは生徒たちを放ほうり込んでいく。生徒たちは全員縛しばられ、助けを呼べないようにされている。その光景は紛まぎれもなく誘ゆう拐かいそのものだった。

　夕日が近くの建物の壁に張り付いて窺っていると、港で見張っている男たちが煙草たばこを吹かしながら会話をする。

「毎度毎度思うが、こんな大だい胆たんなことをやっていてもよくバレないよな」

「それだけ、恋愛剝奪者がいなくなっても誰だれも気にしないってことさ。世界自体が必要としていないからな。でも、その一方で、必要としている組織もある。だから、俺たちの仕事が成立するわけだ」

「ふーん、そういうことね」

　黒服の男たちが──その男たちが所属する組織とやらが、何をしているのか大体見当がついて、夕日は男たちの前に姿を現した。

　黒服の男たちが、夕日の出現に身構える。

「な、何者だ、お前！」

「この学園の教師です。見たところ、あなたたちはこの島に歓かん迎げいされざる方々のようですが。武器を地面に置いて、生徒を解放してもらえますか？　そうすれば殺しはしません」

「お、おい！　教師にバレたぞ！　あの女を殺せ！」

　夕日の忠告を無視して、リーダー格の男が周囲に命じて武器の使用を許可した。

　恋愛銃が発砲され、多数の弾丸が迫せまる。だが、夕日は退たい屈くつそうにそれを見やっただけだった。密ひそかに装備していたただの警棒を腰こしから取り出すと、目にも止まらぬ速さでそれを振ふるう。警棒に当たって軌き道どうを変えられた弾丸は夕日に触ふれることすらなく、背後に逸れていった。爆ばく発はつ。煌こう々こうと燃え上がって、港を余計に明るく照らす。

　ただの警棒で、恋愛銃の弾丸を防いだ。

　その事実に絶句している男たちに対して、夕日は不思議そうに繰くり返す。

「えーっと、早く投降して生徒たちを解放してもらえませんか？　たぶん、何度やっても無む駄だだと思いますよ。お互たがい時間の浪ろう費ひは人生において好ましくありませんから──」

「うるせええええ！　相手は女一人だぞ！　みんなで襲おそいかかれば勝てるはずだ！」

「あなたたちの論理が全然理解できないんだけど。女かどうかって関係あるの……？」

　夕日は首を傾かしげるが、そんな疑問は彼らには届いていないようだった。

　男たちは恋愛剣を片手に振り回して襲いかかってくる。だが、恐らく訓練も何も受けていないであろうその動きは当たる方が難しかった。相手が剣けんを一度振る間に、夕日はその十倍はお見み舞まいする。丁てい寧ねいに四し肢しの骨を折っているので、再び動くのは困難なはずだ。

　それから数分後には、男たちは地面に突つっ伏ぷしていた。

　全員が足や腕うでを押さえながら苦く悶もんの声を漏もらしている。再び立ち上がって、夕日に反はん抗こうしようとする者はいなかった。

　それを見届けると、夕日は生徒たちを解放しようと船へと向かって。

「っ！」

　ゾクッ。本能が身に迫る危険を警告する。それを感じ取ったときには、夕日は地面の上を転がってその場から離れていた。同時に、腰から恋愛剣を取り出して起動していた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、夕日が先さき程ほどまでいたところが爆発して吹ふき飛んだ。

　視界が爆ばく煙えんで包まれる。

　そうして、それを切り裂さいて現れたのは──

「……遠とお野の、焰ほむら」

　夕日が真正面から見み据すえてその名を紡つむぐと、焰は真っ赤な三日月を口元につくった。

　爆煙が風に吹き飛ばされると、焰が立つ中心地にはクレータができ上がっていた。それを作った力は明らかに恋愛磁場ではない。夕日にとって馴な染じみ深い力である魔力だ。

　夕日は初めて戦せん闘とう態勢を取って、恋愛剣の切っ先を焰へと向ける。

「初めまして、遠野焰。遠回りな会話は無益だから、単刀直入に行きましょう。恋愛剝奪者の生徒を誘拐しているのはあなたたち神しん前ぜん塾じゆくね」

「流石さすが、神かみ代しろ先せん輩ぱい。もしかして、目的の方もわかっていますか？」

「目的は、魔ま族ぞく化実験の手て駒ごまを集めるため。理由は彼らは絶望しやすいから。恋愛剝奪者である彼らは世界に必要ないと見捨てられ、最初から絶望しやすい気質を持っている。その絶望は魔族化にとって非常に有益だからよ」

　言って、夕日は苦しそうに顔を歪ゆがめる。

「だから、あなたはこの学園に潜もぐり込んでいた。神前塾は魔族化実験のための素材をいつだって探していたから。その条件にここは打ってつけだったのよ」

　恋戦学園で強制退学になれば、その行方ゆくえを気にする者は限られてくる。

　故郷に帰らずとも、退学となり両親に合わせる顔がないから失しつ踪そうしたという理由が使える。神前塾はそこを利用したのだ。

「やっぱり凄すごいですね、神代先輩は。でも、少しだけ間ま違ちがえていますよ。彼らを俺たちの組織にスカウトしたのはそれだけじゃない。恋愛至上主義の世界にうんざりした、俺たちの同志だからですよ」

「それはどういう……」

「こういうことですよ」

　焰が嗤わらって指を鳴らすと、彼の背後から次々と生徒が現れた。

　彼らは全員この恋戦学園の制服を着ていたが、その胸むな元もとにハートマークはない。それが示す意味は、彼らは全員が恋愛剝奪者であるということだ。恐おそらく、随ずい分ぶん前に強制退学させられた生徒たちなのだろう。

　その数、およそ五十名。

　恋愛剝奪者である生徒全員が口を揃そろえて、その呪じゆ文もんを口にする。

「「「──〈因子解放〉」」」

　次の瞬しゆん間かん、生徒たちから莫ばく大だいな魔力が放出された。たったそれだけで地面が砕くだけて暴風を生み出した。彼ら自身が台風の中心であるかのように、立つのさえ困難な風が吹き抜ぬけて周囲の建物の壁かべを傷つけていく。

　あまりの暴風に、夕日は一瞬だけ目を瞑つぶってしまう。

　そして、再び見開いたときには、周りには三人の生徒がいつの間にか出現していた。

「くっ」

　夕日は咄とつ嗟さに距きよ離りを取ろうとするが、そうはさせてくれなかった。生徒二人が夕日の腕を摑つかんで離り脱だつを阻そ止しする。次いで、三人目が拳こぶしに眩まばゆい漆しつ黒こくの魔力を一点集中させると夕日に向かって放って。

　──ゴウッッッッッッッッッッッッッ！

　盛せい大だいな音を響ひびかせながら、夕日は地面の上を何度もバウンドして壁に激げき突とつした。壁に放射状に亀き裂れつが入って崩くずれ落ちると、夕日は喀かつ血けつする。半魔族化した身体からだでなければ、今の一いち撃げきで死んでいたところだった。

　夕日は震ふるえる足で立ち上がり、五十人の生徒たちを眺ながめる。

　この生徒たち全員が魔族を魔族たらしめる〈魔族因子〉──それも、最上位の〈魔王の因子〉を有している。しかも、勇也と藍葉が二人で全力を尽つくして倒たおすことに成功した夜や宵よいとほとんど同じレベルで。一人として倒すことができない今の夕日にとっては、三人を相手取るなど不可能に近かった。

「どうです、神代先輩？　〈人工魔王化計画〉の成果物──〈贋作魔王デザイナーズ〉は？　本物には遠く及およばないかもしれませんが、これでも中々のものでしょう？」

「……なんて悪あく趣しゆ味みな。これだけの力を集めてどうするつもり？」

「世界に終末をもたらします。恋愛終末戦争を。そのための人員を、今日ここで全すべて攫さらっていく。そして、神代先輩。あなたにはまだ利用価値があります。魔王の母体としての価値が。だから、俺たちと来てもらいますよ」

「それで、はいそうですかって行くと思う？　確かに今のわたしじゃ手も足も出ないかもしれないけど、時間稼かせぎぐらいならできるよ」

「それは厄やつ介かいですね。こちらにも段取りというものがあるので、あなたに時間はあまりかけられないんですよ。まだ大本命が残っているので」

「……大本命？」

「ええ。だから、神代先輩、俺が直じき々じきに力を使ってあげます」

　言ってから、焰が一歩前に足を踏ふみ出した。

　夕日は今度こそ一瞬も見み逃のがさないように全神経を総動員して集中する。だが、夕日の目をもってしても、焰の実力は全く読めなかった。それどころか、彼から溢あふれる魔力が際限なく増えていく。

　そうして、焰は肩の高さまで右みぎ腕うでを持ち上げると横に振り。

　宣言する。

「因子解放：能力宣言オーバーロード」




「──〈虚フエ構イク強・エン化ハンス〉」




　瞬間、焰を取り囲む贋作魔王たちの魔力が爆発的に底上げされた。強制洗脳による能力限界の突とつ破ぱ。彼らからの圧力が増し、地面の亀裂が周囲に広がっていく。本能が危険を訴うつたえているせいか四肢が震え、夕日は引きつった笑みをつくる。

「固有、能力……ッ!?」

　焰が何をしたのか、夕日はその一瞬で把は握あくして声を漏らした。

　夕日は一時的に魔王の力を手に入れたことがある。だが、それは莫大な魔力と魔族全体の能力である〈結けつ晶しよう化〉だけである。魔族の頂点に立つ魔王たる固有能力までは、獲かく得とくすることはできなかった。

　それは、同様の因子を植え付けられた夜宵もだった。

　だというのに、この少年はそれを既すでに獲得していたのだ。その危険度は魔王だった自分の比ではない。何故なら、彼の配下が一人増えるだけで戦力は爆発的に増加するからだ。

　だけれど、裏を返せば今はまだそれだけ。

　焰自身の能力はそれほどではない。そう確信すると、夕日は全力で地を蹴けって焰との間合いを潰つぶして突きを放った。たとえ、無む謀ぼうだとしても、今ここでケリをつけなければならない。そうでもしないと、手がつけられなくなってしまう。

　しかし。夕日の考えなど見み透すかしたように、焰は嗤う。

「まあ、そう来ますよね。でも、それは焦あせりすぎですよ、神代先輩？　誰が固有能力は一つと言いましたか？」




「因子解放：能力宣言──〈魔王徴収アブソーブ〉」




　二つ目の──固有能力!?

　魔王の二つ目の能力。

　配下の能力強化と対ついを成す、配下からの能力徴ちよう収しゆう。

　それを使用することで、焰に贋作魔王たちの力が集められる。その数は周囲の僅わずか数人だけ。けれども、それで魔力量が桁けた違ちがいに増加した。それに合わせて、焰が真しん紅くの結晶に包まれて、結晶は服のように変化する。

　それは、真紅のローブだった。

　それを優ゆう雅がに身に纏まとい、焰は煌々と輝かがやく真紅の魔力を拳に集めて。

「──取り敢あえず、これ以上ウロチョロされるのは目障りなのでジッとしててください」

　ガッッッッッッッッッッッッ！

　焰が振り下ろした拳が、恋愛剣の切っ先が届くより早く、ちょうど懐ふところに飛び込んでしまった夕日に炸さく裂れつした。眼下の地面に叩たたきつけられ、夕日は血ち反吐へどを吐はく。肺はい腑ふが押し潰されて、夕日は空気を求めて無様に喘あえいだ。

　恐らく手加減された。本気の一割も出されていない。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、その事実を嚙かみ締しめる。

　されど、夕日にもう立ち上がる力は残っていなかった。




　　　　◇




　何かがおかしい。

　都市の中を走りながら、勇也も異変に気づいていた。

　恋愛剝奪者の生徒たちが黒服の男たちに連れられていく。それだけではなく、港がある方向から度たび重かさなって爆ばく発はつ音が聞こえてくる。学生用恋れん愛あい武装ではそこまでの威い力りよくは出るわけがない。明らかに何かが起こっている証しよう拠こだった。

「蒼あお宮みや」

「行きましょう、先輩」

　名前を呼ぶとそれだけで察してくれたのか、藍葉が同じ方向を見ながら頷うなずく。

　それを視し認にんすると、勇也は爆発音が響いた方向へと走り始める。

　──そして、その場所には数分も経たずに辿たどり着くことができた。

　だが、

「……なんだよ、これ」

　その港には戦せん闘とう痕こんが至るところについていた。コンクリートの地面には亀裂が入り、周囲の建物は幾いくつかが倒とう壊かいしている。恐らく、その原因は船の前にいる恋愛剝奪者の生徒たち。その中には、勇也が初日で見かけた退学されたはずの生徒もいた。

　彼らを指揮するように、その中心には真紅のローブを纏まとった遠野焰。

　そして、その足あし下もとには血ち塗まみれの──

「……夕、日？」

　夕日を中心として地面には血ち溜だまりができていた。全身がボロボロで、目も虚うつろとしている。白い肌はだは汚よごれ、見るも無む惨ざんな傷きず跡あとが刻み込まれている。生きているのか死んでいるのかさえわからなかった。

　どくん、と心臓が早はや鐘がねを打つ。呼吸が荒あらくなる。よろよろと前へと歩き出すと、焰が嗤って夕日の身体の上に足をのっけた。

「ははっ、先せん輩ぱいやっと来ましたね。もう、遅おそいから神代先輩に八つ当たりしちゃったじゃないですか。こう！　やって！」

　焰が体重をかけて夕日を踏み潰す。夕日の口から甲かん高だかい苦く悶もんの悲鳴が漏もれる。

　それを聞いて正気でいられるほど、勇也は賢かしこくはなかった。

「先輩、気持ちはわかりますけど落ち着いてください！　相手は明らかに挑ちよう発はつして──」

　藍葉が服の袖そでを摑んで忠告してくるが、勇也は無言でそれを振ふり払はらった。

　保健室での夕日との会話が蘇よみがえる。

　──今度こそ大だい丈じよう夫ぶだから。今度こそ絶対に夕日を守る。だから、僕を信じてくれ。もう一人になんてさせない。もう不安になんてさせないから。

　──うん、信じてるよ。

　何が。何が今度こそ絶対に守る、だ。僕は何度裏切り続ければ気が済む。

　僕はいつになったら強くなれるんだ。

　ギリッ、と。爪つめが肌に食い込むほど、拳を強く握にぎる。視線の先にはヘラヘラと笑っている焰。殺意も憤ふん怒ぬも全部混ぜ込んで、勇也は至って冷静に狂くるう。

　そこから、音が消えた。

　一歩、勇也は焰に向かって足を踏み出す。

「　　　　」

　何か、焰が言ってくるが聞こえない。

「　　　　　」

　何も聞こえない。

「　　　　　　」

　ただ見えるだけだ。

　絶対に許してはいけない敵が。

　一歩目──勇也は密ひそかに隠かくし持っていた恋愛剣を起動させた。

　二歩目──四し肢しに力をこめて、剣けんの切っ先を持ち上げる。

　三歩目──一いつ瞬しゆんで焰の懐へと飛び込むと、勇也は理性を手放した。







　轟ごうッッッッ！

　勇也が一瞬で間合いに潜もぐり込んで振るった一撃と、焰が放った拳こぶしが交こう錯さくすると凄すさまじい衝しよう撃げき波はが生まれて足元の地面が大きく凹へこんだ。

　だが、そこでは終わらない。

　勇也は狂った獣けもののように高速で連撃を焰に叩き込んだ。一瞬の猶ゆう予よさえ、呼吸さえ、瞬まばたきすら許さない猛もう攻こう。言葉にならない咆ほう哮こうをあげながら、勇也は剣を振るう。

　やがて、剣は空中を駆かける線となりただの光となった。

　最も早はや、勇也自身にすら知覚することはできない。脳内の神経が焼き切れそうなほどスパークさせて、人間に許された限界速度で剣けん閃せんを放つ。

　光と光が衝しよう突とつし合い、火花を散らす中、焰は楽しそうに嗤わらい声を響ひびかせる。

「は、はははっ！　いいねいいよ、先輩！　でも、まだ足りない！　まだ先輩は力が引き出せるはずだ！　まだ使っていない力があるはずだ！」

「────────────────────────ッ！」

　勇也は雄お叫たけびとともに横よこ薙なぎに剣を振るいながら、刀身の恋愛磁場を解放して衝撃波を放つ。だけれど、それでも、焰には届かない。焰が真紅の魔ま力りよくを纏った拳を前に突つき出すだけで、恋愛磁場の衝撃波は呆あつ気けなく相そう殺さいされた。行き場の失った暴風が吹ふき荒あれ、周囲の傍ぼう観かん者しやを全く寄せつけない。

　その後も、勇也は全ぜん霊れいで攻こう撃げきを繰くり出すが、その悉ことごとくが撃げき墜ついされて弾はじかれてしまう。

　それどころか、猛攻は徐じよ々じよに対応されて押し込められるようになっていた。

　このままでは──駄だ目めだ。

　焰の言う通り、全ての力を使わなければ。どんな力だろうと関係ない。あいつを殺せるなら。それだけの力が手に入るなら、命だっていらない。

　直後、勇也の感情に呼応するように全身から力が溢れた。

　傷が瞬く間に治っていく。膂りよ力りよくが上がって手の中で恋愛剣が砕くだけた。

　しかし、その異常現象さえ、勇也の意識の埒らち外がいだった。

　ただ殺し尽つくす。それだけを念頭に置いて、足を一歩前に踏ふみ出して。

　転瞬、勇也は焰との距きよ離りを殺した。

「ッ」

　焰さえ認識できない、明らかに人間を超こえた速度。その運動エネルギーを全すべて乗せた拳が、焰に突き刺ささった。焰は地面から数十センチのところで低空飛行をしながら、吹っ飛とばされていった。建物を何なん棟とうか貫かん通つうして、焰の姿が消える。

　しかし、次の瞬間には、焰は勇也の目の前に現れていた。

　お返しとばかりに腹部に拳がめり込む。身体からだが、くの字に折れ曲がる。ごぽっと、吐と血けつする。だが、勇也は顔を上げて獣のように嗤っただけだった。傷を気にすることなく、今度は勇也が全力で殴なぐりつける。その衝撃波が数十メートル先の建物まで届き、刃やいばで切り裂さいたような跡を刻み込むと倒壊させる。

　そこから始まったのは、純じゆん粋すいな殴り合いだった。

　互たがいに自身の傷を顧かえりみることなく、殴おう打だを繰り返す。それにもかかわらず威力は桁違いだった。一撃を与あたえるごとに周囲に暴風が生み出され、肉にく片へんと真っ赤な血が飛び散る。その間にも傷が再生して膂力を与える。いつしか狂ったように嗤いながら、目的も忘れかけた状態で、ただただ戦闘を楽しみ始めて──

　そのとき。




「先輩、何をやってんですか！　自分がどうなってるかわかってんですか、ばかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁ！」




「えっ──」

　藍葉の涙なみだ声ごえ。

　そこでようやく、勇也は自身がどのような姿になっているか気づいた。

　身体からは僅かに魔力が溢あふれていた。四肢は結けつ晶しよう化しており、漆しつ黒こくに染まっている。半魔族化とも言えない中ちゆう途と半はん端ぱな形だったが、紛まぎれもなくそれは過去の忌いむべき力だった。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、身体から急激に力が抜ぬけた。

　活動限界を迎むかえたのだ。結晶化が解除されてただの人間に戻もどる。途と端たん、腕うでも上げられなくなって地面に崩くずれ落ちた。

「……なんだ、結局その程度ですか」

　落らく胆たんを隠せない瞳ひとみとともに勇也を見やって、焰は溜ため息いきをついた。

「〈力〉に愛されたあなたに期待していたのに、この程度ですか。あなたが弱くなったのか、俺が強くなりすぎたのか。いや、それとも本気を出すにはまだ足りないのか？　もっと死に近づけば、先輩はもっとやる気になってくれるんですかね？」
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　歪ゆがんだ笑えみとともに言って、焰は足を振り上げた。

　ギラギラと輝かがやく真しん紅くの魔力が踵かかとに集中する。それに対して、勇也の身体はぴくりとも動かない。その一撃から逃のがれる術すべはなかった。

　次の瞬間、焰が渾こん身しんの力とともに足を振り下ろす。

「っ」

　だが、その一撃が勇也に届くことはなかった。藍葉が二人の間に飛び込んできて、恋愛剣の刀身で弾き返したからだ。予想外だったのか、焰が藍葉から距離を取る。

　藍葉は勇也を庇かばうように前に立って、恋愛剣を構えた。

　その顔には先さき程ほどの涙声を出したような感情はなかった。戦意十分な表情。藍葉は焰から視線を離はなすことなく、静かに言う。

「……先輩、夕日さんを担かついでここから早く逃にげてください。それぐらいの力は残ってますよね？」

「無理、だ……数メートル程度ならともかく、こいつから逃げるなんて──」

「大丈夫です、既すでに手は打ってあります」

　藍葉がそう口にした瞬間、甲高い擦さつ過か音とともに一台の車両が港に突っ込んできた。その車はスピンしながら滑すべり込んでくると、焰にぶつけようと車体を突っ込ませる。だけれど、完全な死角だったはずなのに、焰はバク転しながら距離を取って車体を躱かわした。

　しかし、その運転手の方が一枚上うわ手てだった。

　窓から半身を出すと、運転手は恋愛銃の引き金を何度も引いた。車体をスピンさせつつも弾だん丸がんは全て命中して、焰はたたらを踏む。運転手はその空くう隙げきを見み逃のがさなかった。間かん髪はつ入れずに、手しゆ榴りゆう弾だんを幾つも投げ込んで、勇也たちと敵との間に爆ばく発はつのカーテンを展開する。

　運転席の窓から顔を出したのは、果たして華か恋れんだった。

「黒くろ峰みねくん！　早く夕日ちゃんを乗せなさいよ！」

「……あ、ああ、わかった！」

　車の扉とびらが開かれると同時に、勇也は最後の力を何とか振り絞しぼると夕日を担ぎ込んで車両に乗り込んだ。

　続けて、何故なぜかまだ外にいる藍葉に声を嗄からして呼びかける。

「おい、蒼宮！　何してんだ、早く乗れ！　じゃないと、あいつらに襲おそわれる──」

「先輩、ここで誰だれかが足止めしないとどっちにしろ逃げられませんよ」

「お、おい、お前何言って……」

　意味が咄とつ嗟さに理解できずに、声を漏らす。

　だけれど、脳が言葉を咀そ嚼しやくしてその意味を把は握あくしたときには、勇也は叫さけんでいた。

「ま、まさか……お、おい、噓うそだろ！　冗じよう談だんだよな、蒼宮！　おい、柊ひいらぎも何か言ってくれ──って、何で車を動かし始めてんだよ！　まだ、蒼宮が乗ってない──」

「行ってください」

　それだけ言うと、藍葉が車に背を向けて焰たちに向き直る。

　焰たちは全員が魔力を溢れさせ、逃がさないとばかり次々と攻撃を放っていた。

　しかし、藍葉が明らかなオーバーペースで恋れん愛あい武装の恋愛磁場を使い切って攻撃を撃墜し続ける。相手の攻撃に合わせて弾丸を叩たたき込んで相殺する超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう。けれど、それは生き延びるための防戦ではない。少しでも多くの時間を稼かせぐためだけの防戦だ。

　相殺された攻撃が爆発を連続で生み出して、藍葉と焰との狭はざ間まの空間が煙けむりで覆おおわれる。

　その間隙に、藍葉はこちらを振り返ってどこか悲しそうな笑顔で言葉を紡つむぐ。

「先輩は生きてください。大丈夫です、先輩がいれば必ず何とかなりますから」

「ふざけんな！　おい、お前何言って──」

「でも、やっぱり、先輩は夕日さんが一番大切だったんですね」

　藍葉は言う。

　その両目から涙なみだを溢れさせながら、どこか吹っ切れたような笑顔で。




「──だって、夕日さんのためなら魔族化してもいいぐらい頑がん張ばれるんですから。藍葉じゃそうはなってくれませんよね」




　直後、藍葉も爆ばく煙えんに包まれて見えなくなった。

　華恋がアクセルを踏み込んだのか、車両が高速で港から離れていく。爆煙の向こうに見える焰たちの影かげは瞬く間に豆のように小さくなった。

　無意識のうちに藍葉に差し出していた手を、勇也は力なく下ろした。

　心の中にはぽっかりとした喪そう失しつ感。夕日が死んだと思い込んでいたときでさえ、感じたことのなかった虚きよ無む。頭が一いつ切さい働かず、冷静に状じよう況きようを把握することができなかった。

　視線を持ち上げると、華恋が無言で前を向いて運転していた。だが、その頰ほおには銀色の滴しずくが流れていた。

　微睡まどろみの中にあるような思考。だが、そんな頭でもわかったことが一つあった。

　それは、自分が酷ひどく弱いこと。守りたい人も守れずに、そのくせ勝手に暴れて、大事な者すら失ってしまうような大おお馬ば鹿か者ものであること。

　黒峰勇也は最低であるということだ。




　　　　◇




「遠野様、お待ちください！」

　勇也たちを乗せた車両が凄すさまじい勢いで小さくなっていく。それを追うために、焰が僅わずかに腰こしを落として魔力を足先に溜ためていると、横から制止の声がかけられた。

　焰は声を発した配下である贋作魔王を苛いら立だたしげに睨にらみつける。

「……なんですか？」

「追うのはおやめください！　この島でのことが周囲の国にバレた場合、世界各国の列強は即そく座ざに攻撃を仕し掛かけてくるでしょう。その前に空路から逃げなければ。作戦通り、私たちは恋戦学園の頂上で待つべきです！」

「わかってます、わかってますよ」

　配下の進言に、焰は気だるそうにしつつも同意を示して魔力を解放した。

　確かにその通りだった。世界各国の列強が攻せめてこようとも負ける気はさらさらないけれども、今はまだ交戦するべきではなかった。

「この女はどうしましょうか、遠野様」

　焰が結晶化を解いていると、別の配下が足元の藍葉を指差して言ってきた。

　焰が視線を落とすと、藍葉はボロボロで既に息絶え絶えでこれ以上の反はん抗こうは難しそうだった。かつての英えい雄ゆうの一人である蒼宮藍葉。その少女の全力を以もつてしても、焰たちを数分足止めするので限界だったのだ。

「殺しますか？」

　配下の声に、されど、焰は首を横に振ふった。

　殺してもいいが、もっと有効的な使い道がある。願い焦こがれてようやく出会うことのできた黒峰勇也。その全力と戦っていないというのに、このまま撤てつ退たいするのは非常に癪しやくである。しかし、この少女を捕とらえておけば、あの男は必ずやってくる。きっと、それも今度こそ全力の状態で。

　だから、焰は配下に伝える。

　私利私し欲よくのための、歪みきった虚きよ構こうの結論を。

「いえ、その女は連れて帰ります。もしかしたら、星せい霊れい機装の使い手は組織にとって必要な被検体サンプルになるかもしれませんから」
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「……状況を説明するわ」

　焰ほむらたちがいた港とは、島の中心を挟はさんで反対側にある港。

　その近くにある校舎の保健室で、華か恋れんが静かにそう切り出した。

　勇ゆう也やたちは応急処置を終えた後だった。死には至っていない、辛かろうじて動ける状態。だが、身体からだ以上に心が死んでいた。勇也が顔を俯うつむかせて聞いていると、華恋が説明を始める。

「遠とお野の焰は藍あい葉はちゃんを含ふくめた十人程度の生徒を連れて、恋れん戦せん学園の最上階へと上っていったわ。港から船で出ていかないってことは恐おそらく空路で逃げるつもりでしょうね」

「他の生徒たちは……？」

「恋愛剝奪者レツド・ゼロの生徒たちはほとんどが船に連行されてる。恋戦学園の治安維い持じ部隊は遠野焰率いる贋作魔王デザイナーズたちによって既に壊かい滅めつ。残った生徒や教師たちの多くが船で避ひ難なんし始めてるけど、そっちは相手にされてないみたいね。神しん前ぜん塾じゆくは興味がないみたい」

「蒼あお宮みやは……生きているのか？」

「恐らく」

　勇也がポツリと声を零こぼすと、華恋は首を前に倒たおして肯こう定ていした。

「藍葉ちゃんを連れて、恋戦学園の螺ら旋せん階段を上っていくのを見たから。そのときはまだ生きてるようだった。何か利用価値があると踏ふんだようね」

「な、なら、今すぐ助けに──」

「それは……無理よ」

　本当に。心の底から苦しそうに、夕ゆう日ひは足あし下もとを見たまま声を漏もらした。

「遠野焰が率いている軍勢を見たでしょう？　今のわたしたちじゃ、その一人にすら勝てない。それが五十人。そして何かの偶ぐう然ぜんでそれを突とつ破ぱできたとしても、遠野焰がいる。正直、あの子の底が見えない。藍葉ちゃんがいたとしても、あの子には勝てないと思うわ」

「……だから、私たちが取るべき行動はたった一つ。生徒たちに混じって、この島から逃にげること。幸い、向こうも追ってこないみたいだし。一度、水みず神がみ島じまに戻もどって戦力を立て直してから藍葉ちゃんを奪だつ還かんするべきよ。ここまで大事になったなら、世界恋愛統制機構も無視できないでしょうし。必ず倒せるだけの戦力は集まるはずよ」

「でも、それじゃ……」

　世界中で大々的な戦力が集められて神前塾に差し向けられる頃ころには、藍葉がどうなっているかわからない。既すでに手て遅おくれという可能性もある。

　しかし、華恋が言うことが正しいということも同時に脳内で理解していた。

「……わかったよ」

　声を漏らして、勇也はよろよろと立ち上がった。

　保健室から出て行こうとすると、夕日がその背中に声をぶつけてくる。

「勇也くん、どこに行くの？」

「……ちょっと一人になる。大だい丈じよう夫ぶだ、馬ば鹿かな真似まねはしないよ」

　勇也は力なく笑って、廊ろう下かへと出た。




「黒くろ峰みねくん、ちょっと待って」

　廊下に出て少し歩いたところで、華恋も同様に保健室から出て声をかけてきた。

　勇也が振り向くと、華恋が何かを投げて寄よ越こす。慌あわててキャッチして視線を落とすと、視界に映ったのは小型のボイスレコーダーだった。

　訳もわからず見返すと、華恋は唇くちびるを動かす。

「藍葉ちゃんからよ」

「蒼宮、から……？」

「ええ、黒峰くんに渡わたしてって言われていたのに忘れていたわ。こんなときに渡すべきじゃないかもしれないけど、一応」

　それだけ言うと、華恋は保健室へと引っ込む。

　藍葉が自分に音声メッセージを残した？　いったい何なのだろうか。全く理解できなかったが、それを聞けば気が紛まぎれるかもしれなかった。

　勇也はそう思い直して、空いてる教室にふらふらとした足取りで入った。

　奇くしくも、そこは勇也と藍葉が最初に配属された教室だった。

　太陽が沈しずみかけているのか、橙だいだい色いろの斜しや陽ようの光が窓から教室へと差し込んでくる。勇也は目を細めつつも、かつて自分の席だった場所に座ってボイスレコーダーを起動させる。

　ボイスレコーダーは最初の数秒はほとんど無言だった。

　だが、音が全くないわけではない。藍葉のものと思われる息いき遣づかいが聞こえてきたり、「あ……」「え、えーっと」という声から戸と惑まどいや躊躇ためらいを感じることができる。

　そうして、数秒後。

　藍葉は覚かく悟ごを決めたように小さく声を漏らすと、落ち着いた声音で言ってくる。

《え、えーっと、今日は藍葉から先せん輩ぱいに言いたいことがあります。だから、こうやって録音しました。先に言っておきますけど、これは別に恋愛磁場ラブパワー上げるためとかそういうわけじゃないので。何回も言わないので、ちゃんと聞いてくださいね》

　そう前置きをして、藍葉ははっきりと宣言する。

《藍葉は先輩のことが大好きです。愛しています》




《最初は、星せい霊れい機装の模も擬ぎ戦で負けたときからでした。そのときは先輩のことは正直嫌きらいで、負けた悔くやしさのあまりいつかぶん殴なぐってやりたいと思ってました。まあ、今でも時々思いますけど。でも、あるときに先輩が裏で必死に頑がん張ばっている姿を見ちゃって。それが何だか可愛かわいくて。それから、藍葉は先輩のことが気になり始めました》

　それは初めて知った事実だった。

　勇也が驚おどろいて聞いていると、藍葉は優やさしい声こわ音ねで喋しやべり続ける。

《それ以降、藍葉は先輩のことが気になってアタックも始めました。まあ、今と同じで全然気づかなかったですけど。それどころか、夕日さんといつもいちゃいちゃ……お互たがい無自覚でやってるあたり、腹が立ちますよね。ホントあの頃の先輩、有り得なかったし》

《……すみません、話が脱だつ線せんしました。取り敢あえず、その頃から藍葉は先輩のことが好きになり始めていたんだと思います。藍葉、本当は超ちようモテるのに先輩にアタックしても無視され続けて。そのせいで段々躍やつ起きになっていって、それでも無理で。そんな中で、先輩のことを少しずつ知っていって惹ひかれちゃって。そんな感じで好きになっていきました》

《でも、藍葉が本当に先輩のことが好きだなって自覚し始めたのは、夕日さんが失しつ踪そうしてからです》

《あの頃、夕日さんを失ったことで、藍葉は何もかも上手うまくいかなくって塞ふさぎ込むことが多くなっていました。世界を救わなければいけないって重圧に負けそうで。それでも、星霊機装の機能でリタイアはできなくて。何度も自殺して終わりにしたくなりました》

《それでも、藍葉がそうしなかったのは先輩が隣となりにいてくれたからです。先輩が藍葉の少し前で走り続けて励はげましていてくれたからです。先輩が藍葉に「また学校に戻って普通の生活を送る」という夢を与えてくれたからです》

《先輩は無自覚だったかもしれませんけど、あの言葉で決定的に藍葉ヤラれちゃったんですよ？　あの言葉があったから、藍葉は何度挫くじけそうになっても立ち上がることができたんです。先輩にそう言ってもらったから、今の藍葉があるんです。全部、全部、先輩のおかげなんです》

　やめてくれ。溢あふれそうになる涙なみだを堪こらえて、血が出そうなほど唇を嚙かみしめた。

　違ちがう──感謝を言わなければいけないのは自分のほうだ。いつだって、救われてきたのは自分のほうだ。藍葉の言葉に、態度に、行動に勇也は救われてきた。魔ま王おうを倒すことができたのも、夜や宵よいから世界を救えたのも、それ以前の任務をこなせてきたのも、全部藍葉のおかげだ。挫けそうなときには隣にいてくれたから。諦あきらめかけたときには𠮟しつ咤たしてくれたから。だから、今の勇也があるのだ。

《いつまで一いつ緒しよにいられるかわかりませんけど、どうせなら藍葉は先輩に一番近いところにいたいです。欲よくを言うなら、これからも先輩の隣で一緒に歩んでいたいです。先輩と一緒なら、どんなときでも楽しいと思えるだろうから。先輩と一緒なら、どんな苦労も乗り越こえられるだろうから》

《だから、先輩もう一度言います。藍葉は先輩のことが大好きです。優しいところも、ちょっぴりお馬鹿なところも、いつも守ってくれるところも、ちょっとエッチなところも、鈍どん感かんなところも、面めん倒どうな藍葉を受け止めてくれるところも、格好良いところも、全部、全部、大好きです。世界で一番大好きで、愛してます。だから、先輩。良かったら──先輩が藍葉と一緒にいてもいいと思ってくれるなら、藍葉と付き合ってくれませんか？》

　最後の言葉を紡つむぐ声は、微かすかに震ふるえていた。

　ボイスレコーダーの音声はそこで終わっていた。

　ぽたり、と。水すい滴てきが机に一ひと粒つぶ落ちる。いつの間にか、頰ほおには涙が伝っていた。乱暴に服の袖そでで拭ぬぐうが、次々と溢れるそれを拭い切ることはできなかった。

「…………馬鹿だろ、あいつ。なんてもの録音してんだよ……」

　これを録とるために、どれだけの勇気を必要としただろう。これだけの言葉を伝えるために、どれだけの勇気を必要としただろう。勇也にそれを推おし量ることはできない。彼女よりもずっと臆おく病びようで、弱くて、答えを出すことができなかった自分には。

　だけれど、もう十分だ。

　弱い自分にうんざりするのは、後こう悔かいするのは、もういい。もう嫌いやというほど味わった。落ちるところまで落ちた。ならば、後は上がるしかない。

　さあ、立ち上がれ。足を前に踏み出せ。拳こぶしを握にぎれ。絶望的な状じよう況きよう？　誰だれ一人として勝てないほどの圧あつ倒とう的な戦力差？　だが、それがいったいどうした？　一度だって、自分に優勢な状況があったか？　いつだってそうだったじゃないか。いつも通り、ひっくり返して何もかも救うだけ。自分ならきっとそれができる。

　何故なら、僕は──黒峰勇也は世界を救った英えい雄ゆうであり、双騎士パラデインと呼ばれるほどの騎き士しであり、あの蒼宮藍葉の相棒だからだ。

　いつだって諦めなかった世界一強くて魅み力りよく的な少女の相棒が、簡単に諦めるようではいけないだろう。

「……返事を伝えにいかないとな」

　呟つぶやいて、勇也は力強く立ち上がる。

　見み据すえるは、この都市の中心にある、学園の最上階まで繫つながる螺旋階段がある校舎。そこから上っていけば、藍葉が囚とらわれているところまで行ける。

　その瞳ひとみに既に迷いはなかった。







「……どこに行くつもり、勇也くん？」

　勇也が正門へと続く校庭を歩いていると、夕日が進路を遮さえぎるように割り込んできた。

　真しん剣けんな表情。だが、その全身からは途と轍てつもない怒ど気きを発していた。それは、長年の付き合いの自分だからこそ読み取れる彼女の感情だった。

　どこへ行くつもり、と訊たずねておきながらも、夕日は勇也が何をしようとしているのか概おおむね察しているらしい。夕日の鋭するどい視線は腰こしに装備された恋愛銃ラブ・ガンへと向けられていた。

　勇也は微み塵じんの躊躇いもなく答える。

「決まってんだろ、蒼宮を助けに行く」

「……自分で何を言ってるかわかってるの？」

「ああ、わかってる」

「いいや、全然わかってない。それについてはさっき結論が出たでしょう？　今のわたしたちじゃ、遠野焰が率いる軍勢には誰一人として勝てない。一度引いて、戦力を整えてから藍葉ちゃんを奪還すべきだって。それとも、なに？　勇也くんには何か勝算か作戦でもあるの？」

「いや、どっちもないよ」

「……じゃあ、死にに行くつもりなの？」

「いや、そのつもりもない」

　勇也が首を横に振ふって否定すると、夕日は我が慢まんできないと言いたげに、ぎりっと拳を力強く握った。

「～～～～～～～っ！　意味がっ、わからない！　自分で何を言ってるかわかってるの!?　勝算も作戦もない状況で突とつ撃げきするなんてただの自殺行こう為いよ！　いい？　勇也くんが今からしようとしてるのは最も愚おろかな行為よ！」

「かもな。でも、そうでもしなきゃ、蒼宮は助けられない」

　勇也がそう告げると、夕日はキッとこちらを睨にらみつけてきた。

　夕日は腰こし元もとから警棒を取り出して構えると、鋭く声を発する。

「絶対に、勇也くんを行かせたりなんてしないから」

「それは困る。夕日、お願いだからそこをどいてくれ」

「嫌よ。このまま行けば無む駄だ死じにするのは目に見えてる。わたしは勇也くんに死んで欲しくない。それでも行きたいって言うなら──わたしを殺していきなさい」

「夕日こそ言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

「滅茶苦茶なんかじゃないっ。どうしてわかってくれないのっ」

「わかってるよ。でも、僕は行かなきゃいけないんだ。だから、夕日。お願いだから、そこを通してくれ」

「嫌よっ」

「頼むよ、夕姉」

　その言葉には、夕日はハッと目を見開いた。

　凄すさまじい衝しよう撃げきを受けたかのようによろめく。顔をくしゃくしゃにして、夕日は僅わずかに顔を俯うつむかせた。

　そうして、ぽつりと消え入りそうな声で言う。

「……ずるい、ずるいよ。そういうときだけ、そんな呼び方するなんて」

「ごめん」

「……謝らないでよ。わたしが悪者みたいじゃない」

「ごめん、夕日」

「また謝った……子供のころからお願いするときにはそうやって頼んで。そんなこと言われたら、わたし止められないじゃない」

　今度こそ、ごめんとは言えなかった。

　勇也が無言でいると、夕日が肌はだを触ふれ合わせそうなほど近い距きよ離りまで寄ってきて囁ささやく。

「……勇也くんは……わたしが何を言っても、行くつもりなんだね？」

「ああ」

「わたしの一生のお願いって言っても？」

「ああ」

　勇也が揺ゆるぎない意志とともに頷うなずくと、夕日は強く唇くちびるを嚙んで軽く頭ず突つきをしてきた。

　勇也の胸むな元もとに顔を埋うずめると、夕日は服の袖をぎゅっと摑つかんで感情を押し殺したような声を漏もらす。

「……ねぇ、最後に質問。教えてほしいことがあるの」

「できる限り答えるよ」

「……どうして、どうして無理をしてでも藍葉ちゃんを助けに行こうとするの？　勝算も作戦もない。身体からだはボロボロ。絶対に一度立て直した方が良いことは勇也くんだって理解しているはず。なのに、なんで？」

　夕日の言葉に、勇也は答えを詰つまらせた。

　何故なぜだろうか。その理由を自分でも上手うまく言語化することができなかった。

　勝算もない。作戦もない。身体は一歩歩くごとに悲鳴をあげる。恋愛磁場では火力が足りず、その補給手段すら怪あやしい。死ぬつもりは毛頭ないが、現状は八はつ方ぽう塞ふさがりだ。夕日の言う通り、これから死にかけるのは間ま違ちがいない。

　そうまでして、藍葉を助けたい理由。

　勇也がそれを考えていると、不意に頭の中に声が蘇よみがえる。




　──えへ、えへへ、先せん輩ぱいが惚ほれろって、惚れろって言ったー。




　──藍葉は先輩が大好きです。世界で一番大好きですよ、先輩。




　──なら、藍葉にさっさと惚れてください、ばか。




　ああ、そうだ。それしかない。至って明快な答え。馬鹿馬鹿しいほど愚かで単純で──それでいて最も納得できる答え。

　自分が命を懸かける理由はそれで十分だった。

　勇也は照れ臭くさくなって頰を搔かきつつ、小さく微笑ほほえんでそれを口にする。

「それは、僕が──蒼宮のことが」




「──蒼宮藍葉のことが世界で一番好きだからだ」




「……………………そっか」

　その返答に。

　夕日は泣きそうな顔で唇を嚙かんで──不意に背中を向けるとそう声をこぼした。

　それから振り返って。

　夕日は顔を上げると、どこか悲しそうに、されど綺き麗れいな満面の笑みで言う。

「……そっか、それなら仕方がないね。うん、仕方がない」

「夕日……？」

「だって、恋こいってそういうものだもんね。計算なんかじゃなくて、考えるよりも前に勝手に身体が動いちゃう。好きな人のためなら何でもしたくなっちゃうし、何でもできちゃう気がする。そういうものだもんね。よし、それなら行ってこい」

「いい、のか……？」

「もちろん。でも、わたしも一いつ緒しよに行くからね。弟分が命を懸けようっていうのに、姉が見てるだけとはいかないし。わたしがあなたの勝率を上げてあげるわ」

　夕日はにっと笑って、勇也の胸に拳をぶつけてきた。

　勇也は微笑んで口を動かす。

「ありがとな、夕日」

「お礼なんていいわ。長い付き合いじゃない。じゃあ、勇也くんは校門前で準備してて。わたしも準備したらすぐに行くから」

「わかった」

　勇也は頷くと、夕日は小走りで校舎の中へと消えていく。

　その背中が消える寸前、勇也は笑みを消して悲痛な表情で呟いた。

「……ごめん、夕日」




　　　　◇




「…………」

　夕日は校舎の中に入って勇也の視界から消えると、壁かべにもたれかかった。

　途と端たんに、目め尻じりに涙なみだがたまって溢あふれ落ちた。腕うでで何度も拭ぬぐうが、それは止まらない。涙は頰ほおを伝って地面に落ち、小さな染しみを点々とつくった。

　足から力が抜ぬけたかのように、夕日は壁に体重を預けたままズルズルと崩くずれ落ちた。

　泣くのを必死で我慢して唇を嚙むと、天を仰あおぐ。唇の隙すき間まからは、ふーっふーっと空気が漏れる音が響ひびくが、涙を止めることはできなさそうだった。

　よく頑がん張ばった、わたし。勇也くんの前でよく泣かなかった。

　でも、もう少し頑張って。校門の前で勇也くんが待ってるから。早く涙を拭ふいて、いつも通りに戻もどらないと。じゃないと、怪しまれちゃう……

　──と、そのとき。

　夕日の視界が何かが覆おおい被かぶさって急に真っ暗になる。驚おどろいて引き剝はがすと、それはスーツのジャケットだった。

　夕日が視線を動かすと、隣となりには華恋が立っていた。

　華恋がジャケットを脱ぬいで被せて、夕日の泣き顔を隠かくしてくれたのだ。それを察すると同時に、華恋がこちらを見ないように天を仰いだまま言ってくる。

「お疲つかれさま、夕日ちゃん。よく頑張ったわね。大だい丈じよう夫ぶよ、しばらくそのままでも。私が引き留めておいたことにしてあげるから」

　それが、決定打だった。

　夕日はジャケットをぎゅっと握にぎりしめたまま、溢れ続ける涙を外界から隠した。

　その間、華恋は何も言わなかった。何も聞かなかった。だけれど、離はなれることなくずっと隣にいてくれた。その行為が今の夕日にとっては何よりも有り難がたかった。

　それから、何分が経過しただろうか──

　ようやく気持ちを落ち着けることに成功すると、夕日は顔を逸そらしたまま華恋へとジャケットを突つき出した。

「……ありがと、華恋さん。その……とっても助かった」

「そう？　なら、良かった。じゃあ、勇也くんと合流──する前に、夕日ちゃん、あなた酷ひどい顔よ。一度、化け粧しよう直しした方がいいかも」

「え、本当？」

「ええ、とっても。ほら、これ貸してあげるから行ってきなさい。さっき職員室に取りに行って良かったわ」

　化粧品が一通り揃そろっているであろうポーチを押しつけてくる華恋。

　それを受け取って頭を下げると、夕日は化粧室へと向かう。しかし、その途と中ちゆうであることが気になって、夕日は華恋へと振り返った。

「ねぇ、華恋さん一つだけいい？」

「ん、なに？」

「どうして、わたしを慰なぐさめてくれるの。その……華恋さんは藍葉ちゃんと仲良くしてたから、そっちを応おう援えんしてると思ってたんだけど」

「別に、私は藍葉ちゃんの味方ってだけじゃないわよ」

　言って、華恋はわざとらしく格好良い笑みをつくってウィンクする。

「夕日ちゃん。私はね、恋に頑張ってる女の子全員の味方なの」

　その言葉に、夕日は大きく目を見開いて。

　それから口元を緩ゆるめると、優やさしい声こわ音ねで言う。

「わたし、華恋さんの魅み力りよくに気づかない男の子って損してると思う」

「そうでしょう？　こんなに素す敵てきなのに、何故なぜか誰だれからも避さけられるのよね。今世紀最大の謎なぞだと思わない？」

　自じ虐ぎやく的に笑いながら言って、華恋はこの場をこんな言葉で締しめくくった。

「あーあ、早く結けつ婚こんしたいなぁ……」
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「じゃあ、段取りを確かく認にんしましょう」

　螺ら旋せん階段があるこの都市の中心の校舎へと向かう道中。

　勇ゆう也やがオートバイに乗って大通りを爆ばく走そうしていると、耳に嵌はめた小型通信機から華か恋れんのそんな言葉が聞こえてきた。

　隣に視線をやると、同じ速度で真しん紅くのオートバイが併へい走そうしていた。

　それに跨またがっているのは、近衛このえ兵隊長・柊ひいらぎ華恋。マイクも備わっている特とく殊しゆ小型通信機が風の音も拾うが、勝手に雑音は削さく除じよされているらしい。華恋の声が明めい瞭りように響いてくる。

　勇也は前を向いたまま、オートバイを運転しながら言う。

「……その前にちょっと待った。柊は船で離り脱だつするんじゃなかったのか？　いいのか、僕と一緒に来ても。死ぬかもしれないんだぞ？」

「仲間外れにしないでよ、黒くろ峰みねくん。あなたが行くのに、私が行かないなんてそんな薄はく情じようなことができるわけないでしょう」

「……そっか。ありがとな、柊」

「お礼なんていいわ。後でイイ男を紹しよう介かいしてくれるだけでいいから。期待してるからね」

「ああ、任せとけ。蒼あお宮みやを連れて生きて帰ることができたら、とびきりのイケメンを集めて合コン開いてるよ」

「え、本当!?　それなら何が何でも生きて帰らなきゃね！　絶対よ、絶対だかんね！」

　華恋の喝かつ采さいの声に、勇也は思わず苦く笑しようした。

　こんな状じよう況きようだというのに緊きん張ちようの欠片かけらもない。そのお気楽さに、勇也は肩かたの力が徐じよ々じよに抜けていくのを感じた。

　夕ゆう日ひもそれは同じだったらしい。夕日は勇也の後ろの席に座って背中に抱だきついてきながら、ころころと笑っていた。

　一ひと頻しきり笑い終わった後、華恋が咳せき払ばらいをして仕切り直す。

「ん、んん。じゃあ、段取りの確認ね。これから、私たちは都市の中心にある校舎の中に突っ込んでいって、遠とお野の焰ほむらの軍勢を蹴け散ちらしながら最上階まで螺旋階段を上っていく。そこまで誰が辿たどり着けるかわからないけど、最上階まで行ったら遠野焰から藍あい葉はちゃんを取り返す。タイムリミットは神しん前ぜん塾じゆくのメンバーが空路から離脱するまで。幸い、今は空には影かげも形もないけど、ヘリがいつやってきてもおかしくないわ」

「……それだけ聞くと、凄すごい簡単に聞こえるな。その蹴散らしたりって行こう為いが現状不可能なわけだけど。僕たち三人でも勝てるのは一人まで。二人来られると互ご角かくに、三人なら確実に負けるからな。遠野焰に至っては三人で襲おそってもそもそも勝つことはできないし」

「それでも行くって決めたのは、黒峰くんでしょう？　なら、三人以上がいっぺんに襲いかかってこないように祈いのってなさい」

「それもそうだな」

　もう残された手段は、神様に土下座するぐらいだった。神様なんて信じていないが、できるのはそれぐらいである。後は自分を信じて戦うしかない。

「大丈夫、わたしたちならできるよ」

　勇也の後ろで、夕日が優しい声音でそう断言した。

「世界最高の英えい雄ゆうに、近衛兵隊長に、元近衛兵隊長。名前だけならとっても豪ごう華かよ。それに、秘策もあるし」

「秘策？」

「うん、成功するかはわからないけど……もしかしたら、現状を全部引っくり返すことができるかも。ただあんまり期待しないで。わたしが上手うまくできるかわからないから」

「わかった、超ちよう期待してる。夕日ならできる」

「もう、またそんなこと言って……」

「二人とも楽しいお喋しやべり中悪いけど──来たわよ！　前方に敵！　人数は三人！　早さつ速そく、運が悪いわね！」

　華恋の指し摘てき通り、前方の道路には三人の男子生徒が立っていた。

　胸むな元もとにハートマークはない。本来のこの学園の生徒たちは神前塾が連れ去ったはず。

　つまり、この生徒たちは神前塾の軍勢の一員である贋作魔王デザイナーズというわけだった。

　男子生徒たちが全身から魔力を溢れさせ、結けつ晶しよう化する。

　直後、一人が足あし下もとを殴なぐって地面を隆りゆう起きさせた。それは一条の線となって駆かけ抜けて、轟ごう音おんとともに道路の端はしまで突き進んでいく。

　勇也と華恋はオートバイを操作して何とか躱かわすが、スピードを殺さずにはいられなかった。敵まであと数百メートルというところで、停車してしまう。これで無理矢理突とつ破ぱするのは困難になってしまった。

　だが、問題はそれだけではなかった。

　道路の反対側。そこには新たに三人の贋作魔王の女子生徒が立っていた。既すでに結晶化は終えており、戦せん闘とう態勢は十分のようだ。

「これは早々に詰つんだわね……」

　六人の贋作魔王に挟はさまれて、華恋が引きつった笑えみをつくった。

　勇也と夕日はオーバイに跨がったまま、恋愛剣ラブ・ソードを腰こしから引き抜いて構える。けれど、華恋が言ったことは否定しなかった。三人でも無理なのに、六人が相手なんて確かに詰んでいる。何とかして逃にげるしかなかった。

　刹せつ那な、背面にいる女子生徒たちがこちらに向かって超ちよう高こう速そくで地面を走り始めた。

　それに呼応するように、男子生徒たちも距きよ離りを詰めてくる。瞬またたく間に間合いが潰つぶされていく。彼ひ我がの距離が、残り百メートル。八十メートル。六十、四十、二十、十──

　ゼロ。女子生徒三人が漆しつ黒こくの結晶で覆われた拳こぶしを構えて、魔力を溜ため込んで。

　──そして、次の瞬間、それぞれが男子生徒の顔面を全力で殴った。

　轟ッ！　突とつ然ぜんの不意打ちに対応できず、男子生徒三人は凄すさまじい勢いで道路の端はじっこまで吹ふっ飛とばされていく。その容よう赦しやない一いち撃げきは男子生徒に確かなダメージを与あたえていた。

「……えっ？」

　状況が理解できず、勇也は間の抜ぬけた声を漏もらした。

　仲間割れ、だろうか。それとも、もしかしてこれが夕日の言っていた秘策？　説明を求めるように振ふり返るが、夕日も驚きよう愕がくの表情のままフルフルと首を横に振っただけだった。

　だが、勇也にはこの現象に心当たりを覚えていた。

　こんな現象を最近どこかで見たことがある気がする。まさか、これは──

　勇也の脳のう裏りにある考えが過よぎるのと同時に、男子生徒たちが殺意を剝むき出しにして立ち上がった。その視線は女子生徒たちに向けられている。どうやら、敵と見なしたらしい。先程よりも魔力を放ちながら、地を蹴けって。

　されど、それ以上、先には進めなかった。

「今だ、撃うてぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　その号令とともに、周囲のビルの上から恋愛銃ラブ・ガンを構えた人々が現れると、男子生徒たちに弾だん丸がんを叩たたき込んだ。途と轍てつもない物量に押され、男子生徒は地に磔はりつけにされる。恋愛磁場ラブパワーによって目に見えて魔力が縮小していき、やがて男子生徒たちは戦闘不能になった。

「おい。これはいったいどうなっている、勇也？」

　ビルの屋上。

　そこには、金きん髪ぱつの男性と黒髪の少女が立っていた。その周囲には武装された近衛兵。黒髪の少女の首元には漆黒の首輪が既になかった。力を解放することを許可されたらしい。

　金こん剛ごう若わか竹たけと、〈魅み了りよう〉の能力を持つ夜や宵よい。水みず神がみ島じまにいるはずの二人が何故かそこにいた。

　若竹はこちらを見下ろしながら、訊たずねてくる。

「さあ、状況を教えてもらおうか」




　　　　◇




「遠野様！　申し上げます、水神島の戦力が恋れん戦せん学園へ突とつ入にゆうしてきました！　その後、黒峰勇也と合流！　螺旋階段に向かって進しん撃げきしております！」

「……なに？」

　部屋に駆け込んできてそう報告する配下の生徒に、焰が眉まゆをひそめる。藍葉は縛しばられて床ゆかに転がされた状態でそれを聞いて、唇くちびるを嚙かんだ。

　恋戦学園・最上階──生徒会室。

　一フロアを丸ごと使用した途轍もなく広々とした部屋に、藍葉たちはいた。ベランダもこの部屋の半分ほどあり、焰は神前塾から派は遣けんされる飛行手段を待っているようだった。

　焰は考え込むように顎あごに手を添そえる。

「世界恋愛統制機構の幹部が所有する恋戦学園には、外部勢力が手出しできないはずなんですけど……金剛若竹はあいつらを敵に回すつもりで、戦力をぶつけてきたということですか。俺たちを捕つかまえれば、全すべて解決できると踏ふんで。思い切ったことをしますね」

「ど、どうしましょうか、遠野様」

「慌あわてないでください。所しよ詮せん、水神島の戦力だけではここまで上ってくることはできません。あとその十倍の戦力でもなければ、俺たちが逃げる方が早いですよ。……ですが、念には念を入れておきましょう。数人をここに残して、全戦力を彼らにぶつけてください」

　焰の命令を受けると、生徒は水神島の戦力を潰すために向かう。

　それを見ながら、藍葉は口の中で小さく舌打ちした。

　あの先せん輩ぱいは何を考えているのだろうか。戦力差は歴然。近衛兵の助けがあったところでどうにもならない。この神前塾の軍勢を相手にするには、世界中の戦力を集めるほどでなければ。それとも、まさか、あの馬ば鹿かな先輩はまた無茶をするつもりなのだろうか。

　助けにきてくれて嬉うれしい、なんて気持ちは湧わかなかった。

　ただ、勇也が自分のために傷つこうとすることが許せなかった。

　誰よりも大切だからこそ。




　　　　◇




《──状況は把は握あくした》

　勇也がオートバイで走っていると、通信機の向こうで若竹が腑ふに落ちたような声を漏らした。若竹は隣となりを走る黒くろ塗ぬりの車両の後部座席に座っていた。その隣の席には夜宵。近衛このえ兵たちもバイクや車にそれぞれ乗っており、一団となって都市の中を走り抜ける。

《だが、劣れつ勢せいなのは変わりないな。水神島においてきた近衛兵も当然いる。この人数では突破は難しいな》

《私の魅了でも、この子たちは三人が限界ね。時間をかけてもいいなら、もうちょっと人数を増やせるかもしれないけど》

　夜宵が会話に割り込んでくる。

　勇也はオートバイを運転しながら、首を横に振った。

「いや、それで十分だ。お前のおかけでかなり勝算が上がったよ。ありがとな、夜宵」

《ま、まあ、別にあんたのためにやってたわけじゃないけどねっ。刑けい期きが短くなるって言われたから仕方なくやってるだけだからっ。か、勘かん違ちがいしないでよねっ》

「夜宵、お前それ演技してるだろ」

《ちっ、バレたか。でも、萌もえたでしょ？　萌えたでしょう？》

「お前の台詞せりふの中に『刑期』とかいう怖こわい言葉が入ってなかったらな」

　楽しそうに訊ねてくる夜宵を、されど、勇也はばっさりと切り捨てる。

　しかし、そうやって楽しく会話をしていられるのもそこまでだった。

《──そうか。勇也、どうやら、私たちを排はい除じよするのに敵が本ほん腰ごしを入れ始めたらしい。こちらに送られてきた勢力はおよそ十五人。お前と夕日は先に行け。それぐらいはここで足止めをしてやる》

「……大だい丈じよう夫ぶか？　そんな人数を相手にできるのか？」

《こっちには夜宵もいる。足止めぐらいならば何とかなるだろう。むしろ、大変なのはお前の方だ。他の人数を二人で切り抜けなければならないのだからな》

「そっちは何とかしてみるよ。夕日に秘策もあるらしいしな」

　そう言いながら背後を一いち瞥べつすると、夕日はこくりと頷うなずいた。

《そうか、わかった。なら行ってこい、勇也！　必ず戻もどってくるのだぞ！　では、近衛兵！　勇也たちが進む道をつくれ！》

　若竹の命令で、近衛兵たちの一団が真っ二つに割れた。

　その間を通っていけということだろうか。直後、周囲から贋作魔王たちが結晶化した状態で左右から挟きよう撃げきしてきた。近衛兵たちがすかさず応戦して、爆ばく発はつの炎ほのおが空中を派手に彩いろどる。その隙すきに、勇也はアクセルを踏み込んで螺ら旋せん階段へと向かって爆ばく走そうし始める。

「大丈夫だよ、若竹様たちなら」

　二人きりになると、夕日が腰にしがみついたまま耳元で言ってきた。

「あれぐらいで死んだりしない。皆みんな、悪運だけは強いから」

「ああ、そうだな。……って言ってる間に次が来たな。やすやすと、休ませてはくれないらしいぜ。しっかり摑つかまってろ、夕日。速度を上げるぞ！」

　そう宣言した瞬間、勇也は更さらに加速して道路を駆けた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、先さき程ほどまで走っていた道路に魔力を纏まとった拳の一撃が突つき刺ささった。上空から降ってきたのだ。背後を振り返ると、その一撃を繰くり出した贋作魔王である男子生徒は巨きよ大だいなクレーターの中心に立っていた。

　殺気を感じて今度は見上げると、生徒たちが道路の両側にある建物の屋上から見下ろしてきていた。その数、全部で十人。その生徒たちは力ちから尽ずくで周囲の鉄柱などを引き抜くと、投とう擲てきしてくる。

　ゴッッ！　視界を埋うめ尽つくすほどの巨大物体の雨が降り注ぎ、地面に突き刺さった。コンクリートが捲めくれ返って、土つち煙けむりを巻き起こす。一撃でも浴びれば死に至る攻こう撃げき。背筋に寒いものを感じながらも、勇也はオートバイを操作して必死に躱しながら街を駆かけ抜ける。

　と、そこで。勇也の視界にようやく螺旋階段の入り口へと続く校舎が映った。

　その前には、傾けい斜しやは緩ゆるやかだけれども上方向に長く続く階段。勇也はオートバイの速度を維い持じしたまま突っ込もうとするが──そうはさせてくれなかった。タイヤにどこからか投擲された鉄柱が突き刺さり、勇也と夕日はオートバイの上から振り落とされた。地面の上を転がって、階段へと放ほうり出される。

　だけれど、勇也は前に進むことを止めなかった。

　受け身からたちまち立ち上がると、全速力で階段を駆け上がる。隣では夕日も同じように走っていた。

　振り返ると、背後からは十人の贋作魔王の生徒たちが追ってきていた。しかし、その速度はあまりにも速く、あっという間に追いつかれそうだった。対して、螺旋階段がある校舎の入り口までは残り百メートル近く。逃げ切れそうにはなかった。

　それでも、勇也は必死に足を動かして──

「ッ」

　不意に、夕日が走るのを止めた。

　なんで──このままじゃ追いつかれるぞ！　視界の端はしでその姿を認めると、そんなことを言うために立ち止まって振り返ろうとして。

　だが、勇也はその言葉を口にすることはできなかった。

「振り返るなッ！」

　その鋭するどい声に、勇也は身体からだを震ふるわせて動かしていた首を中ちゆう途と半はん端ぱな状態で止めた。

　声の主は、当然夕日だった。

　夕日は安心させるような落ち着いた声こわ音ねで言ってくる。

「わたしはここで足止めをする。だから、勇也くんは一人で先に行って」

「何を馬鹿なことを言ってんだよ！　夕日一人であんな人数を相手にできるわけ──」

「勇也くんがここまで来たのは何のため？　こんなところで時間を潰つぶすためじゃないでしょう。目的を果たしなさい」

「でも──」

「勇也くんはもう十分立派に成長したでしょう？　だから、もう、わたしが手を引いて前を走る必要はないよね？」

　いつだって勇也の前を走ってきた少女は、今度は自分の足で前に進めと言った。もう案内役は必要ない。次は自分の足で切り開いて前に進めと。

　その意図を察すると、勇也は夕日に背を向けて静かに頷く。

「……ああ、もう大丈夫だ」

「じゃあ、行ってきなさい！　心配しないで！　あなたにはわたしがついている！　わたしが後ろであなたを守ってあげる！　わたしが二人のための道をつくってあげる！　だから、振ふり返らないで！　前を向いて走り続けて！」

「ああ！」

　言葉が鋭く発せられると同時に、勇也は足に力をこめて階段を一気に駆け上がった。

　螺旋階段へと続く校舎までの道。

　その道は、これまで出会った人々によって作られたかけがえのないものだった。




　　　　◇




「あんたも損な役回りだな。俺たちの相手をしなきゃいけないなんて。確実に死ぬぜ」

　夕日が前に向き直ると、そんなことを言ってきたのは一人の男子生徒だった。

　肌はだは結けつ晶しよう化しており、漆しつ黒こくに染まっている。全身からは莫ばく大だいな魔ま力りよくが放たれており、空気が妙みように重く感じられた。そんな存在が全部で十人。確かに、夕日が今の状態で戦えば勝率は皆かい無むだった。

　それでも、勇也が校舎の中に消えるのを見送ると、夕日は好戦的な笑えみをつくって彼らを階段の上から見下ろす。

「そうかしら？　わたしはそうは思わないけど。っていうか、逆に聞くけど、わたし相手にたった十人でいいの？」

「減らず口を利ききやがって！　おい、皆やるぞ！」

　周りに呼びかけると、男子生徒は足あし下もとを蹴けって彼ひ我がの距きよ離りを詰つめてくる。

　それに対して、夕日は無防備にも瞼まぶたを瞑つぶった。

　どっちにしろ、これに失敗すれば死ぬ。ならば、目を瞑って集中した方が夕日にとってやりやすかった。

　探すは自分の力の根源。忌むべき圧倒的な力。だが、ここを切り抜ぬけるにはこれしかない。大丈夫、力の使い方ならこの半日で嫌いやと言うほど見た。それならば、わたしならできる。たった一回見れば、大たい概がいは模も倣ほうできる自分ならば今度こそコントロールできるはず。

　その力の一いつ端たんを意識で知覚すると、夕日はカッと目を見開いて。

　その力を引き出すために絶ぜつ叫きようをしながら、それを発現させる。

「──ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　転てん瞬しゆん。

　夕日の全身から空間が悲鳴を上げるほどの魔力が放出された。

　肌が夕焼け色の結晶で覆おおわれていく。それは服へと変化すると、魔力を隅すみ々ずみまで行き渡わたらせて煌きらめきを放つ。足下からは結晶が生み出されて、周囲一帯には結晶の雪原が広がった。かつてとは違って人間らしさは残っており、その力を完全に支配下に置いていた。
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　柔やわらかい素材にも堅けん牢ろうな鎧よろいにも思える夕焼け色のドレス。夕日がそれを身に纏った状態で視線を持ち上げると、生徒たちは啞あ然ぜんとして口を開いていた。

「……その様子だと、わたしの以前のことは教えられてないみたいね。それなら、教えてあげる。わたしがあなたたちの〈原点オリジン〉。さあ、死にたい子からかかってきなさい」

「な、何が〈原点〉だよ！　む、無む駄だに周囲に魔力を捨てやがって！　その時点で底が知れてるだろうが！」

「ああ、それ。それはね、実はわざとなの」

「はっ？　何を言って──」

　男子生徒はその発言に訝いぶかしげに眉まゆをひそめて──硬こう直ちよくした。

　あまりにも不自然な現象。あるいは強大な力の一端を感じてか、視線を動かす。その視線の先には、勇也が先程消えていった校舎の入り口。だが、彼らはそれが何か把握することはできないだろう。何故なぜなら、黒峰勇也がどうして〈双騎士パラデイン〉と呼ばれているか知らないだろうからだ。

　夕日は誰だれにも聞こえないほどの声量でそっと囁ささやく。

「──さあ、行って。そして全部救ってみせて、わたしの英雄ヒーロー」




　　　　◇




「黒峰勇也がついに螺旋階段まで突とつ入にゆうしてきました！　どうしますか？」

「すぐに殺してください。神かみ代しろ夕日と同じように十人を差し向けて」

　恋戦学園の最上階。生徒会室。

　焰が命ずると、この部屋のモニターに螺旋階段の光景が映し出された。階段の前にある大広間に、十人の贋作魔王が結晶を纏った状態で現れる。相対するは、黒峰勇也たった一人。恋愛磁場の補給手段はなく、攻撃手段も乏とぼしい。死ぬのは確定した未来だった。

　焰はマイクを口元に引き寄せて、勇也へと語りかける。

「さあ、黒峰先せん輩ぱい。ここまでは色んな人を犠ぎ牲せいにして辿たどり着いたようですが、その手はもう使えませんよ。チェックメイトです」

　為なす術すべもなく生徒に囲まれる勇也をモニター越ごしに見て、焰は嘲あざ笑わらう。

　だけれど、勇也は何も言い返さなかった。もう諦あきらめたのだろうか。その割には瞳ひとみからは生者特有の強い輝かがやきを秘ひめた意志が窺うかがえて、焰に苛いら立だちを覚えさせた。

　焰は舌打ちをすると、マイクに向かって言う。

「さあ、皆さん殺してください。英雄は死んだ。そいつに引導を渡してやってください」

　焰が生徒たちにそう命令したそのとき。

　この部屋にいる生徒の一人が慌あわてたように声を発した。

「と、遠野様！　きゅ、急に螺旋階段一階の大気魔力量が跳はね上がりました！　こ、これは人工魔王計画の成果物である贋作魔王百人分の魔力量です！」

「は、はぁ!?　いったい何が起こって──」

「い、いや、違う！　今度は黒峰勇也にその魔力が流れ込んでいます！　それも途と轍てつもない量です！　余さず全すべてを回収しています！　い、いったい何が……」

「ま、まさか……」

　ある考えが頭の中で浮うかび上がって、焰は無意識のうちに口角を上げた。

　まさか、ついになのか。待ち望んだ、黒峰勇也の本気がようやく見られるというのか。

　モニターの向こうでは、異変に気づかず生徒たちが襲おそいかかっていく。

　その寸前、勇也の口元に不敵な笑みがつくられて。

《英雄は死んだ？　馬ば鹿か言うなよ、英雄ならここにいるぞ》

　次の瞬間、襲いかかったはずの生徒たちが纏まとめて全員吹ふき飛ばされた。




　　　　◇




　黒峰勇也はゆっくりと顔を上げた。

　夕日の言っていた秘策。その意味がようやくわかった。確かにこれなら全てをひっくり返せる。魔力さえ大気中に溢あふれていれば、自分は相手が誰だろうが戦える。

　勇也の手には、小型の剣けんのアクセサリーが握にぎられていた。

　そのアクセサリーに向かって周囲の莫大な魔力が流れ込んでくる。

　そして、直後。ついに手の中で剣のアクセサリーが脈打った。

　眩まばゆい光を放つ。その光は手から飛び出ていくと、剣を象かたどるように伸のびて結晶化した。さらに一いつ拍ぱく遅おくれて結晶が破は砕さいし、内部から透すき通るような刀身が現れる。

　その輝きは悪を滅めつする聖なる光。

　一ひと振ふりで星さえ砕くだくと言われる、絶対強者の力。

　その全てを発現するために、勇也は贋作魔王たちを見回しながらその言葉を紡つむぐ。

　英雄の証あかしであり、自分を双騎士たらしめた世界最強の武器の名を。




「星せい霊れい機装【黒剣士グラデイエーター】──起動」







[image: 第八章　告白２（黒峰勇也）]




　勇ゆう也やは星せい霊れい機装である黒剣を片手に悠ゆう然ぜんと辺りを見回す。

　その視線に射い竦すくめられて、贋作魔王デザイナーズである生徒たちは身じろぎした。だが、その中でリーダー格の男子生徒は全員を鼓こ舞ぶするように叫さけぶ。

「怯ひるむな！　高々、新しい武器を使われただけだろうが！　訓練通りに行くぞ！」

　その掛かけ声で、生徒たちは直すぐさま落ち着きを取り戻もどした。

　だが、勇也はその一瞬の戸と惑まどいの隙すきを見み逃のがさなかった。視界の端はしにいる生徒五人を一いち瞥べつすると、勇也は真正面を向いたまま黒剣を横よこ薙なぎに振るう。

　たったそれだけ。けれど、それにより星霊機装の刀身から回かい避ひ不能なほどの広こう範はん囲いに魔力の衝しよう撃げき波はが吹き荒あれて、贋作魔王五人が巻き込まれた。廊ろう下かを丸ごとズタズタに切り裂さき、生徒たちが苦く悶もんの声を発する前に一キロ向こうの校舎の端まで吹っ飛ばされる。

　勇也は静かに呟つぶやく。

「残り五人」

「────っ！　行くぞ、お前ら！」

　リーダー格の生徒は僅わずかに顔を引きつらせたが、直ぐに切り替かえて命令を口にした。それにより、生徒たちが勇也を警けい戒かいするように陣じん形けいを組む。その前方にいた一人の生徒が地面を殴なぐった瞬間、小さな爆ばく発はつが起こって爆ばく煙えんが螺ら旋せん階段前の大広間に広がった。

　視界が煙けむりで覆われる。

　大方、まずは勇也の目を奪うばおうとしたのだろう。通常ならば良い手段だ。しかし、この星霊機装が相手ならば大して意味はない。

「マスター要よう請せい。戦せん闘とう支し援えんシステム──〈星霊スタースプライト〉起動」

《要請承しよう認にん。要請に基もとづき、戦闘支援システム〈星霊〉起動します》

　勇也の声に呼応して、星霊機装の核かくシステムが動き始める。

　戦闘支援システム〈星霊〉。それは星霊機装の大部分を占しめる能力であり、勇也のような普ふ通つうの学生が魔ま族ぞくと死闘を繰くり広げられた原因でもあった。魔力がある限り動き続けるこの支援システムは、使用者を何度でも戦場に復帰できるように作られている。それ故に、勇也も藍あい葉はも魔族との戦闘から離り脱だつできずに戦場を歩き回る羽目になったのだ。

　だが、この戦闘支援システムも戦う意志が潰ついえぬ限りは最高の味方だ。

《後方二メートル、魔力反応が一つ接近中。ご注意を》

　煙に紛まぎれて強きよう襲しゆうしようとしたのだろう。爆煙を切り裂きながら、一人の生徒が結けつ晶しようを纏まとった拳こぶしをこちらに繰り出しているところだった。しかし、そんな不意打ちも、星霊機装の前では丸まる裸はだかになる。勇也は背後を振ふり返ることなく、黒剣の切っ先をそちらへと突つき出した。魔力を纏った突きは容易たやすく結晶の鎧を切り裂き、その生徒を戦闘不能に追い込む。

　これで、残り四人。

　勇也が黒剣を軽く薙ぐと、風が生まれて煙が消え去った。すると、リーダー格の男子生徒は空間が軋きしむほどの魔力を拳に溜ためているところだった。その足下には、三人の生徒が転がっている。どうやら、三人の生徒の魔力を自分に集めさせたらしい。

　男子生徒は拳から強きよう烈れつな紫し電でんをバチバチと放ちながら、獰どう猛もうに笑う。

「は、ははっ！　いくら、お前が強くてもこれで終わりだ！　死ね、黒くろ峰みね勇也！」

《脅きよう威い度ＤランクからＣランクへ更こう新しんします。どうされますか、マスター》

「要請。〈星せい撃げき〉を起動準備だ」

《要請承認。星撃を起動準備します。魔力装そう塡てん率：20％、40％、70％──》

　星霊が攻こう撃げき準備の経過を唱えると同時に、勇也は剣を引き絞しぼった。突きを放つように身体からだを捻ひねって、肩かたのやや上あたりで構える。魔力が黒剣の切っ先に集中して、眩い光を放ち始める。対面では、リーダー格の男性生徒が腕うでをテイクバックして魔力が充じゆう塡てんされた拳を構えていた。

　そうして、

《魔力装塡率：[image: 100]％　星撃起動準備完かん了りよう──魔力放出バースト》

　男子生徒が拳を前に突き出したのと、勇也が渾こん身しんの突きを放ったのは同時だった。

　空間を無理矢理突っ切るような音。それとともに、互たがいから一条の閃せん光こうが放たれて二人を結んだ線分の中点で激げき突とつした。だが、拮きつ抗こうは僅かな時間だけだった。勇也が放った一撃は敵の閃光を瞬またたく間に食い潰つぶして、男子生徒を呆あつ気けなく飲み込んだ。

　星撃は校舎の壁かべを突き破ると、そのまま恋れん戦せん学園の都市の上空を駆かけて──ビルの上層階を真っ二つに寸断して海へと消えていった。直後、切断されたビルが崩くずれて都市へと落下していく。

「…………はぁはぁ」

　それを見送って。荒あらい呼吸を繰り返しながら、勇也は足下に崩れ落ちた。

　これが、星霊機装の欠点だった。死にはしないものの、異様に体力を消費する。下手すれば意識を失い、そのまま長い眠ねむりにつくことさえあるのだ。そうなれば星霊機装も起動しない。戦場でそれは命取りだった。

　魔力を消費する〈星霊〉を終了すると、勇也は星霊機装を杖つえ代わりに立ち上がって身体に鞭むち打うち螺旋階段を駆け上がっていく。

　これを上っていけば、藍葉がいる最上階に辿たどり着ける。

　勇也は歯を食い縛しばると、ズキズキと痛む身体を引きずりながら走った。




　　　　◇




「ははっ！　最高じゃないですか、黒峰先せん輩ぱい！」

　恋戦学園最上階。生徒会室。

　モニターで一連の出来事を見ると、焰ほむらは楽しそうに笑い声を響ひびかせた。

　星霊機装を使う黒峰勇也が相手ならば、贋作魔王の生徒たちがどれだけ束になっても敵かなわないだろう。だとすれば、ここは自分の番だ。

　戦闘意い欲よく十分の状態で、焰は生徒会室の出口へと歩き出す。

　だが、数歩も歩かないうちに、側そばで控ひかえていた生徒から制止の声をぶつけられた。

「遠とお野の様、おやめください！　もうすぐ脱だつ出しゆつ用のヘリが来るんです！　任務を忘れたのですか！」

「はぁ、任務ですか？　そんなことを言っている場合ですか？　黒峰勇也は全すべてを蹴け散ちらして必ずここまで来ますよ？　だとすれば、早い段階で俺が出向いた方が被ひ害がいは少ないと思いますが」

「ですが、この部屋には蒼あお宮みや藍葉を含ふくめ捕とらえた生徒たちがいます！　それを連れて帰るのが、遠野様に命じられた任務です！　それを無視すれば、組織内の立場をますます悪くすることに──」

「俺に指図するんですか？」

　焰が睨にらみつけると、その生徒はゆるゆると首を振って数歩後退した。

　その表情は恐きよう怖ふに染まっている。その様子に小さく舌打ちすると、焰は近くの椅い子すにどかっと座った。

「はいはい、わかってますよ。ここで待ってますよ。ですが、逃とう走そう手段が来るまえに黒峰勇也が来たら遠えん慮りよなく戦います。そのときは誰だれの指図も受けませんから」

　苛いら立だたしげに机を蹴けって、焰はモニターに視線を戻した。

　不意に、亡ぼう霊れいの如ごとき声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──なんで、お前は私の息子むすこのくせに無能なんだ。

　──他の子はできるのに、どうしてあなたはできないの？　どうして、こんなに私を苦しめるの？　ああ、あんたなんて本当に生まなきゃ良かった。

　──さようなら、二度と私たちの前に現れないで。

　ぎりっと。拳を力強く握にぎって、焰は粘ねん着ちやく質しつな感情を心から追い出した。

　さあ、黒峰勇也。早く全てを蹴散らしてここまで上ってこい。そのときがお前の死ぬタイミングであり、俺がこの世界において「力」を手に入れたことの証明となる。

　もう俺が親に捨てられるような弱い存在ではなく、有用な存在であるという。

　──と。

「動かないでください」

　頭に銃じゆう口こうが突きつけられて、焰はぴたっと硬こう直ちよくした。

　視線だけ動かすと、藍葉がいつの間にか銃を構えていた。いったい、いつの間に銃を手に入れたのだろうか。配下の贋作魔王に身体検査は隅すみ々ずみまで行わせたはずなのだが。焰は思考を巡めぐらせて、ある予想へと辿り着く。

「……なるほど、星霊機装ですか。そういえばあれは元々アクセサリーなんでしたっけ。恋れん火か機装については生徒たちに知らせていたのですが、そっちは忘れていました。ここは下の大広間ほどではありませんが、俺たちによって魔力が垂れ流されている。それをエネルギーにしたということですか」

「解説ありがとうございます。ですが、御ご託たくはいいです。そっちの人たちは大将が撃うたれたくなかったら、藍葉の荷物を全部返してください」

「くそっ……」

　生徒たちは呻うめきながら、藍葉に荷物を手て渡わたす。

　しかし、その寸前、焰はくすっと笑って藍葉に向き直った。

「な、なんで、動いてるんですか！　撃ちますよ！」

「撃ちたければどうぞ。だって、その星霊機装の銃は千分の一も能力が解放されてませんよね？　この部屋にある魔力程度で起動できるならば、今までにそうしているはずだ。そもそも、俺を脅おどさなくてもさっさと撃てばいい。だが、そうしないってことは──」

　焰は目を細める。

　その瞬しゆん間かん、藍葉は地面を転げながら躊躇ためらいなく発はつ砲ぽうした。だが、その弾だん丸がんは焰の頭に当たっても貫つらぬきはしなかった。精せい々ぜい、視界を揺ゆさぶられた程度だ。

　藍葉は起き上がりながら、ちょうど荷物を渡わたそうとしていた生徒の背中に隠かくれた。焰が放った結晶の刃やいばは、代わりにその生徒に突き刺ささった。大きく目を見開いて、その生徒は血を吐はきながら崩れ落ちる。藍葉はその間に自分の荷物を回収すると、この部屋の扉とびらを蹴け破やぶって脱出した。それに伴ともなって、捕らえられていた他の生徒たちも、藍葉が引きつけている間にとっくに逃にげていた。

「あ、逃げられましたね。これは残念」

　ちっとも残念そうに言うことなく、焰は螺旋階段を下りていく藍葉の背中へとゆったりと視線を向ける。

「これで、蒼宮藍葉たちを追わなければいけなくなりました。任務を達成するには、恋愛剝奪者レツド・ゼロの生徒をきちんと連れ帰らなければいけませんからね。そのときに黒峰勇也と出会ってしまったら──当然、戦っても問題ありませんよね？」




　　　　◇




「──らああああああああああああっ！｝

　勇也は絶ぜつ叫きようとともに星霊機装である黒こく剣けんを振るって、贋作魔王の生徒を薙なぎ払はらった。その生徒は壁に叩たたきつけられて、戦闘不能に陥おちいる。直後、勇也は嘔吐えずいて胃液を螺旋階段に吐き出した。顔を持ち上げると、呼吸を整えながら剣を杖代わりに一段ずつゆったりと上がっていく。

　もう何段上がっただろうか。

　勇也が螺旋の渦うずを見下ろすと、一階の大広間は遠すぎて見えなかった。対して最上階はあと少し。気合いを入れ直して上層階を見上げると、勇也は再び歩き始める。

　焰が異様な圧力を放っているのは、姿が見えなくとも肌はだで感じ取っていたが、一方で星霊機装を動かす魔ま力りよくは枯こ渇かつしかけていた。

　夕ゆう日ひの魔力が充じゆう満まんしていた一階から離はなれているからだろうか。あと一回分の戦せん闘とう用さえあるか怪あやしい。それだけ、魔族化した生徒たちが厄やつ介かいだったのだ。

　と、突とつ如じよ、制服のポケットの携けい帯たい端たん末まつが震ふるえた。

　いったいこんなときに誰だろうか。勇也は着信相手の名前を見やって、硬直した。

　蒼宮藍葉。助けようとしていた、囚とらわれているはずの少女。

　勇也が慌あわててその通信を繫つなぐと、開口一番に耳元で大声で叫さけばれた。

《先輩、何やってんですか！　馬ば鹿かなんですか！　なんで来るんですか！》

「なんでそんなこと言われなきゃいけないんだよ！　っていうか、お前大だい丈じよう夫ぶなのか!?　今、どこにいるんだ!?」

《遠野焰から逃げて螺ら旋せん階段を下りているところです！　何とか自力で脱出して──じゃなくて、話を逸そらさないでください！　なんで藍葉を助けにくるんですか！》

　藍葉の声が上の方から聞こえてくる。

　その聞き慣れた声に力を取り戻もどすと、勇也は顔を上げて必死に駆け上がる。

《どれだけ戦力差があると思ってんですか、馬鹿！　運良く星霊機装が使えたみたいですけど、それだってもう魔力が足りませんよね！　そんな無計画でどうするつもりなんですか！　それとも、また死ぬつもりで戦おうとしてたんですか！》

「おい、ちょっと待て。せっかく助けにきたのに、どうしてそんなこと言われなきゃいけないん──」

《もう無茶はしないって約束したくせに！》

「っ」

　藍葉が叫んだその言葉に、勇也は息を詰つまらせた。

　藍葉は涙なみだ声ごえだった。音声だけだったが、途と方ほうもない時間を一いつ緒しよに過ごしていたからか、それを察することができた。

　藍葉は泣きじゃくりながら尚なおも叫び続ける。

《あれだけ言ったのに、藍葉の言ったことをまだ理解してないんですか！　藍葉、言いましたよね！　先輩が勝手に死ぬことは許さないって！　なのに、なんでこんな無茶するんですか！」

　それは、夕日が魔王となったことを知ったときに一人で突つっ走ぱしろうとして怒おこられたときの言葉だった。

　あのときと同じように、藍葉は殴なぐりかからん勢いで声を荒あららげる。

《先輩が助けにきたって、全然嬉うれしくありませんし！　たとえ、藍葉が助かっても先輩が死んだら何の意味もないじゃないですか！　先輩のいない世界で生きたって何の意味もないじゃないですか！　藍葉は自分が死んでも先輩に生きていて欲しいんです！　なんで、先輩はそんな簡単なことがわからないんですかッ！　この先輩の馬鹿ッ──》

「──なんで、お前はこっちが同じ気持ちだってわからないんだッ！」

　藍葉がありたっけの感情をぶつけてきたその間かん隙げきに、勇也は藍葉以上の怒ど号ごうを放った。

　戦場でこんなことをしている場合ではない。そんな当たり前のことはわかっていたはずだった。だが、それを遠く追いやるほど、勇也は冷静ではなかった。

　目め頭がしらが熱くなる。押し留めていた気持ちが堰せきを切って溢あふれ出す。自分の意思でそれを止とどめることはできなかった。

　勇也は感情が赴おもむくがままに叫び返す。

「なんで、わかんないんだよ！　僕だって同じ気持ちに決まってんだろ！　自分だけ助かっても嬉しいわけないだろうが！　自分だけ生きていても嬉しいわけないだろうが！　お前がいない世界で生きていたって何の意味もないってなんでわかんないんだよ！」

《先輩、何言って──》

「笑うんなら、笑え！　お前が攫さらわれた後、どうしようもなく怖こわかったんだよ！　お前がいなくなるんじゃないかって、蒼宮が死ぬんじゃないかと思って怖かったんだ！　ああ、認めてやるよ！　僕は大馬鹿者だ！　お前が隣からいなくなって初めて、誰が一番大切なのか自分の気持ちに気づいた大馬鹿者だ！　だけどな、お前はそれ以上の馬ば鹿かだ！　いつもいつも自分の気持ちばっかり押しつけやがって！　たまには、人がどう思ってるか考えろよこの馬鹿が！」

《はぁっ!?　どの口が言うんですか、どの口が！　先輩だけには馬鹿とか言われたくありませんし！　このスーパー馬鹿が！》

「黙だまれ、このウルトラ馬鹿！　なーにが助けにこられても嬉しくないだ！　助けにきてやっただけでも有り難がたく思いやがれ、この馬鹿が！」

《あー、二回も言った！　藍葉のこと二回も馬鹿って！　言っときますけど、馬鹿っていった方が馬鹿なんですからねこの馬鹿！》

「それを言うなら、お前も馬鹿馬鹿言ってんだろこの馬鹿！」

《それでも先輩の方が馬鹿ですし、この馬鹿！》

「いや、お前の方が馬鹿だ！」

《先輩が馬鹿！》

　言い合いながら、勇也は全速力で階段を駆かけ上がる。

　携帯端末の音から判断するに、藍葉も何段か飛ばしながら下りているようだった。

《だいたい、藍葉助けて欲しいって一度も言ってませんし！　本当に、なんで来たんですか！　先輩なんて夕日さんとよろしくしてればいいじゃないですか！》

「お前──」

　何度言っても納なつ得とくしない藍葉に、勇也は激高しようとして。

　そのとき、勇也の視界が急に開けた。階段が終わって踊おどり場に辿たどり着いたのだ。その踊り場は直径百メートルほどの円形で、闘とう技ぎ場のようでもあった。

　そして、その対面側。

　そこには、藍葉が携帯端末を耳に押し当てて立っていた。互たがいの視線が交こう錯さくする。勇也は直接文句を言ってやろうと、大きく空気を吸い込んで。

　──だが、二人とも一言も発することはできなかった。

　何故なぜならば、頭上から真紅の結けつ晶しようの剣が降ってきたからだ。喧けん嘩かして周囲が見えていなかった勇也と藍葉は地面に縫ぬい付けられて、携帯端末を手から放ほうり出した。それから少し遅おくれて、焰が頭上の階段の手すりに着地した。どうやら、藍葉を追いかけてやってきたらしい。

　地面に磔はりつけにされた二人に、焰は笑えみを深める。

「やっと会えましたね、黒峰先せん輩ぱい！　さあ、その星霊機装で俺と戦ってください！　そうすれば、俺の有用性がようやく証明される──」

「……うる、せえ……何言ってんだよ、お前」

　焰が何か言ってくるが、勇也の意識の埒らち外がいだった。

　勇也の意識と視線は、藍葉に釘くぎ付づけだった。

　苦く悶もんの声を漏もらしながら、勇也は踏ふん張って何とか立ち上がる。真しん紅くの結晶の剣が肉を裂さき、鮮せん血けつが滲にじんで地面に血けつ痕こんをつくる。対面でも、藍葉が同じようにして立ち上がっていた。

　藍葉に向かって一歩前に踏み出しながら、勇也は語りかける。

「なんで来たかって？　そんなにぐちゃぐちゃ言うなら、とびっきりの理由を教えてやるよ！　いいか、一度しか言わないから絶対に聞き逃のがすなよ！」

　一歩踏み出すごとに身体からだが悲鳴をあげるが、関係ない。

　焰が何か喚わめいてるが、関係ない。

　勇也の視界には藍葉しかいなかった。恐らく、藍葉の視界にも勇也しかいないだろう。

　そんな二人きりの世界で、勇也は全力で吼ほえる。




「僕が！　お前のことが──蒼宮藍葉のことが！　世界で一番大好きだからに決まってんだろうがああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっっっ！」




「ふざけるなああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　勇也の絶叫に対して、焰が額に青筋を浮うかばせて怒いかり狂くるった。

　だが、それを気にしている場合ではなかった。

「ッ」

　勇也は地を蹴けると、星霊機装すら投げ出して藍葉に向かって一直線に駆け出した。藍葉もこちらに向かって走り出す。頭上から真紅の結晶の刃やいばが雨のように降ってくるが関係なかった。お互いに肉を切られ、血を噴ふき出しても、一いつ瞬しゆんでも早く会うためにただひたすらに足を動かす。

　そのとき。

　みしり、と。数多あまたの結晶の刃が降ってきたせいで、踊り場全体に亀き裂れつが入って──崩ほう落らくし始めた。足あし下もとが揺ゆらいで、二人は空中に放り出される。瓦が礫れきとともに落下する。それでも、二人は瓦礫を蹴ると跳ちよう躍やくして。

「藍葉！」

「先輩！」

　勇也は藍葉へと必死に手を差し出した。藍葉も勇也へと手を差し出していた。

　そうして──

　そっと、ついに互いの指が触ふれ合った。すぐさま、勇也は藍葉を引き寄せるとしっかりと抱だき締しめた。何があっても二度と離さないように。藍葉は泣きじゃくりながら、胸むな元もとに顔を押しつける。

「先輩のばかぁっ。ほんとのほんとに心配したんですからぁっ。いつもいつも無茶ばっかりしてっ。次やったら絶対に許しませんからぁっ」

「ああ。ごめん、藍葉。もうやらないよ」

「……わ、わかればいいんですっ。でも、その……藍葉もすみませんでした。先輩の気持ちを考えずに勝手に無茶して。藍葉も二度とやらないので許してください」

「許すに決まってんだろ。でも、本当に心配したんだぞ」

　勇也も鼻にかかったような声で言って、藍葉をもう一度抱き締めた。

　藍葉の熱が肌を通して伝わってくる。確かに藍葉が生きているという実感が身に沁しみる。互いの存在を求めるように頰ほおずりして、二人は照れ臭くさそうに小さく笑う。それは、擦すれ違いばかりだった二人の思いがちゃんと交錯した瞬間だった。

　だけれど、いつまでもそうしているわけにもいかなかった。

　焰、だ。

　勇也と藍葉が抱き合ったまま落下していると、焰は真紅の結晶を鎧よろいのように纏まとって落下してきた。怒りながら、焰は声を嗄からして叫さけぶ。

「黒峰勇也！　何故、星霊機装を手放したんですか！　何故、代わりに女の手を取ったんですか！　それだけの力を持っておきながら、何故力を捨てるんですか！　所しよ詮せん、あなたもくだらない恋れん愛あい至上主義の豚ぶたどもと同じなのか！」

「確かに星霊機装は捨てたけど、力を捨てた覚えはないぞ」

　言い放って、勇也は焰を真正面から見返す。

「お前、以前に言ってたよな。僕が弱くなったって。だけど、今ここではっきりと言ってやる。僕は確かに弱くなったかもしれない。でも、僕たちはお前より強いぞ。今からそれを見せてやる！」

　一人ならば、勇也は確かに弱い。今の焰に勝つなど到とう底てい不可能に近いだろう。

　でも、藍葉がいれば、二人ならばどんな困難だって退けられる。どんな状じよう況きようからでも何度だって立ち上がることができる。恋こいをすることによって、互いに寄り添そい合って支え合って。そうやって、二人で戦う強さを手に入れて今まで乗り越こえてきたのだから。

　──恋をするの。その人のことを絶対に守りたいって思えるぐらい。

　いつか、夕日だって言ったじゃないか。恋をすれば強くなる、と。勇也と藍葉はついにそれを体現することができたのだ。

　だから、勇也と藍葉は互いに顔を見合わせる。

　そして、先程から鳴り響ひびいていた電子の歌声を受け入れる。

《要よう請せい受じゆ諾だく。使用者の要請により、特とく殊しゆ攻撃アサルトプログラム──恋火機装【双騎士パラデイン】、武装召喚インストールします》




「恋火機装【黒剣士グラデイエーター】──起動」

「恋火機装【蒼銃士ガンナー】──起動」




　そのボイスコマンドで、勇也と藍葉の手に業ごう火かの如ごときオーラを纏う武器がそれぞれ握にぎられた。次いで、二人の服が真紅の粒りゆう子しによって書き換かわっていくと、鋭するどく洗練されたフォルムへと変化していく。恋愛磁場ラブパワーはこれまで抱き合っていたおかげか[image: 100]％。勇也と藍葉は瓦礫を蹴って別の踊り場へと無事に着地した。

「じゃあ行くぞ、藍葉！」

「はい、先輩！」

　隣の相棒を一いち瞥べつして呼吸を合わせると、焰を見上げて。

　勇也は不敵な笑みとともに言う。

「さあ、藍葉──僕といちゃいちゃして世界を救うぞ！」




　それに対して、焰は上空から見下ろして憤ふん怒ぬが混じった声を発する。

「させると思いますか？　先輩、あんたは俺の全すべてを使って必ずここで殺す！　あんたが信じる馬ば鹿かな力なんて、俺が叩たたき折ってやる！」

　焰は告げる。

　真紅のローブをはためかせながら、ありったけの憎ぞう悪おをこめて。

「因子解放：能力宣言オーバーロード」




「──魔王徴収アブソーブ・全範囲フルカウント」







[image: 第九章　恋愛至上都市の双騎士]




　焰ほむらが能力を発動した瞬間、大気がずんっと震ふるえた。

　勇ゆう也やは警けい戒かいするように視線を持ち上げ、数秒もしないうちにその異変に気づいた。

　陽光を降り注がせるように、この螺ら旋せん階段の外周にある窓。そこから外を窺うかがうと、天空に向かって幾いくつもの魔力の柱が立ち昇のぼっていた。それは蛇へびのようにうねると、この螺旋階段がある〈塔とう〉に窓ガラスを次々と割って雪な崩だれ込んでくる。その中心にいるのは、もちろん焰だった。

　都市中の配下である贋作魔王デザイナーズから魔力を強制徴収したのだ。

　およそ五十人分の魔力を根こそぎ奪うばうと、焰は可視化されるほどの真しん紅くの魔力を纏っていた。汚きたなくも、惹ひきつけられるギラギラとした光。その寒気がするほどの圧あつ倒とう的な魔力を糧かてにして、焰は再び力強く宣言する。

「因子解放：能力宣言オーバーロード」




「──強制洗脳オーバーライド」




　刹せつ那な、一いち陣じんの風が吹ふき荒あれた。

　それは、この踊おどり場だけでなく、都市中──いや、世界の隅すみ々ずみまで届かせるように波は及きゆうしていく。途と端たん、頭を揺さぶられ、気力を根こそぎ奪われ、重力が何倍にも増したかのように身体からだが重くなった。隣となりに視線を移すと、藍あい葉はも同じ症しよう状じようにかかっているようだった。

　何をされたのか全くわからないが、いつまでも戸と惑まどっているわけにはいかなかった。

「行くぞ、藍葉！」

「はい、先輩！」

　藍葉のタイミングを窺うと、勇也は彼女の手を握る。

　ピピッ。恋愛磁場ラブパワーの発生を感知して、電子音が鳴り響く。




【恋愛磁場装そう塡てん率：８％】




「なん、で……」

　あまりにも低い恋愛磁場装塡率。それに困こん惑わくして、勇也は思わず声を漏もらした。けれども、思い当たる原因など一つしかなかった。

　勇也は焰を見上げると、同時に、あることを思い出す。この症状には覚えがあるのだ。先月、夜や宵よいに魅み了りようされたときに味わったどんないちゃいちゃをしてもドキドキしない現象。

　嗤わらいながら見下ろしてくる焰に、勇也は呻うめく。

「まさか、お前──」




　　　　◇




「強制恋愛勃起不全ＥＤだと!?」

　恋れん戦せん学園・中層部──恋愛強者レツド・ツーのエリア。

　急に恋愛磁場が使えなくなった熾し烈れつな戦場の中、若わか竹たけは思わず叫んだ。

　前方ではバリケードを挟はさんで、贋作魔王が苛か烈れつな攻こう撃げきを仕し掛かけてきていた。魔力を徴収されたにもかかわらず、残り滓かすでこちらにトドメを刺さすつもりらしい。それがまだ達成されていないのは、ひとえに魔族化を制せい御ぎよする二人の女性がいるからだ。

　その一人、夜宵は結けつ晶しよう化能力で壁かべをつくりながら頷うなずく。

「そうよ。私のは魅了した相手の意識を惹きつけて恋愛勃起不全にさせる。つまり、あれは私以外と恋愛磁場を発生させない現象なの。でも、遠とお野の焰のこれは違ちがう。脳への直接干かん渉しようによる〝認識の書き換えリライト〟。強制洗脳と言っても過言ではない現象よ」

「……そんなことが可能なのか？」

「莫ばく大だいな魔力があれば不可能じゃないわ。それにもとはといえば、遠野焰が使う魔王の固有能力である〈虚フエ構イク強・エン化ハンス〉も認にん識しきの書き換えによる現象だもの。平たく言えば、暗示よ。でも、これが厄やつ介かいなのはその範囲がどこまでかってこと」

　夜宵が口にした言葉を理解すると、若竹は絶望的な声をこぼす。

「……もしかして、この現象は世界中に届くのか？」

「その可能性もあるわ。どちらにせよ、わかってるのはここで遠野焰を止めないととんでもないことになるってこと。最悪、恋愛の概がい念ねんが世界中から消え去って──この恋愛至上主義の世界は滅ほろぶわよ」




　　　　◇




「ようやく現状を理解したようですね」

　焰は顔を歪ゆがめて、勇也と藍葉を嘲あざけった。

「神しん前ぜん塾じゆくの魔族化の被ひ検けん体たいの中で、俺は唯ゆい一いつ魔王の固有能力を使うことができます。そして、贋作魔王たちの莫大な魔力も今や俺のものになった。計画ではまだ先でしたけど、強制洗脳すらできるようになった。今いま頃ごろ、世界中は大おお騒さわぎでしょうね。急に恋愛磁場が発生しなくなったんですから」

「……もしかして、それがお前たちの目的だったのか？」

「ええ、そうです。贋作魔王を大量生産し、その魔力を俺のもとに集めて世界中に対して永久的な強制洗脳を行う。それにより、恋愛の概念を消失させる。それこそが、恋愛終末戦争計画の実態です」

　言って、焰は螺旋階段を一段ずつ下りてくる。

「今はまだ永続性まではありませんが、先輩を倒たおした後にじっくりとやればいい。今の先輩相手なら、そんなこと目を瞑つぶっていてもできる。なにせ、先輩は大事な星せい霊れい機装を捨てちゃったんですから！　恋愛磁場が発生できなくなった今、先輩が俺を倒す術すべなんて一つだってない──」

「それはどうかな」

「はっ……？」

　声高らかに叫さけぶ焰に、されど、勇也は冷静な言葉を返した。

　どの言葉にも噓うそはないだろう。どれも、焰が本気でそう信じている。だけれど、その中にはたった一つ、計算違いの事象があった。

　焰がぎりっと歯を鳴らして、笑みを引きつらせる。

「何が言いたいんですか、先輩？　もしかして恋愛磁場がなくとも俺に勝てるとでも」

「いいや、お前の言う通りだよ。恋愛磁場がなければ僕たちはお話にならない。でも、言っただろ。お前よりも僕たちの方が強い。だから、お前の力には負けない」

「これでもわからないなら、もっとはっきり言ってあげましょうか？」

　小こ馬ば鹿かにするような笑みとともに、藍葉がそっと背中同士を触ふれ合わせてきた。

　勇也は藍葉の手を握にぎる。藍葉も勇也の手を握った。それによって、恋こいに落ちた者特有の全能感が全身を駆かけ巡めぐった。大だい丈じよう夫ぶだ、藍葉が隣にいればどんな障害だって必ず乗り越こえることができる。

　二人は指同士を絡からめて、手を銃じゆうのように焰に向けて。

　勇也と藍葉は同時に宣言する。

「藍葉と先輩の恋が──」




「「──お前なんかに負けるわけがないだろうがあああああああああああああああ！」」




　瞬しゆん間かん。二人の手の甲こうに幾何きか学がく的な紋もん様ようが刻まれ、燃えるような神こう々ごうしい光が立ち昇った。




　　　　◇




「若竹様、いったいあれは!?」

　天を穿うがつほどの真っ赤な光が螺旋階段がある校舎から迸ほとばしっているのを視認して、夕ゆう日ひが驚きよう愕がくした表情で叫んだ。

　その現象には心当たりがあって、若竹は声を震わせる。

「……恐おそらく、〈恋愛共鳴現象〉だ。共鳴レベル10の人類未み到とう領域。運命の相手同士でないと発現しない、文字通り〝世界最高のカップル〟である証明。世界恋愛統制機構の技術部でシミュレーション動画を一度見せてもらったが、まさかここまでとは……」

　螺旋階段からはかなり離はなれている。それにもかかわらず、その力の強きよう烈れつな波動は若竹の肌はだをびりびりと震わせた。

　それだけではない。立ち昇った恋愛磁場の粒りゆう子しと思われる光が、雨のように降り注いで近衛このえ兵たちを癒いやしていく。近衛兵たちは徐じよ々じよに恋愛磁場が発生できるようになる。対して、その雨あま粒つぶに触れると、贋作魔王は動きが緩かん慢まんになっていく。

　それに加えて、螺旋階段から伸のびる光の粒子はいつまで経たってもその勢いを弱めなかった。それどころか、螺旋階段から感じる力の波動は更さらに強まっていく。

「……もしかして、あれはあの二人が？」

「ああ、そうだろう。あの二人以外にいるものか」

　夕日の言葉に頷いて、若竹は螺旋階段を見やって呟つぶやく。

　かつて魔王を前にして、あの二人が果か敢かんに挑いどんでいったときを思い出しながら。

「──行け、二人とも。世界を救ってこい」




　　　　◇




　ピピッ、ピピッ、ピピッピピッピピッ────

　恋愛磁場の発生を告げる電子の音が止まらない。最初は小さく、されど徐々に抑おさえきれないほどの恋愛磁場が大量に生み出される。

　そうして、白銀の腕うで輪わがそれらをまとめて表示する。




【恋愛磁場装塡率：99％】




「な、なんで!?　こっちが使っているのは魔王の力なんですよ!?　どうして、そんなに簡単に破れるんですか!?」

「計画を早めたのがミスだったな。まあ、それでも、普ふ通つうの奴やつらなら問題なかったのかもしれねーけど──僕たちがその程度乗り越えられないわけないだろうが！」

　戸惑う焰にそう言い返すと、勇也は隣の藍葉と顔を見合わせて。

「行くぞ、藍葉！」

「はい、先せん輩ぱい！」

　頷くと、二人は地を蹴けり──五メートル近くも跳ちよう躍やくした。恋れん火か機装から溢あふれる恋愛磁場によって身体能力を向上させたのだ。上空から瓦が礫れきが降ってくる中、螺ら旋せん階段の手すりや壁を蹴って上へと登りながら、勇也と藍葉は焰へと一気に肉にく薄はくする。その一方で、大量の恋愛磁場が消費されていた。だが、二人は一いつ切さい慌あわてない。そっと、指を絡めると手の平を合わせて。

　──いちゃいちゃフォーメーションＫ・〈恋こい人びと繫つなぎ〉。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が鳴り響ひびく。




【恋愛磁場装そう塡てん率：70％】




　焰がブーメランのように放ってきた幾いくつもの結晶の刃やいばへ、勇也が恋火機装である黒こく剣けんを振ふり抜ぬくと、恋愛磁場の衝しよう撃げき波はによってその全すべてが撃げき墜ついされた。煙けむりが視界に広がる。それにも構わず、藍葉はすかさず引き金を引いて弾だん丸がんを叩たたき込んだ。全弾命中。焰は苦く悶もんの声を漏もらしながら、螺旋階段の手すりを蹴りながら上層階へと距きよ離りを取る。

「何が恋の力ですか！　何故なぜ、そんなふざけた力に世界が支配されなきゃならないんですか！　何故、そんなふざけた力のせいで俺が除のけ者にされなきゃいけないんですか！　恋愛至上主義の豚ぶたどもよりも、俺の方が優ゆう秀しゆうなのに！」

　焰が絶ぜつ叫きようするとともに、魔ま力りよくが全身から溢れて纏まとっていた真しん紅くの結晶のローブから隆りゆう起きし始めた。顔すら隠かくされて、全身が真紅の結晶の鎧よろいで覆おおわれる。その鎧からは真紅の棘とげが至るところから突とつ出しゆつして、フォルムが禍まが々まがしいものへと変化した。

　赤色に染まった絶望と憎ぞう悪おが混じり合った瞳ひとみがこちらに向けられる。

　刹せつ那な、焰は真紅の刃をつくりだすと魔力をこめて全力で投とう擲てきしてきた。それは、勇也が星霊機装で放った〈星せい撃げき〉にすら劣おとらない一撃だった。その真紅の閃せん光こうは空中を駆け抜けると、勇也と藍葉を穿たんと飛ひ翔しようしてくる。

　されど、それに対して、勇也は藍葉を真まっ直すぐと見つめて。

「藍葉！　いちゃいちゃフォーメーションＨ──〈ハグ〉だ！」

「はい、先輩！」

　そう叫ぶと同時に、二人は互たがいの背中に両りよう腕うでを回してひしっと抱だき締しめた。

　藍葉特有の他の女の子とは少し違ちがった甘い匂におい。どんな絶望的な状じよう況きようだろうと奮い立たせてくれる声。安心感を与あたえてくれる熱。それらが五感を通して伝わってきて、勇也の中で途と方ほうもないエネルギーを生み出してくれる。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響く。




【恋愛磁場装塡率：90％】




　ドゴッッッッ！　空中で互いの一撃が交こう錯さくすると、勇也と焰の間で螺旋階段を破は壊かいするほどの爆ばく発はつを起こした。相そう殺さい。どちらの攻こう撃げきも届いていない。その光景に、焰は苛いら立だたしげに舌打ちすると上層階へと逃にげていく。勇也と藍葉は螺旋階段の手すりを何度も蹴って跳躍しながら、それを追っていって──

　そして、勇也はようやくそこに辿たどり着いた。

　恋戦学園最上階・生徒会室。当初の目的だったその部屋に転がり込むと、勇也と藍葉は焰へと向き直った。

　焰は全ぜん身しん鎧がいの姿で、二人を睨にらみつけてくる。

「……ああ、認めてあげますよ。先輩たちは強い。だけど、俺はそれよりも強い。ずっといちゃいちゃしてた奴よりも、俺が弱いわけがないんですよ！」

　焰は足を踏ふみ鳴らすと、真紅の結けつ晶しようの世界を生み出した。床ゆかから結晶が湯水のように湧わき出して真紅の雪原をつくりだす。

　真っ赤な雪が降り注ぐ中、焰は結晶の剣を作りだしながら雄お叫たけびとともに紡つむぐ。

「因子解放：能力宣言──虚構強化ッ！」

　認識の書き換え。それを自分に対して行い、遠野焰の限界を上書きする。

　直後、焰の魔力が爆発的に向上した。結晶の雪原が雪崩なだれへと変化して二人を襲おそってきた。それほどの過か剰じよう魔力を放ちながらも、そのほとんどは焰の剣へと注ぎ込まれていく。

　魔力一点集中。その一撃で全てを終わらせようとしているのか、空間が軋きしむほど魔力が剣に集まってバチバチと溢れた。

　それに対して、勇也はぎゅっと藍葉の手を握りしめた。

　それにより、恋愛磁場が発生して装塡される。恋愛磁場装塡率：[image: 100]％。その動きに呼応するように、電子の声が祝福を謳うたう。

《恋愛磁場供給量の閾いき値ち突とつ破ぱを複数回確かく認にんしました。恋愛階級ラブランクの特級昇格を承認。〈Ｃランク〉から〈世界最強のＬラカップルンク〉へと移行します》

　恋愛祭における優勝者が世界最高カップルとしたら、それと対ついを成す世界最強カップル。

　その称しよう号ごうが与えられ、白銀の腕輪の文字が更こう新しんされる。

　だけれど、祝福は止まらない。

　電子の声は、更に声を紡ぐ。

《最高恋愛階級への昇格により、使用者の攻撃アサルトプログラムの権限を最大解放。ランクＬ・攻撃プログラム──恋火機装【双騎士カツプル】、武装召喚インストールします》

　瞬間、恋火機装が燃え上がった。

　恋愛磁場が紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散らして、勇也と藍葉の周囲を真っ赤に照らし上げた。恋火機装から火の粉が舞まうが、その小さな粒子全てが圧あつ倒とう的なエネルギーである恋愛磁場だった。焰の魔力よりも煌こう々こうとした輝かがやきを放つそれは、結晶に触れるだけで溶とかしていく。結晶の雪崩を消しよう滅めつさせる。二人を中心に恋戦学園が本来の姿を徐々に取り戻もどしていく。

　しかし、その光景を視界に収めても、焰は恐れなかった。

　代わりに、真紅の剣を構えて声を荒あららげる。

「こんな恋愛至上主義の世界なんて間違っている！　だから、全部、俺が滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわしてやりますよ！」

「お前は確かにこの世界で苦しんできたのかもしれない。確かにこの世界には理り不ふ尽じんなことがあるのかもしれない」

　言いながら、勇也は恋火機装である剣を上段に構えた。

　藍葉が意図を読んで勇也に寄り添そうと、一いつ緒しよに剣を構える。ありたっけの恋愛磁場が装塡され、刀身が赤熱して光り輝く。

　隣となりの藍葉の存在を感じながら、勇也は叫さけぶ。

「でも、だからといって、お前が人を傷つけていい理由にはならないだろうが！　お前が人の恋を壊していい理由にはならないだろうが！」

「うるせえええええええええええええええええええええええええええええ！」

　焰が絶叫をあげる。

　次の瞬しゆん間かん、勇也と焰は同時に武器から強烈なエネルギーを撃うちだした。

　轟ごうッッッッッッッッッッッッッッッッ！　それぞれの一条の光こう芒ぼうはこの部屋の中心で衝しよう突とつして、互いの領域を押し合った。その衝撃に、勇也と藍葉は踏ん張って持ち堪こたえようとするがズルズルと押されていく。だが、負けるわけにはいかない。勇也と藍葉は言葉にならない咆ほう哮こうをあげて、恋愛磁場を更に上乗せして放つ。

　凄すさまじい光量の閃光が混じり合っているせいか、視界が真っ白に染まっていく。それでも、藍葉の手だけは離はなさなかった。それこそが世界で一番信しん頼らいできる道標だった。この手さえ離さなかったら、たとえ何も見えなくたって道を間違えることはないのだから。

　ここに来るまで、様々なことがあった。

　二ヶ月前は、死んだはずの夕日が魔王として復活しており自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。それでも、藍葉のおかげでもう一度立ち上がることができて夕日を救うことができた。

　一ヶ月前は、夜宵に誘ゆう惑わくされて危あやうく大切な人を見失うところだった。それでも、藍葉との思い出が再び立ち上がる力を与えてくれた。

　そして、今は藍葉のおかげで一度は惨ざん敗ぱいした焰にも対たい抗こうする力を手に入れた。

　この恋の力が間違っているとは、勇也は思わない。

　何度も、この力に──藍葉に、勇也は救われてきたのだから。

　だから、勇也は彼女に伝える。

　心中に溢れて止まらないこの思いを。

　今一番伝えたいことを感情が赴おもむくがままに、勇也は口にする。

「……なあ、藍葉。こんなときだけどさ、お前に言いたいことがあるんだ」

「……え、先輩。もしかして、それって……」

　藍葉が何かを期待するように、熱っぽい視線を向けてくる。

　その視線を真正面から受け止めて、勇也は全ぜん霊れいの気持ちをこめて告白する。




「──なんか、また恋愛磁場が足りないみたいなんだけど」

「まさかの二回目!?」




　ゴッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ！

　魔力の一撃に押し負けて、　真紅の閃光がすぐそばを通り抜けた。

「いやいやいやいやいや！　何言ってんですか先輩！　マジですか、マジでこの流れで恋愛磁場足りなくなっちゃったんですか!?　本当にいい加減にしてくださいよ、この大おお馬ば鹿か者ものの先輩は！　二回目ですよ!?　普通、二回もやりますか!?」

「うるせえよ！　足りなくなったもんはしょうがないだろうが！　なあ、どうすんだよこれ！　焰くん、ちょっと待ってくれないかな。土下座して靴くつ舐なめるから、ちょっといちゃいちゃしてやり直す時間くれないかな？」

「くれるわけないじゃないですか！　頭腐くさってんですか、この先輩は！　ああ、もうなんで藍葉こんなのに惚ほれたんだろ！」

　そんなことをぎゃあぎゃあと言い合っていると、更さらに悪いことは続く。

　メキリ。散々、勇也たちと焰が暴れていたせいか恋戦学園が崩ほう壊かいを始めた。それはこの最上階にあるこの部屋も例外ではなかった。足あし下もとが崩くずれ落ちて、螺ら旋せん階段どころか、全てが地に落下していく。

　勇也が視線を下に向けると、遥か遠くに一階の大広間の硬かたそうな床が見えた。一転して上空に視線をやると、焰が再び槍やりに魔力を纏わせて投擲しようとしていた。

　このままでは、数十秒もしないうちに強きよう烈れつな一撃が放たれてしまうだろう。

「おい、藍葉どうする!?　このままじゃやられるぞ！」

「わかってますよ！　でも、どうするかなんて一つしかないじゃないですか！　前回と同じようにしてもう一度恋愛磁場を撃つんですよ！」

「前回と同じように──」

　勇也は言いながら思い返して、ハッと目を大きくさせた。

　前回どうしたかなんて忘れようもない。覚えているに決まっている。

　勇也は覚かく悟ごを決めると、藍葉の瞳を真まっ直すぐと見つめた。藍葉も頰ほおを赤くしながらも見つめ返してくる。

　それから目を閉じると。ゆっくりと顔を近づけていって。

　だけれど、二人の唇くちびるが触ふれ合うことはなかった。

　ひょいっと、藍葉が顔を動かして器用に避さけたからだ。照準が狂くるって、エアキスを披ひ露ろうしてしまう。恥はずかしさのあまり顔を真っ赤にして、勇也は藍葉へと叫ぶ。

「おい、藍葉！　なんで避けるんだよ！　僕、なんかすげー恥ずかしい奴やつみたいになっただろうが！」

「いや、先せん輩ぱいの顔が普ふ通つうにキモかったんで」

「んなこと言ってる場合か!?　状況を考えろ、状況を！　僕たち殺されそうなんだぞ！」

　勇也が上空の焰を指差すが、藍葉はぷいっと顔を背そむけた。

　目を半分こにして、グチグチと言ってくる。

「だいたい、先輩都合良すぎじゃないですか。今まで散々藍葉のアプローチ無視しておいて、好きになったら直すぐにキスをせがんでくるなんて」

「じゃあ、どうすればいいんですか!?」

「ビンタ一発で許してあげるんで、目を瞑つぶってください」

　色々と言いたいことはあったが、この状況で喧けん嘩かしていたら手て遅おくれになる可能性がある。

　命令されるがままに、勇也は目を閉じる。

　そうして、頰に手痛い衝撃が来るのを覚悟して。

　しかし、結局、勇也が引ひっ叩ぱたかれることはなかった。

「っ」

　代わりに、唇に柔やわらかい感かん触しよくがする。思わず目を見開くと、藍葉が勇也に抱だきついて唇を押しつけていた。たっぷり一秒キスすると、藍葉は顔を離して小こ悪あく魔まのような笑えみをつくって。

「もう、先輩ってばそんなに素す直なおだと悪い女の子に騙だまされちゃいますよ」




「──それで、先輩。藍葉に惚れてくれましたか？」




　藍葉が顔を寄せてきて、耳元で甘い声で囁ささやいてくる。

　それに、勇也は困ったように笑って。




「ああ、惚れたよ。僕の負けだ」




　ピピッ。

　恋愛磁場の発生を感知して、電子音が響ひびく。




【恋愛磁場装そう塡てん率：[image: 100]％limit break】




　エネルギーが急速に溜たまっていく。

　勇也と藍葉が構えた銃じゆうから、目も眩くらむような閃せん光こうが放たれる。

　その光は、焰を飲み込むと上空へと突つき抜ぬけた。一呼吸置いて、焰が生み出していた結けつ晶しようが一気に破は砕さいされ粒りゆう子しに変わった。

　二人が天を仰あおぐと、キラキラとした結晶の粒子の雨が降り注ぎながらも雲一つない蒼そう穹きゆうが広がっていた。

　空気が澄すみ渡わたった綺き麗れいな青空が。







[image: エピローグ]




「まさか先輩が恋れん戦せん学園の任務を選んだのが、藍あい葉はと一緒に学校に通ってみたかったってのが何というか意外ですよねー」

　水みず神がみ島じま。王城の男子寮りよう──勇ゆう也やの自室。

　太陽が水平線の向こうに消えかけている頃ころ。

　勇也が机に向かって数学の問題集を解いていると、藍葉が椅い子すに座ってティーンズ向けの雑誌を読みながらそんなことを呟つぶやいた。

　あれから、半年が経過していた。

　既すでに神しん前ぜん塾じゆくの関連の事件は全すべて決着がついていた。暗あん躍やくしていた焰ほむらは捕とらえられ、世界恋愛統制機構が持つ牢ろう獄ごくで厳しく監かん視しされていた。もう日常生活に復帰することはできないだろう。また、それ以外の問題も事件以降にスムーズに解決されることとなった。

　あの事件の後、神前塾の悪事の証しよう拠こを摑つかんだ若わか竹たけは世界恋愛統制機構へ働きかけた。

　それによって、世界中から恋愛階級ラブランクの高いカップルが集められて対神前塾のチームが編成された。そして、その一ヶ月後、恋戦学園で捕つかまえた生徒たちからの情報から割り出した神前塾の拠きよ点てんに強きよう襲しゆうをかけたのだ。

　神前塾は必死に抵てい抗こうしたが、世界ランキングトップクラスのカップルの攻こう撃げきには為なす術すべもなく壊かい滅めつした。同時に、若竹は世界恋愛統制機構に入り込んでいた神前塾のメンバーを排はい除じよ。また魅み了りようから解放して、全ては終わったのだ。

　正直、勇也と藍葉は恋戦学園の事件以降ほとんど何もやることはなかった。

　二人は恋愛祭で世界最高のカップルに選ばれたが──どうやら、あのお祭りには本当の世界最高に数えられるカップルは参加していなかったらしい。何故なぜなら、あの恋愛祭に参加するのは上位の恋愛階級が欲ほしい者たち。裏を返せば、最上位のカップルは参加する理由が名めい誉よを除けば特にない。

　そういうわけで、真の世界最高カップルが集まった戦場はそれはもう凄すさまじかった。なにせ、あの魔族化した生徒たちを一撃で倒たおすのだ。星せい霊れい機装と同等レベルの恋愛磁場ラブパワーを常に維い持じするなどほぼ反則である。

　そんな経けい緯いがあって──勇也たちはお役やく御ご免めんになったわけだった。

　他の皆みんなは既にそれぞれの道を歩み始めている。

　事件以降、夕ゆう日ひは一人で世界各地を旅している。定期的に送られてくる手紙によれば恋愛磁場が普ふ及きゆうしていない地域で慈じ善ぜん事業をしているらしかった。やっぱり、恋愛磁場は彼女の性格に合わなかったらしい。夜や宵よいは宣言通りレンタル彼女を始めており、最近では彼女を社長とする株式会社を立ち上げたらしかった。華か恋れんは近衛このえ兵隊長として働いているものの、終業後は合コン三ざん昧まいでフラれ続けているらしい。水神島では悪名を轟とどろかせすぎたので、最近ではそろそろ世界進出を狙ねらっているようだ。天あま音ねは若竹のもとで帝てい王おう学を勉強しつつも、恋愛祭で出会ったという中性的な少女とよく遊んでいるようだった。

　そして、勇也と藍葉はまだ未来の世界にいた。若竹が過去に戻もどるアイテムを作製していなかったからだ。それが終わるまでは、勇也たちは何もすることがない。さて、どうしようかと悩なやんでいるときに、藍葉が勇也にある提案をしてきたのだ。

　──普通の学校に通う、という目標を果たさないかと。

　勇也はこれを直ぐさま了りよう承しよう。早さつ速そく、転入の手続きを若竹にお願いをするが、ここで一つの問題が発生した。

　転入試験、である。

　恋戦学園は恋愛戦せん闘とう教育機関という場所が場所だったし、任務のため無理矢理ねじ込んでもらったのだが、普通の学校となればそういうわけにはいかない。正直に言えば、裏取引で転入できなくもないのだが──それはしたくなかった。それは何か違ちがう気がした。

　そんな背景があって現在、勇也は必死に転入試験の勉強をしているわけだった。

　しかし、勇也は星霊機装に選ばれたために中等部からほとんど学校に通っていない。元々勉強は大の苦手でもあって、特に数学に苦戦していた。

　すぐ側では、藍葉がベッドの上でゴロゴロしていた。藍葉は既に転入試験を楽々突とつ破ぱできるだけの学力を持っていたのだ。日々、こつこつと勉強していたらしい。そんな藍葉は先生の代わりとして勉強を教えてくれているのだが──

「そんなに、先輩って藍葉と学校に行きたかったんですか？　どうなんですか？　ん？」

　にまにまと笑って、藍葉がこちらを見つめてくる。

　藍葉と一いつ緒しよにいる時間は勉強しているよりも、こうしてからかわれていることが多い気がした。どうやら、藍葉は勇也の反応が面おも白しろいらしい。

　勇也は無理に笑顔をつくって問題集を指差す。

「……そんなことよりも、こっちの問題の解き方を教えて欲しいんだけど」

「先輩がさっきの質問に答えてくれたら、教えてあげますよ？」

「お、お前な……」

「教えてくれないんですか？　恋戦学園のときの先輩はあんなに素直だったのに」

「うっ」

「いつの間にか、藍葉って普通に呼んでくれてたぐらい素直だったのに」

「ううっ」

　痛いところを突かれて、勇也は顔を引きつらせて胸を押さえた。

　そんな勇也にお構いなしに、藍葉はベッドの上で大おお仰ぎように演技する。

「確か、先輩こんな感じでしたよね。──『藍葉、大好きだ！　藍葉、愛してる！　僕はお前のことが世界で一番大好きだ！　今すぐ結けつ婚こんしよう！』」

「そこまでは言ってねぇよ！」

「じゃあ、どこまでは言ったんですか？　藍葉よく覚えてないので、もう一回言ってもらっていいですか？」

　絶対に覚えている顔で、藍葉が訊たずねてくる。

　それに対して、勇也は机に頭を打ちつけるとボソッと呟く。

「……ほんと勘かん弁べんしてください、藍葉さん。他のことなら何でも答えますんで」







「というか、藍葉たち付き合い始めたのに特に何も変わってないですよね」

　それから何時間が経過しただろうか──

　夕食も食べ終わって、勇也と藍葉はソファの上でぐだぐだしていた。藍葉は勇也の肩かたに頭をこつんと押しつけて、ぼぉーと真正面にあるテレビを見ていた。

　そんな状態で言ってきた台詞せりふに、勇也も同じく前を向いたまま答える。

「……まあ、元々、かなりの時間一緒だったからな。生活自体はそんなに変わってないからなぁ」

「いや、そういう意味で言ったわけじゃないんですけど」

「へっ？」

「なーんで、そこでそういう反応するかなぁ。今の状じよう況きようよく考えてくださいよ。藍葉、一応先せん輩ぱいの彼女なんですよ？」

　そう言われて、勇也は辺りを窺うかがって状況を見つめ直す。

　外はもう真っ暗。部屋に可愛かわいい彼女と二人きり。邪じや魔まする者も誰だれもいない。そうして二人は明日は特に予定もない。

　そこでようやく藍葉の言葉が何を意味しているか察して、勇也は息を詰つまらせた。

　藍葉が悪戯いたずらっ子のような笑顔で横から囁ささやいてくる。

「先輩、勉強頑がん張ばってましたし。ご褒美、あげましょうか？」

「お、お前、何言って……って」

　勇也は藍葉の声に顔を真っ赤にする──が、藍葉の様子に気づくと、溜ため息いきをついた。

　自分で言ったくせに、藍葉は顔を紅潮させていた。耳の端はしまで赤くなっている。

　勇也は呆あきれながら目を細める。

「……恥はずかしいなら、そういうこと言うの止やめればいいのに」

「ぜ、全然恥ずかしくありませんし！　藍葉、百ひやく戦せん錬れん磨まですから！」

「へぇー、そうなのか。じゃあ、今から色々しても大だい丈じよう夫ぶだよな」

　勇也は嗜虐的な笑みをつくると、藍葉を力ちから尽ずくでソファに押し倒した。

　藍葉の顔の横に片かた腕うでを置いて逃にげられないようにする。

　藍葉が怯おびえた目でこちらを窺ってくるが、遠えん慮りよはしなかった。蒼色の髪かみの毛を払はらって白い首筋を撫なでると、藍葉はびくっと身体からだを小さく震ふるわせた。勇也は藍葉へと顔を近づけると、唇くちびるを触ふれ合わせようとして。

　──だけれど、それ以上のことをすることはできなかった。

　単純な理由。二人の携けい帯たい端たん末まつが震えて、盛せい大だいな音を鳴り響ひびかせ始めたからだ。近衛兵たちの緊きん急きゆう要よう請せいコール。この島でまた何か事件が起きたのだ。

　それを聞くと、二人は顔を見合わせて──思いっきり噴ふき出して笑い始めた。

　何というか、とても自分たちらしかった。

[image: ]

　付き合ってからも、中々上手うまく次の関係へと進ませてくれないらしい。

　二人は一ひと頻しきり笑うと、互たがいに手を伸のばして立ち上がった。

　それから手早く身み支じ度たくを整えながら、勇也と藍葉は一緒に部屋から出て行こうとして。

　その寸前。

　藍葉はこちらを一いち瞥べつすると、とびっきりの笑え顔がおで言う。




「さあ、先輩──今日も、藍葉といちゃいちゃして世界を救いますよ」
















これは、黒峰勇也ぼくが蒼宮藍葉かのじよに惚ほれるまでの物語。

そして、蒼宮藍葉あいはが黒峰勇也せんぱいを惚れさせるまでの物語だ。







　　　あとがき




　今回のお話の一番の被ひ害がい者しやは、焰ほむらくんだと思います。真面目に戦おうとしているのに無視されて。目の前で茶番（告白）を見せられて。挙げ句の果てに、いちゃいちゃされて意味わからない力でパワーアップされて。ムカつくので主人公二人に試練を与あたえましたが、難なく解決されてしまいました。恋こいの力、怖こわい。私は焰くんの味方です。

　そういうわけで、お久しぶりです。篠しの宮みや夕ゆうです。恋れん愛あい至し上じよう都と市しの双騎士カツプル３（最終巻）、いかがでしたでしょうか。少しでもお楽しみいただけていれば幸いです。

　本シリーズには、私の好きな要素がいっぱい入っています。男女バディはその一つです。お互たがいにわいわいと言い合いながら事件を解決するバディもの。それに男女の恋愛を混ぜたものが大好きなのですが、最近ではあまり見かけないので自分で書いてみたのがこの作品です。主人公二人のドタバタぶりに最後まで振ふり回されていましたが、書いていてとっても楽しい物語でした。……まあ、楽しかったのですが、ラブコメ、バトル、頭おかしい世界観を書いてっていうのはちょっと疲つかれました。次は、世界観が普ふ通つうのラブコメとか書いてみたいです。もし書店などで見かけましたら、そのときはお手に取っていただければとても嬉うれしいなと思います。

　では、謝辞を。

　まずは、けこちゃ様。毎巻、ウルトラ素晴らしいイラストありがとうございます。いつもイメージ通りどころか、イメージを遥はるかに越こえた可愛かわいい子たちの絵が出てくるので、もっと別の絵が見たくて一つの巻に色んな人たちを思わず出してしまいます。本当に最終巻までお世話になりました。一いつ緒しよにお仕事ができてとても楽しかったです。

　次に前担当編集様、現担当編集様。お二人がいなければ、この作品は世に出ることはなかったと思います、本当にありがとうございました。

　それから、友人たちへ。いつもネタ出しの整理や愚ぐ痴ちなどに付き合ってくれてありがとう。特に、Ｓさんにはお世話になりました。ですが、本作のヒロインの属性で朝まで喧けん嘩かしたことは忘れていません。別にメインヒロインが年上のお姉さんでもいいじゃん……

　最後に、読者の皆みな様さまに多大なる感謝を。最終巻までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。ここまで書き続けることができたのは皆様のおかげです。

　それでは、本作が皆様の頭の片かた隅すみに置いていただけることを祈いのって。

　そして、再び皆様にお会いできることを心より願って。


篠宮　夕
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